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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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一章　呪いの治療は、教会を訪ねて頂けますか？










　　《スレイプニルの月》二十三日






　飲食店にとっての午後七時から九時にかけては、一般的に『ゴールデンタイム』と言われている。単純に食事時でもあるし、仕事終わり、あるいは仕事関係での接待・会食目的で利用するお客様も訪れる、一日の中で一番繁はん盛じようする時間帯だ。

　だがその考えが浸透しているのは、人間界だけだとアーウィンは思っていた。

　つい三ヶ月ほど前までは。

　だが今では、こう考えるようになった。

　人間界に限らず、魔物の住まう世界──魔界でも、それは当てはまる概がい念ねんであるし、

「んだてめぇ！　もういっぺん言ってみろ馬面！」

「馬じゃねぇ牛だ、魚面！　とっとと海に帰れ！」

　食事をしているお客様がみんな魔物だという点を除けば、人間界の飲食店のように些さ細さいなことでケンカが勃ぼつ発ぱつ、店内の空気を凍らせることだって珍しくはないのだと。

　ミノタウロスと半魚人のお客様のケンカだった。入店時は別段、ギスギスした空気は感じられなかった。おそらく食事中に、キッカケとなるやりとりがあったのだろう。

　だが問題は、お客様同士のケンカの原因ではない。それによって、二名がけテーブルが二十席あるうち、半分以上が埋うまっている『レストラン・フォリオーズ』の店内が、不穏な空気に満ちてしまっていることだ。

　アーウィンはやれやれと思い、仲ちゆう裁さいに入ろうと踏み出した。

　だがそれよりも先に、小柄な金髪のウエイトレスがお客様の元へ向かった。

「あ、あの！　お客様……他のお客様も驚かれております」

　長い髪は弾はじけるような眩まぶしさを放ち、頭の高い位置で結ゆっていた。目は片方が深紅のオッドアイ。口元から微かすかに覗のぞく鋭するどい八や重え歯ばは、彼女が吸血鬼族であることを物語っていた。

「で、ですから、その……お静かに」

「「うるせぇよ」」

　ギロリッ。

「──ひうっ」

　ケンカ中で目の据すわっている魔物二人に睨にらまれ、同じ魔物であるはずのウエイトレスは萎い縮しゆくしてしまった。すぐさまクルリと振り返ると、アーウィンのいる店の奥──デシャップの辺りへ駆け寄ってきた。まるで怖いなにかから逃げ帰ってくる小型犬のようだ。

「た、大変ですアーウィンさーん！　私じゃケンカ、止められませんでしたー……」

　リーラは大粒の涙を目め尻じりに溜ためて、縋すがるようにアーウィンを見上げた。

「大丈夫だよ、リーラ。こっちでなんとかするから」

「は、はい……でも気をつけてくださいね。すっごい気が立ってるみたいですし、勢いで殺されちゃうかも……」

「怖いこと言わないでよ！　これからなだめようって時に！」

「い、いざとなったら、こっちも魔術で対抗できるよう、準備しておきますね！」

「なんで魔物はすぐ物騒な手に走りたがるの!?」

「いっそ今のうちに、身しん体たい能力を上げるタイプのポーション、一本飲んでおきますか？」

「なにその栄養ドリンク的なノリは！　いらないよ、飲まないでなんとかするよ！」

「……の、飲まないでですか？　……すごいです。さすが副店長ですね、アーウィンさん！　がんばってください！」

　リーラから屈託のない笑顔でエールを送られ、アーウィンは言葉を失ってしまう。

　──副店長。その単語が確かな重みを伴ともなって、アーウィンの両肩にのしかかる。

　魔物達が人間社会を模も倣ほうして、文化的な営いとなみを送っている魔界。

　その王都──魔王様のお膝ひざ元もとであるコールテーゼの街に店を構える、魔物による魔物へ向けた飲食店『レストラン・フォリオーズ』は先月、地上げの危機に瀕ひんしたばかりだった。

　もっともそれは、人間界の不動産会社の社員がヤクザな魔物と結けつ託たくして、強引に進めていた計画だった。アーウィンを始め『レストラン・フォリオーズ』全スタッフが、店を潰されてたまるか、と団結して対抗。人間界の飲食店に勤めていたアーウィンだからこその機転と、魔界・魔物だからこその方法で、無事に危機を脱することに成功し今に至る。

　アーウィンはその際の功績などを評価され、『レストラン・フォリオーズ』の副店長に任命されたのだ。いつか自分の飲食店を持ちたい……そんな確固たる目標を持つアーウィンにとって、副店長としての役職や責任を担えるのは、この上ない経験になる。

　だからこそアーウィンは『レストラン・フォリオーズ』の副店長の任を快こころよく引き受け、『人間就しゆう労ろう制度』を利用し魔界へ働きにきている人間として、魔物のみんなと店を盛り上げていくことを決めたのだが……。

（……なんかまた、役職をいいように使われているだけな気がしないでもないけど）

　アーウィンはこっそりとため息をつく。

　だがもちろん、頼られるのは悪い気がしないし、なんだかんだいっても副店長。他のお客様への不快感を考えれば、ここらで自分がケンカの仲ちゆう裁さいに入らなければ格好もつかない。

　意を決して、アーウィンはケンカ中のお客様の元へ向かった。

「だいたい、昔からお前はおおざっぱなんだよ！　適当に仕事してると痛い目見るぞ！」

「けどそれでも、こっちはお前より結果出してますから！　残念でした、ぷぎゃーっ！」

「お、お前……バカにしすぎだぞ、さすがに！」

（子供のケンカかよ！）

　お客様のやりとりを見ながら、アーウィンは胸中で突っ込む。

　人間と魔物は十年前まで争っていた。人間からすれば魔物は恐れを抱く存在。だがこういった姿を目にすると、中身はお互い変わらないんだなとアーウィンは感じてしまう。

　なんにせよ騒ぎを止めるため、アーウィンはお客様のそばで咳せき払ばらいをする。

「ゴホンっ！　申し訳ありません、お客様。他のお客様へのご迷惑となっております。一度外へ出て頂けませんか？」

「なんだぁ？　なんの権限があって俺らのケンカに水差そうってんだよ」

「権限が必要というのでしたら、私は『人間就労制度』を利用して当店に勤きん務むしている副店長であり、その責務はより多くのお客様に食事を楽しんで頂くことでございます。お二方がそれを妨げる要因となるのであれば、強制的にご退店頂くことも辞さない所存です」

　あくまでも舐なめられないよう、強気の姿勢を崩さないアーウィン。

「……ほら見たことか。お前が大声出したせいで、俺までとばっちりを受けたじゃねぇか」

「あ？　なに部外者面してんだ。おめぇも同罪だろうが、どう見ても」

「ですから、それ以上続けるのでしたら外でお願いします！」

（……って、だめだ。完全に二人の世界に入っちゃってるよ）

　口をはさむ隙すきもないお客様同士のケンカに、アーウィンはどうしたものかと頭を抱える。

「なにをやっておるか、アーウィン」

　突然背後から声をかけられ、アーウィンは振り返った。

「マチルダ……」

　ウエイトレスの制服に身を包んだその少女は、褐色の肌はだに、青みがかった銀色のショートヘアが眩まぶしいダークエルフだ。腰には一本の剣を携たずさえる、ボーイッシュで憮ぶ然ぜんとした態度の似合うマチルダは、呆あきれたように息を吐いた。

「貴様は時折、丁寧すぎるのだ。それが美徳なのかもしれんが、このような場をわきまえない輩やからなど、ぞんざいに扱ってよいではないか」

「よくないよ！　ここ数ヶ月、この店で働いてなにを学んだんだ！　こういう事態にもスマートに対応しないといけないんだよ、接客業は」

「スマート……？　なるほどな。承しよう知ちした」

　ふふっ、と不適な笑みを浮かべたマチルダ。

　一体なにを承知したのだろう？　と疑問に思ったのも束つかの間ま。

　マチルダは持っていたトレンチを投げ捨て──あろうことか、剣を抜いた。

「要は何事にも、ご託を並べず機敏に斬きり伏せて対応しろというのだな！」

「違げーよ!!　なにをどう聞いたらそうなるんだよ！」

　マチルダは魔王軍への入隊を志こころざしている剣士だった。次の入隊試験までの生活費を稼ぐためと一般教養を身につけるために、『レストラン・フォリオーズ』で働いている。だがまだまだ一般教養を欠いている……と言うより底なしの常識知らずだった。

　するとマチルダの様子に興味を示したのか、ミノタウロスのお客様まで加わった。

「おうおう、威勢のいいダークエルフの姉ちゃんじゃねぇか……いっちょ、やるか？」

「応とも！　覚悟するのだな。後悔もだ！　この自分に牙きばをむいた若わか気げの至りをな！」

「いやいや、なんで勝手に決闘みたいなノリで盛り上がってるんですかー！　ここ飲食店なんですけどー！」

　なにがどうしてこんな展開になったのかまったく理解が追いつかないが、とりあえず飲食店にあるまじき光景なのは確かなので、突っ込みだけはしておくアーウィン。

　しかし困ったことに、いよいよもって収集がつかなくなっていた。

（くっそ、人間の俺で手に負えないなら──ゲイルさんに出てもらうしか！）

　店で働くスタッフの内、アーウィンを除く男性スタッフで最年長のゲイルは、全身が緑色の鱗うろこに覆おおわれたリザードマンだ。は虫類特有の鋭するどい目を持ち、高身長でがたいもいい。そんな彼なら、事態の収集へ向けた大きな力となるだろう。

　ゲイルは厨ちゆう房ぼうスタッフ──料理長として勤きん務むしている。

　アーウィンは厨房へ駆け込み、声を張った。

「ゲイルさん！　すみません、ちょっとホール出られますか？　トラブっちゃって……」

「ようようよう！　何事だよぅ！　なんか用かよぅ！　荒事かよぅ!?　ヘイＹＯ！」

「うっわぁ……めっちゃ面倒くさいパターンの高温モードだぁ……」

　ゲイルを始めリザードマンと呼ばれる種族は、変温性の魔物のため、外気温によって体温が変化し、体温の上下動に比例してテンションも上下動するという体質を持っている。

　コンロの前で調理中のゲイルは高温モード。

　超ノリノリで熱い魂を宿している、ハイテンションな状態だった。

　だが、通常モードや低温モードよりは、ノリノリな分頼りになる。

「まぁいいや……その、お客様同士のケンカに、マチルダがまた抜刀して絡みにいっちゃって、収集つかなくなっちゃったんです。仲ちゆう裁さい、手伝ってくれませんか？」

「な～に～？　そいつぁ一大事だな！　はははっ！　任せろアーウィン！　このオレ様がビシッとバシッと言って聞かせてやらぁ！　おいおめぇら！　ひとまず冷菜はやっつけといてくれよな！　オレ様はもっとでけぇの、やっつけてくっからよ！」

　ゲイルがバチンッとウインクする。厨房スタッフのコロボックル達やフライングナイフ、コンロの火を担当するフレイムボールまでもが、一斉にノリノリで敬礼した。

　存外、ゲイルの高温モード時の暴走を良しとしているのは、彼ら厨房スタッフのノリの良さにも原因があるのかもしれない。

　ともあれ、コックコートを身に纏まとったままゲイルはホールへ出る。

「おいおいおいおい！　頼むぜお客様よぉ！　みんなで飯食ってわいわいすんのが楽しいんだ、荒事は見せられる方も堪たまったもんじゃねぇよ。ここは一つ手打ちにして」

　だが、意気揚よう々ようと仲裁に入った瞬間。

　──ビシャッ！

　響いた音の正体は、ケンカの流れで半魚人がマチルダへ放った、水の塊だった。

　マチルダが華麗に避よけたことで、彼女の背後にいたゲイルへ直撃してしまったのだ。

「……マズい！」

　アーウィンは慌てて、水を被かぶったゲイルへ駆け寄った。

「手打ちにして……くれませんよねぇ、やっぱり。そうですよね、僕の言うことなんて聞いてくれるわけないですよね、ですよね～……」

「わー！　ゲイルさんしっかりー!!」

　水がかかった瞬間、案の定、一気に体温が下がってしまったらしい。通常モードを通り過ぎて低温モードに入ってしまい、ゲイルは鬱うつっぽくうずくまってしまった。先輩であり年上なのに申し訳ないが、こうなってはもうゲイルはまったく使い物にならない。

　一方マチルダ達はというと、テーブルを挟んでにらみ合い、牽けん制せいが続いていた。大きくことが動いているわけではなさそうだ。

「ひ、ひとまずゲイルさんは、暖かいところで体温上げてきてください……って、お、重いっ！　し、しっかり立ってくださいよぉ……っ！」

　だがゲイルはうんともすんともいわない。一人で運ぶのは無理だと観念するアーウィン。

「リーラ、頼む！　手伝って！」

　と、近くにいるリーラへ声をかけたのだが……、

「はいっ！　火炎系魔術の出番ですね!?　『それは焼き払う烈火の残ざん滓し』──」

　リーラは魔石を掌てのひらに乗せ、いきなり魔術の詠唱を始めてしまう。

「違う違ーう！　出番なんか来てないから!!　せっかち過ぎるから！」

「でも体を温めるなら、火炎系魔術で火を起こすほうが絶対手っ取り早いと思います！　行きますよぉ！　『火龍の咳嗽ブレス・ブレイズ』！」

「店の中で火を起こしたら立派な火事なんだってー！」

　だがそんな叫びも虚むなしく、ゲイルを抱えるアーウィンへスイカ大ほどの火の玉が放たれた。思ったより小さいとはいえ、ジリジリと肌はだを焦がすような熱量が迫る。

　アーウィンはとっさに、先ほどマチルダが投げ捨てたトレンチを拾ってガードする。ガンッ！　という衝撃こそあったが燃えることはなく、火の玉の軌き道どうをそらすことに成功。

　だがそれた火の玉は、見事ミノタウロスの背中に命中してしまう。

「うわっち！　あちちちっ──どわっ！」

　火炎が直撃した衝撃と熱さに驚いたからだろう。ミノタウロスはドスンドスンと飛び跳ねているうちに足をもつれさせ、背中を下に転んでしまった。

「へ？　……うわぁぁ！」

　アーウィンを思いっきり下敷きにして。

「あっつ！　あっついし……お、重い！　ギブ、ギブギブ！　た、助けて！」

　ジュゥッ！　という火の消える感触がアーウィンの背中を襲う。触れたのはほんの一瞬だったが、制服が焦げているか、下手したら火傷やけどを負っているかもしれない。

　なによりミノタウロスが重すぎて身動きが取れない。

「大丈夫か、アーウィン！」

　慌てたようにマチルダが叫び、キッとミノタウロスを睨にらむ。

「おのれミノタウロス族……自分らの戦いに無関係な者を巻き込むなど、言ごん語ご道どう断だん！」

「いや正確には、ミノタウロスのお客様が……巻き込まれてんだけどな……。て言うか、このままじゃマジで俺、圧死する……」

「貴様が下敷きにしている人間は、自分が叩たたっ斬きるその日まで、誰にも殺させはせん！」

「もうちょいマシな助ける理由、なかったのかよ……げほっ」

　いよいよ呼吸がし難くなり、アーウィンの喉のどからはヒュー、ヒューとか細い音しか聞こえなくなっていた。

　だが、その時だった。

「ま、待て待て待て！　悪かった！　俺達が悪かったって！」

　半魚人の男が、慌ててミノタウロスとマチルダの間に入る。

「すまん！　確かに、店ん中でケンカおっぱじめた俺達が悪い！　飲み食いした分の魔石はちゃんと置いてくから、見逃してくれ！　この通り！」

「う、うむ……そこまで言うのであれば、剣を納めてやらんこともないが……」

　手を合わせてヘコヘコと頭を下げる半魚人を目の当たりにして、マチルダは大人しく剣を納める。むしろ最初から抜くなと言ってやりたいアーウィンだったが、言っていられる状況ではなかった。主に、物理的に。

　半魚人は、魔界で通つう貨かとして扱われている魔石をきっちり会計分、テーブルへ乱暴に置く。倒れた衝撃と火傷やけどで悶もだえているミノタウロスを抱きかかえて起き上がらせた。

「こ、こんなとこで飯食ってたら、命がいくつあっても足んねぇよ」

　という、至近距離にいたアーウィンにしか聞こえていないだろうぼやきを残し、出入り口へと急ぐ。

　その様子を眺ながめながら、リーラが得意げに息を吐いた。

「ふぅ。これで一件落着ですね、アーウィンさん」

「なに一つ落ち着いてなんかいないって。むしろ店の評判が落ちてるよ……」

　アーウィンはため息をつく。だがリーラやマチルダ、ゲイルまでもが、何食わぬ顔ですぐに仕事へ戻っていく。本当にこれで解決したつもりらしい。アーウィンは頭を抱えた。

　とりあえず騒動があったとはいえ、お客様のことはお見送りしよう。

　アーウィンがそう思って、半魚人のお客様を追いかけて一歩踏み出した──その時だ。

　──バァンッ！

「ぎゃぷっ！」

「だめ押しの一撃がーっ！」

　突然、勢いよく店のドアが開き、半魚人達の顔面に直撃したのだ。

　一体誰が、そんなに勢いよくドアを開けたのかと疑問に思っていると、

「……ん？　どうした、アーウィン。そんなところで固まって……」

「店長!?　お、お疲れ様です……」

　現れたのは、金髪のショートヘアに凛りんとした表情がよく似合う、女性支配人を思わせる装いの女性だった。

「……って、ロイズさん、相変わらず酔ってますね」

「相変わらずとはなんだ。私だってこれでも仕事をしてきたところだぞ」

　と言いつつオーナー兼店長のロイズは、頰ほおをほんのりと赤くしたまま続ける。

「それで、なにをボウッとしていた」

　ロイズは訊ききながら店に入り、ドアを閉める。するとドアの陰に押しつぶされていた半魚人とミノタウロスが、ズルズルと床へ崩れ落ちる。すっかり伸びきっていた。

　ロイズもそれに気づいて振り返り、倒れている魔物へ一いち瞥べつを投げ、

「……なんだ、これは？」

「その方々が、固まっていた理由です」

　その後アーウィンとロイズは、ドア攻撃で伸びた魔物達を外へ運び出した。一仕事終え、店の奥──二階に続く階段へ向かうロイズに、アーウィンは追つい随ずいしながら事情を説明した。

「なるほどな。まぁしかし、見たところ他のお客様に危害は及およんでいないようだし、迷惑な客を排除したということなら問題ない」

「問題大ありですって。これでまた悪評が立ったら、この前の地上げ騒動みたいなことにもなりかねない……ってて」

「どうした。背中の火傷やけどか？」

　歩くと背中がジクリと痛み、思わず悶もだえてしまったアーウィン。心配してくれているらしいロイズがアーウィンの背中に回る。

「制服も焦げてボロボロじゃないか。着替えてこい。ついでに手当てしてやろう。二階の救急箱に火傷薬が少し残っていたはず。そろそろ中身を補充せんとな……」

　人間界では、飲食店を経営するに当たって、各店舗必ず救急箱の保持、設置、点検・補充が義務づけられている。どうやら魔界でも、そういった細かい点もしっかり守るべき法律として模も倣ほうされているらしい。

　アーウィンが感心していると、ロイズは話題を変えた。

「まぁ、悪評だなんだと気にするのもわかる。だが評価を気にしすぎて媚こびを売ったところで、正当に評価してもらえるかと言われれば、五分五分だと思うがな、私は」

「まぁ……仰おつしやることは、わかります」

「それでも評判を気にするのなら、店の知名度を上げるのに打って付けのイベントがある。その土俵……ちょうど、ぶんどってきたところだ」

　ロイズはポケットから一枚の紙を差し出した。

「……土俵？　ぶんどる？」

　聞き返しながら、ロイズの持っている書類を受け取ったアーウィン。

「『出店許可証』？　『コールテーゼの建設記念祭に際し、指定区画において、貴店の出店を許可します』!?　ロイズさん、これってもしかして……っ」

　アーウィンも自然と口元を綻ほころばせていた。

　ロイズはまさに、勝ち誇ったような面持ちで宣言する。

「そうだ。再来週の建設記念祭、『レストラン・フォリオーズ出張版』の堂々開店だ」




　　《スリープゴートの月》一日




　魔界の王都コールテーゼは、十年前の《スリープゴートの月》一日──人間界で言うところの八月一日に、街としての機能が動き始めた。

　魔界にとって、人間社会を模も倣ほうした文化的な営いとなみが『公式に』始まった日。

　それが『コールテーゼ建設記念日』だ。

　現在と同じ場所に建っていた魔王城を中心に、人間界の城下町を模倣して工事の進められていた町も無事に竣しゆん工こう。魔石を通つう貨かに商売が始まり、人間社会をマネた法律が施し行こうされ、民衆に選ばれた政治家と魔王による政治が動き出し、魔界は生まれ変わった。

　そうして生まれ変わった魔界のシンボルでもある街の建設を記念して、以来《スリープゴートの月》一日は、『コールテーゼ建設記念日』として祝日に定められたのだ。

　それも今年で十周年。めでたい節目の年ということで、かねてより一週間の長期に渡って『建設記念祭』が企画されていた。

　魔界各地からはもちろん、人間界からも来訪者が期待できる大々的なイベント。

『レストラン・フォリオーズ』を宣伝するために、この機会を逃す手はなかった。







　魔界にも人間界同様に四季がある。《スリープゴートの月》は、まさに夏。

　午前九時という、暑さが本格化する前の時間帯であるにもかかわらず、吸い込まれるような青空から照りつけてくる日差しは強い。仮設テントを組み立てて屋台の準備をしていたアーウィンの額やシャツは、すでに汗で滲にじんでいた。

「……ま、こんなもんかな」

　少し離れた場所から屋台の全容を眺ながめ、アーウィンは満足げに頷うなずいた。テントの下には木製の折りたたみ式テーブルが立ち、事前に作っておいた手書きのメニュー表が、テーブルの縁から下げられていた。

　メニュー表に書かれている商品名は『魔界流　生ハムメロン』。

　さらっと周囲の屋台のメニューを確認してみる。バジリスクの唐揚げやポイズン・ピグのコロッケなど、どの店も屋台メニューのメジャーどころをしっかり押さえていた。

「さすがにこれだけ店が集中してると、そりゃ安パイはすぐ埋うまるよな……。被かぶらないようなメニューにしといて大正解だったよ」

『レストラン・フォリオーズ』が屋台を構えている場所は、街の南側の大通りから脇に伸びる商店街の一角だ。軒のきを連ねる商店が自分達の店舗の前に屋台を開いているため、かなりの屋台密集地となっていた。屋台関係者の姿も視界を埋め尽くさんばかりだ。

　食品、軽食、装飾品など、売っている物は店によって様々だが、敵が多いことには変わりない。いかに目に留まりやすいものを準備できるかが鍵かぎだった。

「まぁ、こんだけ賑にぎわってるお祭りなんだから、店が密集するのはどこも変わらないか。むしろ、この場所をぶんどってきたロイズさんには感謝しないと」

　本来、今回の祭りにおける屋台出店の規定では、場所は『自分達の商店店舗の前』と定められていた。『レストラン・フォリオーズ』はこの商店街をもう少し奥に進み、さらに路地へ少し入った場所にある。立地的には、悔くやしいがこちらの方がかなり優位だ。

　きっとロイズも、それをわかった上でこの場所の出店許可をぶんどったのだろう。やり方までは聞いていないが。合法であることを願ってやまないアーウィンだ。

「アーウィンさーん！　おはようございます♪」

　通りの向こうから元気で明るい少女の声が飛んでくる。振り向くと、『レストラン・フォリオーズ』の制服に身を包んだリーラ、ブラウスとタイトスカートをキチッと着こなしたロイズが、それぞれ小さな木箱を抱えてこちらへ向かっていた。

「頼まれてた食材と道具一式、持ってきたぞ。『デスマスクメロン』もしっかり冷やしてきた。これだけあればひとまず今日の分は足りるだろう」

　ロイズ達は屋台の簡易テーブルの上に荷物を置いた。アーウィンも中身を確認する。包丁にまな板、生ハムメロンを持ち歩くための紙製の皿など。

　ひとまず備品類に不足している物はなさそうだ。

　暗黒豚のもも肉を使った生ハムは、おそらくゲイルが事前にスライスしてくれたのだろう。きれいな薄ピンク色のハムは、柔やわらかく畳たたまれて小さな容器に詰められていた。

「……それにしても、相変わらずこのデスマスクメロンは、なんていうか……」

「ああ、キレイな人面模様だな。身の毛のよだつ、美しい断だん末まつ魔まの形ぎよう相そうじゃないか」

「俺には全っ然、わかんないっす……」

　魔界で栽培されているメロンの中でも、糖度が低く珍しい品種の『デスマスクメロン』。その名の通り、まるで人間の生首がいくつも転がっているように錯さつ覚かくしてしまう。

　アーウィンはデスマスクメロンと目が合わないよう、屋台の外へ目を向けた。

「それにしても、すごい賑にぎわいですね」

「十周年の節目だからな。だが実際に見物客が流れてきたら、この比ではないと思うぞ」

　アーウィンの視線を追いかけるように、ロイズも街の様子を見回した。

　見物客ではなく元々コールテーゼに居を構えている魔物達だけで、視界を埋うめ尽くすほどの慌ただしさ。これほどになるとは、ロイズも予想していなかったようだ。

「今まで、コールテーゼがこんなに賑わったことって……」

「なかったはずだ。まさに前代未聞だな」

「事故が起こらなきゃいいけど……」

「店を広く知ってもらえるいい機会じゃないか」

　アーウィンの心配や不安をよそに、ロイズはニヤッと口の端を歪ゆがめた。

　すると、そばにいたリーラが笑顔を浮かべてアーウィンを励ます。

「大丈夫ですよ、アーウィンさん。万が一騒ぎとかが起こったら、『一方通行案内人ワールズエンド・ダークホール』でひとまとめに排除すればいいんですし」

「いや、それこそ事故だから！　大丈夫ではないよ！」

「あ、そっか。それじゃあ……火炎系魔術の火力強いやつで、焼け野原にします？」

「それはもう事件だ！　グレード上げてどうする！　魔術から離れて！」

「魔術から離れる……なるほど！　でしたら軍の屯とん所しよを訪ねて、体の大きなゴーレムやサイクロプスの兵隊さん連れてきて、騒ぎを一掃してもらえば万事解決ですね！」

「騒ぎが一層ひどくなるから！」

「お？　うまいな、アーウィン。『一掃』と『一層』をかけたのか。さすが副店長」

「やかましいですよ！　しれっと混ざるぐらいなら止めてください、ロイズさん！」

　まったくこの家族は、とアーウィンはため息をついた。片方は天然、片方は計算でボケてくるため、ツッコミ始めるときりがない。

（……こういうところが、リーラやロイズさんのことを元七大貴族だって、忘れそうになる理由なんだよなぁ）

　古いにしえより特に魔王との繫つながりが強かった七つの種族。その中でもより高い魔力を保持する家系は七大貴族と呼ばれていた。リーラと母親であるロイズ・フォリオーズは、『レストラン・フォリオーズ』の経営者家族であり、元々その貴族に数えられていた一家だった。

　だがロイズが一人の人間と、種族の規律で禁きん忌きとされていた、人間と吸血鬼のハーフの子供──リーラを産んだ。それが問題視され、リーラとロイズは一族から責任を取らされ、貴族の地位を剝はく奪だつされてしまったのだ。

　だがロイズは、彼女達を糾きゆう弾だんする他の吸血鬼族へ「一から成り上がってやる！」とケンカを売った。剝奪された名声を、別の形で世に知らしめるための『フォリオーズ・グループ』構想。その最初の一歩が、『レストラン・フォリオーズ』の経営だった。

　それにはリーラも協力的だった。純血の吸血鬼でないため、定期的に人血を吸わないと体内の魔力が減退し、体調を崩すこともあるのだが、その体質とも上手に付き合いながら『レストラン・フォリオーズ』の仕事に従事している。彼女もゆくゆくは、『フォリオーズ・グループ』の一員として、自分の店を持ちたいと思うようにもなったらしい。

（まぁ、忘れて接する方がいいのかもしれないけど。二人とも、世間体もあるから秘密にしているわけだしな）

　そんなことを考えながら、秘密を共有しているロイズにアーウィンは訊たずねた。

「そういえば、店の方は仕込みとか大丈夫そうですか？」

「ああ、問題ない。アーウィンに代わってゲイルが仕切ってくれているし、スタッフもしっかり揃そろえている。あとで誰か交代にも向かわせられるだろう」

「え？　ということは……俺も少し、お祭り見て回れます？」

「もちろん。休きゆう憩けいはちゃんと取るべきだ。ましてやお前は、今後の勉強や話のネタのためにも、祭りは見ておくべきだと思う」

　さも当然のように、ロイズはアーウィンへ笑顔を向けた。

　魔物の文化や価値観を勉強したくて、アーウィンは『人間就しゆう労ろう制度』を使って魔界へ働きに来ている。これから先の時代、自分の飲食店を持つとなれば、魔物をもてなす機会もぐっと増える。その時に困らないため、今のうちから学びたいと思っていたのだ。

　お祭りはその土地や街、国の文化や思想の象しよう徴ちようと言っても過言ではない。建設記念祭が開かれると聞いたときは、ぜひじっくり見て回りたいと思った。

　その機会をくれたロイズに、アーウィンは拳こぶしを握って喜んだ。

「それと店にいるスタッフには話したんだが、祭りの最終日は店も屋台も閉めて一日休みにしようと思っている」

「え？　でも……売り上げの数字的に、まるまる休むのはキツいんじゃ」

「最終日ぐらい、ゆっくり羽を伸ばして祭りを楽しんだっていいだろう。なにか楽しみがあるからこそがんばれる……それは魔物も人も同じだろう？」

　ロイズの言葉が、アーウィンの腹にストンと落ちる。

　そういった計はからいが自然とできるロイズを見て、改めてアーウィンは、ロイズが自分の目指す経営者の姿に近いと実感した。

「だからそれまでは、バリバリ稼ぐぞ。またとない宣伝のチャンスと稼ぎ時。気合い入れていけ。以上！」

「「はいっ！」」

　ロイズの激励に、アーウィンとリーラが背筋を正して返事をする。

　魔界最大級のお祭りの開催まで、もう少し──。







『レストラン・フォリオーズ出張版』の店番は、店の全スタッフでシフトを調整し、ローテーションを組んでいた。初日は副店長であるアーウィンが店先に立ち、リーラがサポートをしつつ、見物客の流れや売れ行きなどの様子を見ることになっていた。

　お祭りの開催時刻である午前十時まで、三十分を切った頃。

　アーウィンとリーラは、販売する『魔界流　生ハムメロン』の準備を進めていた。

「デスマスクメロン、大きさはこのぐらいで大丈夫ですか？」

「うん。女性や子供の口に入るぐらいの、小さめのサイズでよろしく」

　タン、タンと小気味よい音がテントの内側に響く。

　刃物を使う作業は本来ならアーウィンがやるべきだったのかもしれない。だが断だん末まつ魔まの生首のような模様のメロンを前にすると、単なる模様、野菜なんだと頭ではわかっていても、躊躇ためらいが生まれてしまってリーラに代わってもらったのだ。

　アーウィンはリーラがカットしたメロンを紙皿に盛り、その上に生ハムを添える。調味料などはなにもいらない、切って添えるだけで完成の『前菜アンテイパスト』だ。

　これなら専門的な知識も技術も必要ない。誰でも同じクオリティの物を作れるため、店番が入れ替わる屋台向きのメニューと言えた。

　ふと、アーウィンは包丁の音が止まっていることに気がついた。振り向くとリーラがアーウィンの手元──薄緑の果肉とピンクのハムのコントラストが美しいひと皿を、ジィッと眺ながめていた。まるで一口食べてみたいと言わんばかりに、軽く口を開けながら。

「…………ヨダレ、垂たれちゃうよ？」

「はぅあ！」

　指摘されて、リーラは慌てて口を押さえる。

「す、すみません……なんだか珍しくて、美お味いしそうで、つい……」

　顔を真まっ赤かにして弁明するリーラ。だがそのオッドアイは、相変わらず生ハムメロンへ縫ぬい付つけられていた。

「魔界じゃ、生ハムとメロンの食べ合わせはしないんだね」

「そうですね……。それに実は、デスマスクメロンを見たのも初めてなんです。今まで、普段食べるメロンっていえばエンペラーメロンが普通でしたから」

「エンペラーメロンって、確か甘いんだっけ？」

「はい。魔界最高級のメロン……え？　メロンって甘い果物なんですよね？」

「普通はそう思うよね。でも実は、甘いばっかりじゃないんだな、これが」

　人間界でも似たような場面に出くわしたことがある。

　メロンは甘い。その固定観念に縛しばられているのだ。

「ゲイルさんが教えてくれたんだけど、デスマスクメロンってかなり糖度が低い──甘さ控えめの、どちらかといえば野菜みたいなメロンらしいんだ。人間界にも甘いもの以外に野菜みたいなメロン品種があって、それと塩気の強い生ハムを一緒に食べるのが、味の調和が取れてすごい美味しい定番の『前菜アンテイパスト』なんだよ」

「ぜ、前菜なんですか、これ？　私ずっと、デザートだと思ってました……」

　キョトンと目を丸くして、リーラはメロンを見つめた。

　なんであれ、まずは食べてみるのが一番。

　アーウィンは準備していた生ハムメロンのうち、一つをリーラへ差し出した。

「試しにどうぞ。ゲイルさんからはお墨付きもらってる味だよ」

「え？　でも、売り物ですよね……いいんですか？」

「味を知らないと、お客様に説明できないし、勧められないでしょ？」

　いつだったか、魔界料理をアーウィンへ食べさせようとした際に、リーラが口にした言葉だった。リーラもそれを、ハッとなって思い出したらしい。はにかんだリーラは、アーウィンの手から生ハムメロンを受け取った。

「それじゃぁ……いただきます。あむっ」

　果汁が零こぼれないようあごの下に手を添えながら、リーラはやや細めに切ったメロンを口いっぱいに頰ほお張ばる。

　モゴモゴ、シャクシャクと果肉を嚙かみ、生ハムも一切れ口へ含み、一緒に咀そ嚼しやくする。

「…………んん～っ!!　んふふっ！」

　たちまち、リーラは満面の笑みを咲かせた。

「これ、すっごく美お味いしいです！　メロンなのに甘くないなぁって思ったら、ハムと一緒に食べると野菜みたいな風味が柔やわらかくなって、甘みが出てきました！　ハムのしょっぱさも、ちょうどいい感じ……すごいです。こんな食べ方、あったんですね♪」

　頰ほおを押さえながら法ほう悦えつの眼まな差ざしで、リーラは食べかけの生ハムメロンを見つめる。

　それぐらい美味しくて驚いたのだろう。

「味の相そう補ほ性せい、ってやつだね。食材としての相性がいいんだよ。もちろん、甘い品種のメロンだとこうはいかないんだけど」

　補足しながら、アーウィンは確信した。

　この『生ハムメロン』は確実に売れると。

　リーラの反応から、魔界においても『メロンは甘い果物』という認識が強いとわかった。もちろん彼女の場合は元貴族ということもあって、最高級の甘いメロンが容易に手に入る環境にいたという可能性もある。だが最高級のメロンが『甘い』と認識されているなら、『甘くないメロン』へはなかなか興味を示さないだろう。

　だからこそ魔界では、生ハムとメロンの食べ合わせが浸透していない。これは大きなチャンスだ。物珍しさで手に取り、固定観念をいい意味で崩しにかかる……そうすればすぐに評判も広がり、欲するお客様は増えるだろう。












「アーウィンさん！　私、これをもっと皆さんに広めたいです！」

　つい打算的な思考が巡っていたアーウィンの隣で、リーラが無邪気に輝かせた両目をこちらへ向けていた。

「こんなに美お味いしい食べ合わせ、知らないなんてもったいないです！　もっともっと、いろんな魔物に味わってほしいです！　えへへ♪」

　リーラの明るい笑顔に、アーウィンの鼓動が高鳴った。

　もちろん、宣伝や売り上げという目的は見失ってはいけないし、無視もできない。

　だが、こうして一人でも多くのお客様に、喜び楽しんでもらうこと。

　今のリーラのように、初めての味に歓喜の声を上げてもらうこと。

　それこそが飲食業・接客業の本ほん懐かいであると、アーウィンの胸中に火が灯ともった。

「……そうだな。リーラの言うとおりだ。どんどん広めていこう！」

「はいっ！　店番、がんばりましょう！」

　アーウィンとリーラが、辺りの喧けん騒そうに負けないぐらいの元気な声を上げた。

　たちまち他の屋台の魔物達が、何事かと一斉に振り返った。自分達の声で驚かせてしまったか……と恥ずかしくなり、アーウィンは身を縮ちぢませる。

「す、すみませ…………ん？」

　だがそれらの視線は、明らかにアーウィン達とは違う方へ向けられていた。

　アーウィンもみなと同じように、テントの外、商店街の先へと目を向ける。

「……どうしたんだろう？　なんか慌ただしいような」

「しかも南大通りの方ですよね。お祭りのメイン会場で、なにかあったんでしょうか？」

　コールテーゼの街道は、比較的わかりやすい配置をしている。街の中心に大きな噴水広場があり、そこから東西南北にメインストリートが走り、北を除く三方の端の城壁部に大きな門を設けている形だ。

　今回の建設記念祭は、街の南区が出し物や屋台の並ぶ開催場所とされている。南側の城門が正門とされていることからも、そこから噴水広場にかけての南大通り周辺がお祭りの主な会場となるのは、ごく自然なことだった。

「ちょっと俺、様子見てくる。お祭りが始まる前には戻るから」

「え？　あ、ちょっとアーウィンさん」

　アーウィンはリーラへ告げると、彼女の返事を待たずに南大通りへと向かった。







「そっちから押さえろ！　違う、逆だっ！」

「くそ……なんだってこんなタイミングで暴れ出すんだ！」

　アーウィンが南大通りへ出た時には、辺りはそんな怒号が飛び交い騒そう然ぜんとなっていた。

「離れてください！　危険です！　……ほらそこっ！　これは見世物じゃありません！」

　警察か、祭りの警備員かは定かではないが、野や次じ馬うまを通りの端へ押し返そうとしている魔物達もいる。その野次馬達の隙すき間まへ体を滑すべり込ませて前に進んだり、背伸びをして、アーウィンは通りでなにが起こっているのかを確認する。

　アーウィンの目に映ったのは、暴れている一匹の馬を、何人もの魔物が取り押さえようとしている現場だった。

　過度な興奮状態にあるのか、馬の息は猛たけ々だけしく、まとわりつく魔物達を振り払うように暴れている。取り押さえようにも、なかなかうまくいっていない様子だ。

　馬も馬で、様子だけではなく見た目も普通ではない。漆しつ黒こくの肉体と青い炎のようなたてがみが激しく揺れる。そのたびに、全身から黒い霧のような物を散らしていた。

（もしかしてあれ……『コシュタ・バワー』か？）

　その特徴的な容姿は、人間界でも書物や噂うわさ話ばなしによく登場しているほど有名で、アーウィンにも覚えがあった。

　死を司つかさどる魔物──死神として広く認知されている『デュラハン』。

　その愛馬が『コシュタ・バワー』だ。

　死期の近い者が発する特有の匂い『死臭』をかぎ分け、魂を狩りとる二対一体の魔物。

　視線をコシュタ・バワーから外せば、黒こく馬ばを取り押さえようとしている魔物達のそばにデュラハンもいた。黒い甲かつ冑ちゆうに身を包んだ首のない騎士が、漆黒の鞭むちを構えている。

　鞭はコシュタ・バワーを御ぎよするための道具なのだろう。時折パシンッ！　と地面に叩たたきつける。光沢すらない、吸い込まれそうな深い黒の鎧よろいをカシャリカシャリと鳴らし、ない首の付け根から黒い靄もやを燻くゆらせ、デュラハンは愛馬を鎮しずめようとしていた。

「ちょっと、そこの君！　巻き込まれると怪け我がするから、離れて！」

　近くにいた警備員の叫びに、アーウィンはハッとなる。

「あの、なにがあったんですか？」

「噴水広場で公演を控えている『イン・ソリート・サーカス』のキャストが、急に暴れ出したんですよ。理由はわかりませんけど、まぁ都会でこんな暑い夏日なのがストレスだったんじゃないですか？　……って、そんなこといいから早く離れてください！」

　警備員は切羽詰まっているというより、離れない野次馬にイライラしているようだった。

　ただ理由はなんであれ、確かに離れた方がよさそうだとアーウィンは思った。取り押さえようとしている魔物達も、デュラハンも、コシュタ・バワーを手て懐なずけきれていないように見受けられた。

　なにかが起こってからでは遅い。アーウィンはその場を立ち去ろうと身を動かした。

「──うわぁ！」

　しかし突然、騒動の中心で悲鳴が起こる。同時にコシュタ・バワーが嘶いなないた。

　アーウィンが目を向ければ、縄で取り押さえようとしていた魔物達を振り払い、デュラハンの指示も無視して、コシュタ・バワーが縦じゆう横おう無む尽じんに暴走し始めていた。

「や、やばい！　逃げろ！」

　誰かの発したその一言で、辺りは阿あ鼻び叫きよう喚かんの状態となり、固まっていた野や次じ馬うまが一斉に動き出す。それは移動などというなまやさしい現象ではない、もはや暴動だ。

　人間だって馬に蹴られ、踏みつけられて命を落とすことがある。魔物だって同じなのだろう。コシュタ・バワーの暴走に巻き込まれ怪け我がする可能性を、みな危き惧ぐしていたのだ。

「ちょっ！　──痛っ！　くそっ……全然動けない！」

　アーウィンは揉もみくちゃにされ、自分がどの方向を向いているのかもわからなくなってしまった。どさくさに紛まぎれて肘ひじ鉄てつを食らうし、足は踏まれるし、ひどい有様だ。

　それでも次第に逃げ惑う魔物達の密度が低くなり、体に自由が戻って自分の居場所を確かめたアーウィン。幸さいわいコシュタ・バワーはこちらに気がついていない。ある程度距離も離れている。このまま後ろへ下がれば、安全な路地へ逃げ込める。

「……いや。あれ、まずくないか？」

　だが逃げ道を確認して視線を正面に戻した時、アーウィンの目には、通りにへたり込んでいる女の子の姿が留まった。五、六歳ぐらいだろうか。どうやら逃げ惑う魔物達の波に巻き込まれ、親とはぐれたらしい。小さく嗚咽おえつを漏らしていた。

　問題はその女の子が間違いなく人間で、見み境さかいなく暴れているコシュタ・バワーの進路上にいるということ。

　それがわかった瞬間──アーウィンは駆け出していた。

「あ、こら君！　人間がコシュタ・バワーに近づいたら、『呪のろい』が──」

　警備員は声を張るが、アーウィンの耳を素通りしていく。

　デュラハンが鞭むちを地面に打ち付ける。縄を持つ魔物達が黒こく馬ばを押さえつけようとする。

　誰も、少女を救うことには意識が向いていない。

　万が一、馬を落ち着かせることができなかったら、あの女の子はどうなる？

　その答えに真っ向から立ち向かわんと、アーウィンは駆け──、

　ドンッ！

　アーウィンの伸ばした手が、女の子を突き飛ばした。それでも石いし畳だたみの上だ。転がった拍子に怪け我がを負わせてしまったらしく、肘ひじに血が滲にじんでいた。

「ごめん！　走って逃げて！」

　アーウィンの声に、女の子は振り返りもせず慌てて駆け出す。これでコシュタ・バワーの突進から、無事に離すことができた。そのことには心から安あん堵どする。

　──だが。

「……うわあぁ！」

　目の前に肉薄する漆しつ黒こくの塊に、アーウィンは両目を閉じて身構えた。

　……しかし、一向に衝撃は襲ってこない。なにかが通り抜けたような風は感じたが、圧倒的な物量が迫っていたにもかかわらず、一切衝撃を感じなかった。

　地べたに座ったまま、アーウィンは恐る恐る目を開ける。

　後ろを振り返ると、コシュタ・バワーはさっきまでの興奮状態が噓うそのように落ち着いており、ジッとアーウィンを見つめていた。

「……な、なんだ？」

　アーウィンを見つめる黒こく馬ばの双そう眸ぼうは青白く、まったく生気を感じない。なにかを見透かし、そして哀あわれんでいるような、冷たく穏やかな眼まな差ざしだった。

　アーウィンになにかを訴えようとしているのだろうか？　だが、いったいなにを？

　頭の中に疑問がグルグルと巡っていた、その時。

「おい……あの人間、大丈夫なのか？」

　避難していた野や次じ馬うまの一人が、そんな声を上げる。

　とっさに周囲を見回すと、数は少ないながらも野次馬が通りへ戻ってきており、アーウィンを見ながらヒソヒソと耳打ちをしていた。

（な……なんだ？　なんか、変なことになってんのか？）

　アーウィンは身の安全を心配して体を動かした。だが痛みはない。手足や頭の感覚もある。五体満足なのは間違いない。

　なら、なにがおかしい？

　アーウィンは近くの商店の窓ガラスへ目を向け、そこに映る自分の姿を見つめた。

「……──ッ!?」

　目に留まったのは、『３』という数字だった。

　アーウィンの頭上に、白い『３』の字が浮かんでいたのだ。反射的に摑つかみ取とろうとしたが、手は空を切るばかり。どうやら目に見えるが、実体のないもののようだ。

　なんの数字なのか、アーウィンにはまったく見当もつかない。

　だがその答えは、思いの外すぐに野や次じ馬うまから聞こえてきた。

「あの人間……デュラハンの呪のろいにかかってるぞ」







　南大通りの騒動はひとまず鎮静化した。すぐさま警察や魔王軍の兵隊が駆けつけ、辺りの警備を強化したり見物客の流れを整えたことで、騒動の爪つめ痕あとは最小限に抑おさえられたのだ。その後、建設記念祭は無事に幕を開けた。

　正門側から噴水広場へ向かって、人間や魔物が大勢流れる。特に魔物は、スライムやゴブリン、ダークエルフなどに混じり、闊かつ歩ぽする巨大なゴーレム、街道の上を低く飛ぶハーピィや竜りゆう人じんなど、種族や姿は多種多様。

　だがみな一様に笑顔を浮かべ、通りの端々に並ぶ出し物や屋台を覗のぞいていた。

　賑にぎわっている出し物の種類も様々だ。パニッシュオレンジと呼ばれるどう猛な殺人オレンジの猛攻を、すべて避よけきって景品を得る、生死を賭かけたアトラクション。

　ソルジャーボアという、天然の鎧よろいのように硬質な皮ひ膚ふで守られたイノシシ型の魔物同士を、戦わせて勝負の行方に魔石を賭ける見世物。

　動物を惑わしたり殺害する能力を有する、意思を持った楽器達が集まる音楽隊は、殺人音波を控えて陽気な音を奏かなでていた。耳に心地のいい、街のＢＧＭだった。

　ドクウツギのクレープが自慢の屋台からは、お菓子の甘い香りが漂ってくる。ピッツァの出店ではデーモントマトとスリープゴートのお乳で作ったチーズのとろけている様子が目に留まる。芳こうばしく焼き上がったピッツァの香りが、アーウィンの食欲をかき立てた。

　陽気な夏の町並みに似合う、しかし魔界らしく少し歪いびつな祭りの風景。

「……なんか、さっきの騒動が噓うそみたいに平和だな……」

　街道脇のベンチに座り、アーウィンは賑わっている様子をボウッと眺ながめていた。

　先ほどの騒動は警備員が話していたとおり、魔界でも有名なサーカス団『イン・ソリート・サーカス』のキャストであるデュラハンの愛馬が、慣れない都会の空気や人・魔物の多さにストレスを感じてしまったのが原因らしい。

　普段は魔界の西部、芸術の街『ネピオロ』を拠点に公演を開いているサーカスだが、節目の年のお祭りということでコールテーゼへ招かれて、噴水広間で特別公演を控えていたのだ。だが穏やかなネピオロと違いコールテーゼはガヤガヤと賑やかなため、驚いて興奮し、暴れだしたのだそうだ。

　それ自体はアーウィンも仕方がないと割り切れる。助けた人間の少女も駆けつけた警察が保護してくれた。おかげできっと無事だろうし、親探しは警察に任せるべきだろう。今はこうして、目の前で賑にぎやかな祭りが開かれている。それでいいと思えた。

　問題は、アーウィンの身に起こった事態だ。

「すまない、アーウィン。遅くなった」

　ロイズが珍しく慌てた様子でアーウィンのそばへやってくる。警察の魔物が呼んできてくれたのだ。その横には白衣を着た魔物までいる。こちらは医者だった。

「事情は一通り聞いた。大丈夫か？」

「それが、俺自身は特に問題ないと思ってるんですけど……」

　アーウィンは、自分の頭の上に浮かび上がっている数字に触れようとした。

「……デュラハンの呪のろいか」

　頭上の数字を目にした瞬間、ロイズが平へい坦たんな語調で言った。

「間違いないと思います。少し猶ゆう予よを伸ばすことはできますが、どうしますか？」

「そうだな。心の準備も必要だろうし、念のためやっておいてくれ」

　ロイズが医者の提案を受け入れると、白衣の男性はコクリと頷うなずいた。ロイズから治ち療りよう代として渡された魔石の一部を使って、治ち癒ゆ魔術をアーウィンに施す。純白の光がアーウィンを包み、頭上の数字が『３』から『７』にゆっくりと移り変わった。

「あの……これ、なんなんですか？」

　アーウィンが率直に訊たずねると、医者の男性が優しい声こわ音ねで答える。

「単刀直入にご説明しますと、あなたはデュラハンの呪いにかかっています。この数字は、あなたの人間としての余命を表しています」

　幾ばくかの沈黙。

　瞬時に医者の言葉を吞のみ込こめず、アーウィンは固まってしまった。

「……はい？　え？　人間としての……余命!?」

　ようやく理解できたかと思えば、冷や汗を吹き出して問いただしていた。

「つまり俺……余命七日ってことですか!?」

「はい。七日後のこの時間、デュラハンがあなたの魂を狩りにやって来ます」

　医者の声は至って冷静……と言うより、アーウィンの慌てぶりを不思議がっているかのような温度差だった。

「ちょ、え？　ちょっと待ってください！　いきなりそんなこと言われても……い、一週間後に死ぬだなんて……そんな」

「落ち着いてください。狩られるのは、人間としての魂です。それは決して、死を意味しているわけではありません」

「……へ？」

　思わず呆ほうけた声が出てしまったアーウィン。人間としての魂が狩られたら、それは『死』ではないのだろうか？　そう、疑問に思っていると、

「デュラハンに魂を狩りとられた人間は、もれなく魔物として生まれ変わります。種族としては、ゾンビやキョンシーなどのアンデッド族ですね」

「それ死んでるから！　生きた屍しかばねだから！　思いっきり死を意味してますから！」

　人間としての魂、と含んだ言い方をしたのは、そういうことだったのか。

　納得したくもないのにアーウィンは納得してしまった。

「人としては死を意味しているかもしれませんが、魔界に住んでるアンデッド族をご覧になればわかるとおり、日常生活は問題ありませんよ。ちょっと体が腐くさるだけですって」

「いやいや最後の重要ッ!!　人としての死を軽く受け流さないでくださいよ！」

　さすが魔界である。生死の考え方が妙なところでズレているように感じた。カルチャーギャップだなんてかわいいレベルを超えている。

「アーウィン……」

　すると、ロイズがアーウィンの肩をポンと叩たたく。

「よかったな、これでお前も魔物の一員だ」

「よくないでしょ、なに言ってくれちゃってんですかー！」

　てっきり心配してくれるかと思っていたロイズもこの調子だ。

　このままでは本当に、一週間後にアーウィンはゾンビになってしまう。

　そんなの、絶対にごめんだ。

「な、なにか手の施しようはないんですか？」

「そんなにアンデッド化がいやでしたら、七日後、心肺が停止してアンデッド化するまでに……具体的には心肺停止から二十四時間以内に火か葬そうすれば、アンデッド化は免れます。ですが、あまりお勧めはできませんよ、死んじゃいますし」

「お勧めされたくありませんでしたよ！　絶対的に死んじゃうやつじゃないですか！　その前、その前ですよ！　呪のろいそのものを、どうにかできないかって話です！」

　アーウィンの必死さが伝わったのか、医者は顎あごに手を当てて黙もつ考こうし始める。

　そして、なにか思いついたように鞄かばんから紙を取り出した。

「すみません、『呪い』の解除に関しては門外漢なもので……。コールテーゼには人間界から『人間就しゆう労ろう制度』で働きに来ている呪い解除の専門家──『聖職者』の方もいらっしゃいます。紹介状を書きますから、一度そちらを訪ねて頂けますか？」

　独りでに逃げようと暴れている蟲むし紙がみを押さえながら、医者はサラサラと紹介状を作る。

　なんだか釈しやく然ぜんとしないが、少なくとも見放されているわけではなさそうだ。

　そのことにはアーウィンも、少しだけ安あん堵どし、

「アンデッド族はいいですよぉ。怪け我がしても痛くないし半永久的に生きていられますし」

「マジで勘弁してください！」

　アンデッド化を強く勧める悪魔のような医者に、アーウィンは容赦なく突っ込んだ。







　コールテーゼは魔界の王都──魔界における最大にして中心の街だ。『人間就しゆう労ろう制度』が導入されて以降、働きにきている人間の数は、少ないながらも毎年増えていた。

　そんな人間の暮らしのために新しく建てられた、元々魔界には概がい念ねんすら存在しなかった建物も少なくない。そのうちの一つが『教会』だ。

　なぜ概念すら存在しなかったのか。

　それは人間と違い、魔物には信じる神などいないからだ。

　人間は天地創造を成し遂げた全知全能の神を崇あがめ、時にその声を聖職者の神父から賜たまわり、道しるべにして日々の生活を送っている。宗教は人間の生活に溶け込んでいる、文化であり信仰心だ。

　しかし魔物にとっては、魔王こそが唯一絶対の存在。魔王の教えや命令を遵じゆん守しゆすることが、魔物のあるべき姿とされてきた。翻ひるがえせば魔界そのものが魔王という存在を奉たてまつる教会とも言え、施設としての教会など不要だったのだ。故に魔界にある教会とはすべて、人間界の宗教の活動拠点として設けられた礼拝堂を指す。

　同時に人間界の宗教は、この十年である程度魔界でも受け入れられるようにはなったものの、異端の存在と感じている魔物も少なくない。無用な荒事やもめ事を避けるため、コールテーゼに限らず教会は街の外れに建てられていた。医者に紹介状を書いてもらった聖職者が勤めている教会も同様だった。

　コールテーゼの東区──魔物や人間にとっての公共施設が多く建ち並ぶ区画へ向かったアーウィンとロイズは、件くだんの教会へ赴おもむき、初老の神父へ事情を説明した。

「その、結論から申し上げると……我々でも、デュラハンの呪のろいは解けません」

　木製の長いすの間を赤い絨じゆう毯たんが突っ切る、眩まぶしい白色に包まれた礼拝堂。

　アーウィンとロイズ、神父しかいない空間で、初老の神父は肩を落として続けた。

「デュラハンの呪いは、同じ呪いという症状の中で、もっとも強力な『死の呪い』と呼ばれています。怪我や体調不良、金回りの不幸などを引き起こす類たぐいの呪いと違い、聖職者でも治すことができないんです」

　神父はひどく言いにくそうに顔をしかめた。

　だがこれほど断言するということは、本当に、手の打ちようがないのだろう。

「あの……理由を伺うかがっても？」

　ここまで来るとなぜかアーウィンも、胸へ氷を詰め込んだように冷静だった。

「『死の呪のろい』がなぜそんな物騒な名で呼ばれているかと言えば、呪じゆ力りよくを持った魔力が、感染者の魂に深く根付いているからなんです」

　神父は握り拳こぶしを作った左手を、右手でつかみ取って続ける。

「他の呪いであれば我々の力で体から引き離すこともできますが、『死の呪い』は魂まで一緒に引っ張り、体から引き離しかねません。そのぐらい強く魂に根付いているんです。放っておいても、無理に治ち療りようしようとしても、死に至る呪い……だから『死の呪い』と呼ばれています」

「だ、だとしても……なんの治療法もないなんて、おかしいでしょう。魔物だって同じ呪いにかかることだって、あるんですよね？」

　アーウィンの訴えに、神父は首を横に振った。

「先ほども申し上げたとおり、呪力を持った魔力が体内に入り込むことで、呪いにかかります。だからこそ魔物は、絶対に呪いにかかりません。生まれながらにして魔物は、体内に魔力を宿している。呪力を持った魔力の入り込む余地がないんですよ、魔物には」

　それを聞いて、アーウィンは驚くほど冷静に納得してしまった。

「人間は体内に魔力を宿していない分、魔力を取り込む余地がある。さらには魂が抜けたあと、その隙すき間まに呪力を持った魔力が広がって魔に染まり……アンデッド化する？」

「その通りです」

　非情にも、神父は躊躇ためらいなく頷うなずいた。

　絶望するとわかっていたのに、納得してしまった。アーウィンは諦てい念ねんめいた息を漏らす。

「だそうだ、アーウィン。諦あきらめて共に、魔物として店を盛り上げていこう」

「ごめんなさい、ロイズさん。今、本気で冗談に付き合える状態じゃないです……」

　ロイズの言葉を受け流し、アーウィンは頭を抱える。頭痛と一緒に目眩めまいまでしてきた。

「……ああ、そういえば。治療の可能性は、一つだけ残っていますね」

　と、重い沈黙を破って神父が口を開く。

「ポーション……投薬治療で呪いを解く方法です」

「……詳しく教えてください」

　アーウィンは前のめりになって訊たずねた。

「『死の呪い』の治療は『引き離す』のではなく、投薬によって体内で『散らす』治療が可能です。それなら、充分完治させることもできます」

　神父の言葉にかすかな希望を手にできた気がして、アーウィンに笑みが浮かぶ。

「──ですが、呪のろいにかかっている方に合わせた精密な調合が必要です。身長・体重・血液型はもちろん、食品・薬品アレルギーや魔力許容量、肉体に対する魂の定着位置、呪いの進行度……あらゆることを調べ尽くした上で調合しないと効果を発揮しませんので、市販薬での治ち療りようは不可能ですし、相応の薬剤師に頼まないと……」

　神父のまくし立てるような説明に、アーウィンは啞あ然ぜんとなってしまう。

「仮に薬剤師や研究機関を訪ねて調合しようにも、どれだけ時間がかかるかはここで断言はできません。ギリギリ……あるいは間に合わない可能性も充分──」

「もう、いいです」

　神父の話を止めたのは、他でもないアーウィンだった。

「……行きましょうか、ロイズさん。仕事、残ってますし」

　アーウィンは立ち上がると、トボトボと教会を後にする。その視界の隅で、神父がペコリとお辞じ儀ぎをしたのが見えた。

　教会の外は真夏の太陽が容赦なく降り注ぎ、ジリジリと肌はだを焼いた。汗が滲にじみ出て、妙に生きていることを実感する。

「……アンデッド化……かぁ。……あは、あははは」

「気を確かに持て、アーウィン！」

　正気を失ったような笑みが零こぼれてしまい、さすがにロイズも心配になったのだろう。アーウィンの両肩をガシッと摑つかむ。

「仮にその肉体が腐くさろうとも、お前は私達の仲間──『レストラン・フォリオーズ』の副店長だ。見捨てて解雇になんかしない。安心しろ！」

「て言うことは、死んでもなお働かされるんですね……」

　もはや涙も出ないアーウィンだった。

　アーウィンの様子に、珍しくロイズも困ったように頭をかく。

　そして、気持ちを切り替えるように息を吐いた。

「……ひとまず、屋台へ戻るぞ。今はリーラの手伝いで、ゲイルとマチルダも屋台に集合している。みなに状況を説明して、今後どうするかを考えるぞ」

「どうするか……ですか？」

「そんなにアンデッド化が困るなら、対策を講じるしかないだろう。要はお前がどうしたいかだ。人間で居続けたいんだろう？」

「と、当然ですよ！　俺は、魔物が嫌いとかそんなんじゃなくて……純粋に、人間のままでみんなと働いていたいんです」

　アーウィンが本心を吐と露ろすると、ロイズは小さく頷うなずき、

「なら、やることは一つだ」

　夏の照り返しにも負けない、力強い笑みを浮かべた。

「前回は店がお前に救われた……今度は我々がお前を救う番だ」







　屋台に戻ると、『魔界流　生ハムメロン』の売れ行きが好調で気分もよかったのか、手伝いに来ていたゲイルとマチルダは笑顔で出迎えてくれた。リーラだけ、突然飛び出したまま戻ってこなかったアーウィンを心配していたようで、安あん堵どの息を漏らす。

　その後アーウィンとロイズが、ことの顚てん末まつを包み隠さず説明すると、

「「「デュラハンの呪のろい!?」」」

　たちまち三人は声を揃そろえた。

　特にゲイルとマチルダは目まで輝かせて。

「だーっはっはっ！　アーウィン、お前ってやつはよぉ。幸運なんだか不運なんだかよくわかんねぇけど、ほんと強運持ってんなー！」

「そ、そんなにおかしいですか？　俺、死ぬかもしれないのに……そんなにおかしいですか？　こっちは本当にお先真っ暗で困ってるんですよぉ！」

「別に死にゃしねぇだろ。アンデッド化なんて、俺ら普通の魔物じゃ死んでもなれねぇ種族。それに生まれ変われんだから、ただのたれ死ぬよかいいじゃねぇか」

「いいわけないですよ！　よりにもよってゾンビなんて……そんなの、嫌に決まってるじゃないですか！」

　ケラケラと笑うゲイルに突っ込んでいると、マチルダが背中をバシバシと叩たたいてきた。

「いやはやしかし、そうかそうか！　とうとう貴様も人間をやめるのか、アーウィン！」

「やめないよ、やめてたまるか。だいたいマチルダはなんでそんなに嬉うれしそうなんだ！」

「共に働く同僚として、これほど嬉しきことはないであろう。貴様が魔物になるというのなら大歓迎だ。だいたい人間のままでは、いつ手違いで斬きり伏せんとも限らんからな」

「人間相手だとホントお前は節操ないな！」

　手違いで殺されたらたまったものではない。しかし、このまま大人しくアンデッド族にだってなりたくはない。

　どうしたものかと思案しながら、アーウィンは視線を流す。

　すると、悲しげな表情を浮かべたリーラと目が合う。

「……リ、リーラ？　どうしたの？　そんな、今にも泣き出しそうな顔して」

　アーウィンは狼ろう狽ばいしてしまう。

　リーラの落ち込みぶりは、ゲイルやマチルダとは明らかに違う反応だった。

「そ、そりゃぁ、泣きたくもなりますよ……。アーウィンさんが、このままじゃアンデッド族になっちゃうだなんて。そんなの、嫌に決まってます」

　呪のろいや生死観について、魔物はみな楽観的なんだとアーウィンは勘違いしていた。だが目の前の吸血鬼の少女は、呪いのことを受け止め、悲痛に顔を歪ゆがませている。

　それはもしかしたら、リーラが人間と吸血鬼のハーフだから、純血の魔物と考え方が異なるからなのかもしれない。

　なんにせよ、ようやくまともな反応が返ってきたことにアーウィンは嬉うれしくなり、

「だって、腐くさった人血ってすっごいマズいんですよ!?　そんなの飲みたくありません！」

「俺をなんだと思っていやがる！」

　斜め上に突き抜けたリーラの本音に、思いっきりツッコミを入れた。

　いい加減まともに取り合ってくれる人、あるいは魔物はいないのかと、アーウィンは大きなため息をつく。

「まぁ、みんなの言いたいこともわかる。だがアーウィンは人間で居続けたいそうだ」












「「そうか……」」

「え？　待ってくださいよ、なんでマチルダとゲイルさん、そんな残念そうなの？」

「人間で居続けるには呪のろいを解かなければならん。だがそのためのポーションは、アーウィン専用に調合する必要があって時間がかかるそうだ」

　ロイズが説明を終えると、マチルダは「なるほどな」と腕を組んだ。

「ひとまず、あらかたの状況は把握した。しかしそうなると、問題は薬剤師だな。呪い解除のポーションを調合できる薬剤師に、誰か心当たりがあるのか？」

　マチルダの言うとおりだ。もちろん、魔界へ来て数ヶ月のアーウィンには、そんな薬剤師に心当たりなどない。

　アーウィンはゲイルへ目を向ける。この中ではロイズに次いで年長者。心当たりを期待した……が、目が合うと彼は首を振った。

「俺もそっち方面の繫つながりは弱いんだ。けど、知り合いを辿たどれば行き当たるかもしれねぇ。どうしても呪いを解きたいっていうんなら、声はかけてみっけど……」

「どうしても呪い解きたいのでお願いします！」

　アーウィンとしては、わらにも縋すがる思いでのお願い。だが温度差に困惑したのか、ゲイルは「お、おう……」と引き気味だった。

　それを最後に沈黙が下りる。テントの外、祭りの喧けん噪そうから隔かく絶ぜつされているように、『レストラン・フォリオーズ出張版』のテント内だけは静まりかえっていた。

　それでも、生ハムメロンを求める客足が途絶えることはなかった。店を覗のぞくお客様がいたので、マチルダとゲイルが対応に向かう。ゴーレムの男性とハーピィの女性だった。仲睦むつまじい様子から、おそらく恋人同士なのだろう。

　その様子をジッと追いかけていたリーラが、ぼそりと呟つぶやいた。

「最終日のパレード、アーウィンさんとゆっくり見に行きたかったなぁ」

「……パレード？　そんなのあるの？　初耳だったんだけど」

「今回の建設記念祭は十周年の節目だからな。祭りの最終日に、魔王様を讃たたえるパレードが予定されているんだ」

　ロイズが口を開き、リーラが補足するように続ける。

「魔王様を乗せたフロートの周りを、魔王軍の兵隊や軍楽隊が行進するっていう形で進められるパレードなんです。五周年の時もパレードがあったんですけど、蟲むし紙がみや毒花の吹雪が盛大に吹き荒れて、すごいキレイだったんですよ」

　生きた紙の魔物『蟲紙』や毒々しい花が舞う様子は、実際に想像するとどうにも禍まが々まがしい映像にしかならない。アーウィンは人間界の紙吹雪や花吹雪に置き換えてイメージした。確かにキレイではある。

「ただ今回は、五年前の比じゃないと思います。『四獣将』も四名そろい踏みで、それぞれフロートに乗って行進する予定だそうなので」

「……四獣、将？」

　聞き慣れない単語に、アーウィンは再びリーラへ聞き返した。

「四獣将というのは、魔王軍最高幹部を務めている四人の軍人さんの通称です。戦時中は魔王城を中心とした東西南北の四方に拠点を置き、侵攻してくる人間軍から魔界を守っていたんですよ」

「そんな魔物がいたんだ……知らなかった」

「存在が知られていないのも、無理はありません。今まで四獣将に戦いを挑んで、生きて帰った人間はいないって話ですし」

「へ、へぇ……それはそれは」

　アーウィンは目を泳がせる。いくら人間と魔物が戦争をしていたとはいえ、平和な今の世で物々しい逸話を聞くと、体の芯から震えてしまう。

「四獣将の皆さんは戦時中の名な残ごりで、それぞれ拠点を置いてた地域の地方自治にあたってるんです。ですからコールテーゼへ揃そろって見えることって、なかなかないんです」

　やがて、笑顔だったリーラの表情にうっすらと影がさす。

「そんな四獣将の皆様と魔王様が行進する豪華で盛大なパレード、アーウィンさんと見に行きたかったんですけど……。お祭り最終日はそれこそ、呪のろい関係でバタバタしちゃいそうですから、厳しいかもしれませんね。え、えへへ……」

　痛みに耐えているような笑顔を浮かべたリーラ。たまらずアーウィンの胸もギュッと締め付けられた。

　どうにか、頭上の数字がゼロを刻む前に呪いを解けないだろうか。そうすれば、リーラが楽しみにしているというパレードだって、一緒に見に行けるのに。

　焦あせりにも似た思考が、グルグルとアーウィンの頭を駆け回る。

「…………そうか、四獣将か」

　ロイズが思いついたように声を上げたのは、まさにその時だった。

「でかしたぞ、リーラ。そうだ、四獣将なら──『東のベネデット』なら呪いの件、なにか手を打てるかもしれん」

　ロイズは水を得た魚のように表情を明るくする。

　だが要領を得ない彼女の発言に、他のみんなは首をかしげた。

「いや、ロイズ殿……お言葉だが、四獣将は魔王軍の最高幹部であるぞ？　我々のような一般市民が、そうそう謁えつ見けんできる御お方かたではないであろう」

　マチルダの発言に、ゲイルも頷うなずいて同意する。

「ベネデット様っていやぁ、確か軍務の傍かたわら、『魔界ポーション研究センター』の所長も務めてる方か？　けどなぁ、知り合いでもねぇだろうに、どうやって……」

　呆あきれたようなゲイルの言葉に、アーウィンは引っかかる物を感じた。

（……もし、二人が知り合いだったとしたら？）

　マチルダとゲイルは、ロイズやリーラが元々七大貴族の一家だったという事実を知らない。だから、その四獣将と呼ばれる軍人と、ロイズ達との関係性が結びつかない。

　だがもし、貴族だった頃の名な残ごりで個人同士の繫つながりが残っていて、ロイズが四獣将とのコネクションを持っているとしたら……。

（魔界ポーション研究センターの所長と、対面できる……）

　絶望的だった呪のろいの問題に、微かすかな希望が見えた気がした。

「手段なんてどうとでもなる。アーウィン……なんとしてでも私が、ベネデットに会わせてやるからな」

「……お願いします、ロイズさん」

　すがる思いでアーウィンが懇こん願がんすると、ロイズは鋭するどい笑みを浮かべ、力強く頷いた。













二章　人間のお客様も、私達魔物がおもてなしします！










　　《スリープゴートの月》二日






　カーテンの隙すき間まから差し込む強烈な朝日が、アーウィンの瞼まぶたを襲う。

「…………ん」

　アーウィンは眩まぶしさに唸うなり、腕で光を遮りながらうっすらと目を開けた。

　目に映ったのは朝日で白むカーテンと、明るく照らされた簡素な自室だ。薄い色の木目に囲まれたその部屋は、『レストラン・フォリオーズ』の店舗の二階、従業員家族の居住区の一角にあった。

　リーラとロイズが生活している空間を、アーウィンは間借りさせてもらっていた。慣れない魔界での生活や、魔物社会を勉強する上で、その方がなにかと便利だからとロイズが計はからってくれたのだ。アーウィンとしても家賃がまるまる浮くのは非常に助かるため、お言葉に甘えている格好だった。

　自分に宛あてがわれた部屋をぐるりと眺ながめる。やがて部屋の入り口付近に置いてある姿見が目に留まり、そこに映った、自分の頭上に浮かぶ『６』の数字に気がつく。

（……そりゃ、実は全部夢でしたー、なんてのは都合よすぎるか）

　数字の存在がアーウィンの意識を現実へ引き戻す。呪のろいにかかっている証あかし。それも、一週間後……厳密にはあと六日で人として死に、アンデッド化する呪い。

　割り切れてなんていない。だがいずれにせよ、呪いにかかったことを受け止めた上で行動しないと解決に繫つながらない。額へポテッと腕を下ろし、アーウィンはため息をついた。

（ロイズさんのおかげで、なんとか今日、緊急のアポは取れたけど……うまくいくかな）

　昨日はその後、四獣将の一人『東のベネデット』とのアポイントを取りに、すぐロイズが行動を起こしてくれた。具体的にどうしたのかは不明だが、夜には無事、吉報を持って帰ってきたのだ。

　ちなみにその間アーウィンはというと、体を動かす分には異常もないし気も紛まぎれるため、普段通りに『レストラン・フォリオーズ』の営業に出ていた。

　医者の話では、呪いとは魂にこびり付いている魔力のことで、ウイルス性の風か邪ぜのように感染が拡大することはないらしい。なので出勤すること自体は問題ないと言われていた。

　だが、たまたま来店した常連のお客様に頭上の数字を見られるや、やはり笑われ、アンデッド化……魔物の仲間入りを歓迎されてしまった。

（……いや、なにも悪気があって言ってたわけじゃないんだし……たぶん）

　どうにも複雑な思いを拭ぬぐいきれないアーウィンだった。

「まぁ、今はまだ、あれこれ考えてもしょうがないか。とりあえず顔でも洗って……」

　と、起き上がろうとした時だった。

「…………あれ？」

　なぜか左腕だけ動かない。

　まるで麻ま痺ひの状態異常を食らったように痺しびれているし、なにかが縛しばり付いているように拘束されている。辛かろうじて手首から先が動く程度だ。

「え？　うそ、なんで？　……まさか、呪のろいの影響？」

　気が動転し始めたアーウィン。嫌な汗が流れた。

　なんとか動かせないか、左腕全体に力を入れてみる。

　そして、手首をクルッと回し指先を動かした──その時。

　……ふにっ

「──ひゃぅっ」

　指先が、なにやら柔やわらかい溝に食い込んだ。たちまちくすぐったそうな、驚いたような、艶つやっぽい声が聞こえてくる。

（……え？　なんだなんだなんだ!?）

　アーウィンはさらに狼ろう狽ばいする。厚い肉感に包まれている指先からジワリと熱が伝わって、汗を噴き出させる。しかも先ほどの妙な喘あえぎ声は、掛け布団の中から。さらには腕全体に絡みつくような質量まで感じる。

　まさかと思い、アーウィンは思い切って布団を払いのけた。

「う……んん……すぅ、すぅ……」

　吸血鬼の少女のかわいらしい寝顔が、そこにあった。

　まるで甘えるようにアーウィンの腕を抱きしめ、静かな寝息を立てているリーラは、赤と白を基調にしてリボンやフリルをあしらったワンピース姿だった。肩と、太ももから下の露出が眩まぶしい、しかし吸血鬼のリーラらしい色合いのかわいい寝間着姿だ。

　問題はなぜリーラが、アーウィンの自室のベッドで一緒に寝ているのか。

　そして──なぜアーウィンの左手の指先が、リーラの太ももの谷間、それも付け根の辺りに食い込んでしまっているのかだ。

（…………いや、落ち着け俺。ゆっくり……ゆ～っくり腕を抜いて離れれば）

　アーウィンはまず、指をリーラの太ももの間から抜こうと試みる。変に手を動かしたせいで妙な状況になってしまったのだ。元に戻して指をまっすぐ伸ばせば、リーラの体のあちこちに触れてしまう危険はなくなる。

「んん……はぅ……」

「──ッ!?」

　だが元に戻そうと動かしたことが、かえって仇あだとなった。

　リーラは逃げようとするなにかを引きとめんと、より力を込めて腕にしがみついてきた。手はリーラの太ももに挟まれ、上腕の辺りには控えめな胸の感触が押し当てられた。

（…………えぇぇぇええ～…………）

　為なす術すべなしとはまさにこのことだ。下手に動こうとするとリーラの体の妙な場所に触れかねない。そのタイミングで目を覚まさせてしまうと、致命的だ。

　かといってこのままリーラが起きるのを待つのも得策とは言えない。魔物といえどリーラは、控えめに言ってもかわいい。そんな女の子が、こんなはしたない格好で腕にしがみついているのだ。理性で抑おさえようにも限界はある。

　仮に抑えられても、リーラが起きるより先にロイズが部屋を訪ね、入ってきたら……想像しただけでも地獄絵図だ。

「……どうしろってんだよ～……」

　朝からとんだハプニングである。

　もはやなにか誤解を抱かれようとも、アーウィンの方から声をかけて起こすほかない。

「リーラ、起きて……リーラっ」

「んん……。ふぁあ……はれ？　アーウィン……さん？」

　眠りが浅かったのか、声をかけるとリーラはすぐに目を覚ました。だが寝ぼけ眼まなこをうっすら開くだけで、状況を把握し切れてはいないようだ。

「おはよう、リーラ。ところで、その…………ここ、どこだかわかる？」

「ふえ？　ここは……私達のおうち……ですよね。あふ……それで、ここはアーウィンさんのお部屋で……ここは、アーウィンさんの……ベッド、で──!?」

　徐々に事態を吞のみ込こみながら、リーラは顔を赤く染めていく。たちまち隣のリーラの部屋から、バタンバタンという騒がしい音と「キー！」という吸血コウモリの鳴き声が聞こえてきた。

　リーラの使い魔である吸血コウモリ達は、彼女の感情に呼応して襲いかかってくる。リーラの部屋で暴れ回っているのだろう。同じ部屋にいなかっただけ救われた気がした。

　問題は、リーラ本人だ。彼女はジタバタと慌てふためく。

「え？　あれ？　な、なんで私、アーウィンさんのベッドの中に……いや、あの、これは違くって、その、わわわ私にもなにがなんだかさっぱりで、けど変な意味は、たぶんなにもないので──」

「落ち着いて、リーラ。そっちはベッドの縁だから──」

「ひゃあっ！」

　アーウィンが皆まで言う前に、リーラはアーウィンから急いで離れようとして、そのままベッドの脇に転げ落ちてしまった。







「それで、なんで俺の部屋で寝てたの？　いつの間に？」

　リーラと一緒にリビングへ移動したアーウィンは、自分用のコーヒーとリーラ用の血液パックを準備する。リーラは、借りてきた猫のように大人しくソファに座っていた。

　アーウィンの差し出した血液パックを、リーラは口を閉ざしたままおずおずと受け取る。

「寝ぼけてたの？　まさか夢遊病？　夜更かしでもしてた？」

「いえ、そういうわけじゃ……なくてですね。その……看病のつもりだったんです。呪のろいの……。でも、夜中になって肌はだ寒くなって、ちょっとベッドにお邪魔してもいいかなぁ、なんて思って潜り込んだら……寝ちゃってました、えへへ……」

　モジモジと弁明するリーラに、アーウィンはため息をついた。女の子なのに警戒心が薄すぎる。あるいは相手が人間なら、襲われてもやり返せるという余裕だろうか？　その場その場の勢いで行動してしまうところは、やはりロイズとよく似ているように感じた。

「気持ちはうれしいけど、呪いって看病必要なのかな？」

「えっと、呪いにかかった人間は自じ暴ぼう自じ棄きになって自傷に走るって、聞いたことがあります。だから、そばにいないとって思って」

「看病じゃなくて看視だよ、それ。さすがに自暴自棄にはならないから心配しすぎ……」

「いえ、なってくれたほうが、むしろ都合がいいと言いますか……」

「……え？　今、なんて？」

「ですから、自暴自棄になってくれたら傷の手当てに便乗して、血を頂けるじゃないですか。新鮮な血を飲めるのも今のうちですから、なるべくチャンスは逃さないようにしないと……って、アーウィンさんどうしたんですか？　頭抱えて……」

「……大丈夫。アンデッド化した方がむしろ人として扱ってくれるんじゃないかな、って本気で思っちゃって、目眩めまい起こしただけだから」

「そ、それは困りますよ～。いつまでも新鮮なアーウィンさんでいてください～」

「俺は食材じゃないよ!?」

　袖をぐいぐいと引っ張って泣きついてくるリーラだが、言っていることは破は綻たんしている。

　まだまだ人間と魔物の間にある、価値観や考え方のズレを正すには、時間と勉強が必要なのかもしれない。アーウィンは小さくため息をついた。

（……けど、そうだよ。まだまだ俺にはやりたいこともあって、そのためにやらなきゃならないこともたくさんあって……）

　魔物の価値観を学ぶこともそう。魔物社会について学ぶこともそう。

　人間や魔物だなんて垣根もなくなっていくだろうこれからの時代に、アーウィンは自分の店を構えたい……そのために学ぶべき物事は、魔界にまだまだ転がっている。

　なのにこのままでは、六日後に終わりを告げてしまう。

（……そんなの、嫌に決まってる。このまま夢半ばで死ぬなんて……）

　アーウィンの中で、さらに『死の呪のろい』の存在が重くなる。

　無性に悔くやしくなって、マグカップの柄を握る手に力が入った。

　コーヒーの水面が揺れて、徐々に激しさを増していき──

　ピキッ！　バキンッ！

「……え？」

　亀き裂れつの走る音が聞こえたかと思うと、マグカップはアーウィンの手からまっすぐ落っこちる。慌てて避よけた足下に、音を立ててコーヒーが散る。

　よく見れば、床を転がるマグカップには柄がなくなっていた。割れていたのだ。摑つかんでいたはずの右手には、砕けた柄の残ざん骸がいが握られていた。

「だ、大丈夫ですか？　アーウィンさん……」

　一部始終を見ていたリーラが心配そうな声を上げ、アーウィンのそばへ近寄る。

「うん。脆もろくなってたのかな？　……砕けちゃった」

「い、いくらなんでもさすがに、こんな簡単に砕けたりしますか？」

「確かに。けど、そんなガッツリ力込めて握ったつもり、なかったんだけどな……」

「とにかく手、見せてください」

　リーラに促されて右の掌てのひらを開く。妙にチクチクすると思ったら、カップの柄の破片であちこち切り傷が刻まれていた。

「とりあえず破片を流しちゃいましょう。手当てはその後で……」

　リーラに背中を押されてリビングに併設された台所へ向かったアーウィン。そのまま流水で破片を流し取る。だが傷はそこそこ深いものもあるようで、すぐに血が流れ出した。

（…………待てよ、この流れはもしかして）

　胸がざわつくのを感じてアーウィンは振り返る。リーラは布ふ巾きんでせっせとコーヒーの零こぼれた床を掃除していた。

　だがそれも一通り終わると、床にちょこんと座ったままアーウィンを見上げて、

「さっ、手を出してください。ここで止血しますので」

　ニッコリと笑顔を浮かべた。

「…………手当てって、そういうこと？　結局、血を吸いたいの？」

「はいっ！　私達吸血鬼族の唾だ液えきに任せてもらえれば、止血はバッチリですしね！」

　アーウィンの予感的中だった。

　確かに吸血鬼族の唾液の止血効果は絶大だ。傷をひと舐なめするだけでピタッと血が止まるので、下手な止血剤より強力でありがたい。

　今までも、リーラが強ね請だってきて吸われたことも、アーウィン自身が飲ませてあげたこともある。リーラの吸血行為そのものに、拒絶反応があるわけではない。

　だがどうにも、血を吸われるというのは気分が晴れやかなことではない。人血を定期的に摂せつ取しゆしないと魔力が減退するリーラの体質を考えれば、そばにいる人間はアーウィンだけなので、仕方のないことかもしれないが……。

「いや、でも……俺今、呪のろわれてるんだよ？　血、飲んで大丈夫なの？」

「呪いは魂に作用するだけで、内臓には影響ないそうですから大丈夫ですよ。どちらにしろ、魔物は呪いにかかる心配ありませんしね。ささ、早く早く♪」

　納得する傍かたわら、安心したような不安が加速したような、複雑な思いを抱くアーウィン。

　だがこうなった場合、もうアーウィンは折れるほかなくなる。

「……あくまで手当てだからね。傷口の血を舐めるだけにしてよ？」

「ありがとうございますっ！　えへへ、それでは頂きますね♪」

　リーラはより一層、明るい笑顔を浮かべた。差し出したアーウィンの手を、両手でそっと包み込む。恍こう惚こつとした眼まな差ざしでプクッとした赤い滴しずくを見つめていた。

　徐々に彼女の呼吸が荒くなり、暖かい吐息が指先に触れた。

「……ん──ぺろっ」

「──っ」

　細い舌先が溢あふれている滴を舐め取る。舌が傷口に触れたこそばゆさで、アーウィンは細い息を漏らした。

「ちゅっ……ん、れろ……あむ……ん、ちゅうっ……んく」

　アーウィンの手をしっかり、けれど優しくホールドし、舌先を転がしたり唇くちびるで吸い付いたり、リーラは器用に血を舐め取っていく。そのたびにゾクゾクとした感覚が奔はしり、アーウィンは体を強こわ張ばらせてしまう。

　吸血行為が快感を伴ともなうのか、リーラも小さく身を震わせていた。口と掌てのひらの隙すき間まから荒い呼吸を漏らし、人血という快楽を強く求めるように吸い付く。

「んちゅ……れろ、ぺろ……ん、ふぅ…………ちゅっ」

　すべての血を舐なめ取り、傷口に唾だ液えきを染みこませ──リーラの言う『手当て』は終了した。掌てのひらを見てみれば、痕あとは多少残っているものの傷はすべて塞ふさがり、痛みもない。

「……えへへ♪　ごちそうさまでした」

　リーラは頰ほおを紅潮させて微笑ほほえんだ。

「お、お粗末様……でした。ていうか、ありがとう」

　そのかわいらしさにドギマギしながら、アーウィンは治ち療りようのお礼を述べる。

「──うぉっほん！　……終わったか？」

「────ッ!?」

　突然聞こえてきたわざとらしい咳せき払ばらいに、アーウィンはビクゥッ！　と背中を伸ばした。

　声のした方へ振り向けば、ロイズが退屈そうにアーウィン達を眺ながめていた。

　別に後ろめたい秘め事をしたつもりなどないのに、アーウィンは妙に狼ろう狽ばいしてしまう。

「い、いやロイズさん！　これにはその！　お、俺が手を怪け我がしちゃって、それで……」

「ん？　なにをそんなに慌てている。怪我をしたなら、リーラも血を飲めるし止血もしてやれるし、一石二鳥。リーラは当然のことをしただけじゃないのか？」

「いや、それはその……そうですけど」

　リーラが吸血する際の反応は、人間のアーウィンからしてみると少々刺激的だ。そのため吸血は本来、デリケートな行為なんだと勝手に思っていた。

　だが同じ吸血鬼族であり、母親でもあるロイズからしてみれば、別段いかがわしいイメージは持っていないようだ。それがわかるとアーウィンは、変に焦あせっていた自分が恥ずかしいと落ち込んでしまった。

「ともかく、終わったのならさっさと着替えろ、アーウィン。もうじき出るぞ」

「……え？　あ、もうそんな時間なんですね。すぐ準備してきます」

　四獣将の一人『東のベネデット』との約束まで、気がつけば一時間を切っていた。

　ずっと寝間着姿だったアーウィンは、着替えてこようと慌てて自室へ向かう。

　……だが、ふと足を止めた。

「そういえば俺、正装も背広も持ってないんですけど、どうしましょう。店の制服でいいんですかね？　今からじゃ仕立ても間に合わないでしょうし……」

　四獣将ともあれば、アーウィンにとっては馴な染じみがなくとも、魔界では地位の高い魔物だ。礼を失した見てくれや態度では、成功する交渉も成功しない。

　あいにく正装らしい正装は持ち合わせておらず、見た目的にフォーマル寄りなのは店の制服のみ。どちらにせよ選択肢はそれしかないな、とアーウィンが思っていると。

「きちんと洗濯の行き届いてるキレイな服だったら、別になんだっていいと思うが……気になるなら制服で構わんだろう。所しよ詮せん、相手はあいつだ」

「いや、あいつって言いますけど……ロイズさん、どれだけ親しいんですが？」

　昨日といい今日といい、格上の相手を見下しているかのようなロイズの言動に、アーウィンは引きつった笑みを浮かべた。

　だがロイズは、確固たる自信でアーウィンの疑問を払いのけた。

「親しいなんてもんじゃない。あいつはな……私の舎弟だよ」







　魔界ポーション研究センター。

　その名の通り、各種ポーションについての研究・開発を行っている、公的な研究施設だ。

　元々ポーションは人間界で培つちかわれた薬学の結晶なのだが、魔界が人間社会を模も倣ほうし、『人間就しゆう労ろう制度』を導入して以来、その利便性が注目されて魔界にも浸透した。そうして広まった魔界での需要に応こたえるためにセンターは建てられ、日々研究と開発を行っていた。

　アーウィンとロイズは、斜めに走ったり歪わい曲きよくする複雑な街道の伸びるコールテーゼ北区──魔王軍の屯とん所しよや様々な公的施設が建ち並ぶ区域へ向かい、研究センターを目指した。

　研究センターへ到着し、受付でアポイントの有無や用件を伝える。するとすぐさま応接室へ通された。

　その応接室がまた、研究センターのそれと呼ぶには似つかわしくないほど豪ごう奢しやだった。

　ワインレッドの絨じゆう毯たんが敷き詰められ、壁は清潔感を意識したのか白一色。だが装飾品や飾られている額縁などは金色に揃そろえられている。部屋の奥の大きな窓から差し込む光を、波打つ水面のように反射させていた。

　部屋の中央に三人掛けの黒革のソファが一対と、細かく美しい彫刻の施されたテーブルが置いてある。アーウィンとロイズはそのソファへ案内されて座っているのだが、あまりにも煌きらびやかな内装に、アーウィンは完全に萎い縮しゆくしていた。

「なにをそんなにキョロキョロしている。もう少しどっしり構えろ。舐なめられるぞ」

「そんなこと言われても……」

　ロイズは腕と足を組んでソファにもたれ掛かって、憮ぶ然ぜんとした態度を貫いている。

「一応、俺達はお客さんとしてお願いする立場ですし……ロイズさんはともかく、俺はそんな態度取れないですよ」

　ましてやこれだけ内装にこだわり、高級な雰囲気を大事にしている魔物だ。きっと相当な大物だろう。尚なおのこと萎い縮しゆくしてしまう。

「だから言っただろう。あいつは私の舎弟だ。今も昔も……。私が隣にいる以上、妙なことにはならんし、させん」

　ロイズは力強く断言する。

　それが心強いと思う反面、彼女はノリと勢いで突拍子もないことをゴリ押しする悪癖があるのを思い出し、アーウィンは一抹の不安を抱いてしまう。

　もっとも不安を抱いているのは、ロイズに対してだけではない。まだ姿を現さないベネデットに対してもだ。

　ポーション研究センター所長。ということは、この豪ごう奢しやな応接室の造りは紛まぎれもなく、彼の趣味や嗜し好こうが取り入れられているのだろう。だが、ポーションの研究とはまったくイメージが結びつかない部屋だ。

（指全部にコッテコテの指輪とかはめてる、胡う散さん臭くさい魔物だったらどうしよう……）

　そんな不安が過よぎった、その時。ちょうど、約束の時間にさしかかった瞬間。

　軽いノックの後、応接室の扉が開く。

「お待たせいたしました。ベネデット様をお連れいたしました」

　事務員のエルフの女性が丁寧にお辞じ儀ぎをする。流れるように身を引き、そうしてできた道を進むように一人の竜りゆう人じんの男性が入室する。

　──アーウィンが抱いていた不安は、その威圧感の前には塵ちりも同然だった。

　燃え盛っているような赤い鱗うろこ肌はだが、ゆっくりソファへ近づいてくる。口と鼻が突き出ている特徴は、ゲイルを初めとするリザードマンや、他の竜人族と同じだ。だが鱗はより鋭えい利りに外側へ突き出し、鋭するどさと硬さを持ち合わせている。先端に行けば行くほど、赤は濃く深くなっていた。

　身長は、歪わい曲きよくする太い角つのも含めれば二メートルを超すだろう。煌きらびやかな刺し繡しゆうの施された、一見バスローブのような作業着がゆったりしているため、正確な体格は把握できない。だが背中の巨大な皮ひ膜まくの翼つばさや、先が鋭くしなっている尻尾しつぽといい、目の前に立っているだけでその存在感は圧巻だった。

（……これが、四獣将の威厳か……）

　今まで戦いを挑んできた人間を、生きて帰したことがないという名将──いや、きっと武神だったのだろう。今でこそ争いは終わったが、そんな逸話を残してきた魔物が目の前にいる。そのプレッシャーに、アーウィンは緊張から唾つばを飲んだ。

（……ん？　もう一人、入ってきた？）

　ベネデットにばかり目が行っていて、気づくのが遅れてしまった。

　視界の隅に滑すべり込んできたなにかへ目を向けたアーウィン。その容姿に彼は目を見張る。

　ベネデットに次いで入室してきたのは、人型の、全身に包帯を巻いた魔物の女の子だった。『マミー』と呼ばれる、アンデッド族の一種だろう。

　包帯は驚くほどキレイな純白で、細い体を上からビスチェ、ショートパンツ、ニーハイソックス状にグルグルと巻き、その上に大きな白衣を羽織っている。包帯で引き締められた体の緩やかな曲線や柔やわらかさは、女性ならではの美しさに満ちていた。

　顔の包帯は両目や鼻、口がちゃんと露出するように量が控えめだった。表情はアンニュイと言うか、眠たげ。睡眠不足なのか、アンデッド族らしく生気に欠けているからなのかは不明だが、少なくともリーラのような元気が持ち味のタイプではない。

（研究者か誰か……かな）

　疑問に思いながらアーウィンが少女を目で追っていると、マミーの少女も気け怠だるげな視線をアーウィンへ向けてくる。歩くたびに、彼女のボサッとボリュームのある青紫のツインテールが、左右に揺らいでいた。

　二人は揃そろって、アーウィン達の向かいのソファへ腰を下ろした。ベネデットはロイズとアーウィンへ、は虫類特有の鋭するどい目で一いち瞥べつを投げる。……が、自ら特になにかを切り出すつもりはなさそうだ。

　かといってこちらから発言する空気でもない。アーウィンから自己紹介などをするのが礼儀か？　とも思ったが、ロイズの紹介という形で赴おもむいているのに彼女を差し置くのは少々図ずう々ずうしいか、と口を結ぶ。

　しばらくの間、重たい沈黙が応接室に充満し──やがて、ベネデットから口を開いた。

「今更なにしに来たんだよ、このお転てん婆ば大将」

「誰に向かって口を利いている、しょんべん小僧」

「…………え？」

　沈黙が過ぎたかと思えば、今度はなぜか火花のぶつかり合い。

　まさかの展開にアーウィンは目を点にして、二人を交互に見やった。

「……相変わらず口が悪いね、君は。それなりに歳としを重ねて落ち着いたかと思えば」

「そういうお前も相変わらず、豪ごう華か絢けん爛らんな私生活を謳おう歌かしているみたいじゃないか」

「それのなにが悪いのさ。僕は七大貴族の一家、ハミルトン家の竜りゆう人じんだよ」

「今の時代、『貴族』なんて大した意味を持たん。お前のこの生活は貴族云うん々ぬんではなく、運よく、まぐれで、たまたま、ポーションの事業が当たっただけだろう？」

「負け惜しみを。成功者であることには変わらない」

「言うようになった……が、その虚きよ勢せい、いつまで持つかな？」

　どうやら話は一段落付いたようだ。

　しかし、アーウィンは二人の関係を読み切れていなかった。

「あの……割り込むようで申し訳ないんですけど、お二人ってどういったご関係で？」

「だから、何度も言っただろう。こいつは私の舎弟だ」

「誰が舎弟だよ！　いつの話をしてるのさ！　ロイズは子供の頃から自分勝手なお転てん婆ばで、僕をいびっておもしろがってただけだ。屈服したつもりなんて一度もない！」

　なんとなくアーウィンにも読めてきて、

「要はロイズさんが昔、からかってた相手……ってことでいいですか？」

「からかってなどいない、遊んでやってたんだ」

「それが僕にはからかってるように感じてたんだよ！」

「……なる、ほど……」

　二人のやりとりに引き笑いを浮かべたアーウィン。

「まったく……ようやく君の呪じゆ縛ばくから解き放たれたと思ったのに。最初、君からアポの連絡が来た時は驚いたよ。いろいろ噂うわさは聞いていたからね」

「……噂？　なんだ、それは」

「君が人間との間に子を作っていて、七大貴族の地位を剝はく奪だつされていたこと……そして、今はコールテーゼで飲食店を経営していること。ひとまず生存確認は取れたけど、まさかこのタイミングで会いに来るなんて、一体何事かと」

「…………なんだお前、実は私に気があったのか？」

「そんな訳ないよ！　なにをどう聞いたらそう聞こえるのさ！」

　しれっとしたロイズの言葉を、もの凄すごい形ぎよう相そうでベネデットは否定する。いかんせん顔が赤色なので、本当に慌てているのか、実は図星を突かれて恥ずかしがっているのか、アーウィンにはわからなかった。

「その言い方、要は私を心配していたのだろう？　ふふっ、しょんべん小僧にもかわいげが出てきたじゃないか」

「同じ七大貴族の出自で幼なじみだったから、気になっていただけだよ。心配なんかしていなかったさ。どうせどこかで図太く生きてるだろうとも思っていたしね。……ていうかいい加減、しょんべん小僧ってやめてよ、汚らしい。その頭、嚙かみ砕くだくよ？」

「おぉおぉ、怖い怖い。四獣将は恐ろしいことを言うな、まったく」

　ロイズは不敵に笑い、アーウィンへそっと耳打ちする。

「（だがベネデットはな、なんと十七の歳としになるまで寝小便癖が治らなかったんだ）」

「（いや……そんなこと教えてもらってもしょうがないんですけど……）」

「（切り札として握っておけ、アーウィン。相手の弱みを握っておくことが、交渉に勝つための常じよう套とう手しゆ段だんだ）」

「あのさ、竜りゆう人じん族は耳いいの、知ってるよね？　全部ダダ漏れなんだけど？」

　平へい坦たんな声こわ音ねのベネデットに、アーウィンはビクッと背を振るわせた。

「空を駆ける際、風の音に邪魔されないよう些さ細さいな声も拾える発達した聴覚……だろう？　当然、わかってて言ったのさ」

「本当にイライラするよ、君のおちょくりは。こっちは会食のセッティングやら会議やら立て込んでて、忙しいってのにさ。無駄遣いしてる時間はないんだよ」

　いちいちいがみ合う二人。このままでは話が一向に進まない。

　二人が無言のにらみ合いに突入したところで、アーウィンは本題を切り出す。

「あの……自己紹介が遅れました。アーウィン・オルコットと申します。ベネデットさんは、魔界におけるポーション研究の第一人者と聞きました」

「まぁね。昔から人間達の使うポーションには興味があって、いろいろ集めては使ってみたり、見よう見まねで調合してみたりしてたからね」

「正直、その……意外ですね。四獣将ってもっと、武人って感じなのかなと勝手に」

「僕自身は前線の血なまぐさい空気って好きじゃないんだよ。汚れるし、全然優ゆう雅がでも美しくもないし。だからもっぱら魔術を使った後方支援とか、劇薬に調合したポーションを一般兵に持たせて人間に使わせたりしてたんだ」

　なるほどな、とアーウィンは思った。

　魔界の武将四人組に数えられる理由はそれぞれ。後方での活動に特化し、それが評価される場合もあるようだ。

「その時の経験が高じて、ポーションの研究開発の事業を始めたんですか？」

「そう。十年前に戦争が終わって、軍ぐん縮しゆくの動きもあって、軍務に余裕ができてきた。どうしようかって時に魔王様から、ポーションに詳しいことを活いかして研究開発に乗り出してくれないか、って仰せつかったってわけ」

「それが成功して、こんな煌きらびやかな飾りが……」

　言いながら、アーウィンはぐるりと応接室の装飾品を見回す。

「いや、これは元々僕の、昔からの趣味。だってほら、僕貴族だし。美しく優雅じゃないと落ち着かないんだよ」

「…………はぁ」

　アーウィンは思わず、気のない返事を漏らしてしまった。

「なんでだかわかるかい？　結局僕がポーション開発や研究に興味を持ったのだって、僕自身の手を『汚さず』になんでもできるからさ。優ゆう雅がに、美しく、自分の手を汚さずに物事を完かん遂すいする……それこそがまた、美しいんだ」

「要は潔癖症なのさ、こいつは」

「誰のせいなんだよ、ロイズ！」

　ロイズに茶々を入れられ、ベネデットは彼女を睨にらんだ。

　もはやこの二人のやりとりには、呆あきれて笑みを浮かべるほかないアーウィンだった。

「それで、その……今日はベネデットさんにご相談があって伺うかがったんです。実は──」

「それ、呪のろい……でしょ？　すぐわかった」

　突然ベネデットの隣──マミーの少女が、アーウィンの頭上を指さして口を開いた。

「ごめん、紹介が遅れたね。彼女はアンナ・マミヤーノ。ここ、魔界ポーション研究センターのコールテーゼ支部に勤めてる、優秀な研究者であり薬剤師なんだ。ちょっと変わり者だけど。人間が訪ねてくるって話したら、同席したいって言って聞かなくてね」

　ベネデットは思い出したように掌てのひらで少女を示した。

「頭の数字、『死の呪い』の証拠……とても厄介。相手、七人ミサキ？」

「……あ、いえ、デュラハンですけど」

　今まで発言のなかった少女の唐突な様子に、アーウィンは面食らいながら答える。

　すると今度はベネデットが口を開いた。

「なるほどね。『イン・ソリート・サーカス』がコールテーゼに来てるんだっけ。デュラハンなんてどこを探しても、あのサーカスに所属してる一体しかいないしね。昨日騒ぎがあったようだけど……運悪く巻き込まれちゃった訳か」

　ベネデットは同情したようにため息をつく。

　この反応……四獣将と言えど、人間に対しては好意的なのかもしれない。

　そんな微かすかな期待が、アーウィンの背中を強く押した。

「ご相談というのはまさに呪いの件で……。ご存じかも知れませんが、『死の呪い』はポーションで散らす以外に治ち療りよう法がなく、さらにその調合にも時間がかかってしまいます。デュラハンに魂を狩りとられるまで、あと六日……なんとかそれまでに、呪いを解くポーションを準備するため、ご協力頂けないかと」

「マジメな話、私からも一つ頼む、ベネデット」

　今までのおちゃらけた様子は完全になりを潜め、ロイズは憮ぶ然ぜんとした態度を改め、真しん摯しな眼まな差ざしをベネデットへ向けた。

「アーウィンは『人間就しゆう労ろう制度』を利用して、私の経営している『レストラン・フォリオーズ』へ働きに来ている、優秀なスタッフでな。彼がしたいと考えていることには、できるだけ協力してやりたいと思っている。アーウィンはどうしても呪のろいを解きたいそうだ」

「そりゃそうだろうね。人間ならそう考えるのが自然だと思うよ」

（よかった！　ようやく話のわかる魔物に出会えた！）

　ベネデットの些さ細さいな一言に、アーウィンは胸中で大量の涙を流した。

「もう、頼れるのはお前だけだ、ベネデット……協力してくれないか」

　ロイズはそう、深く頭を下げた。アーウィンも慌てて倣ならう。

　頭を下げたまま、しばらく沈黙が続く。

　やがてアーウィンの正面から聞こえてきたのは……小さな吐息だった。

「悪いけど、協力については非常に厳しい」

　アーウィンの頭の中が、スゥッと空になっていく。

　なにを言われたのか、正直よくわからなかった。

　頭を上げたアーウィンは、自分がどんな表情をしているのかもよくわからないまま、ベネデットを見つめていた。

「アーウィンって言ったっけ？　申し訳ないと僕も思うけど、君が悪いんじゃないんだ。すべては君の雇い主……ロイズが原因」

「……ロイズさんが……？　でも、なんで……」

　抜け殻になりかけたアーウィンが、精一杯の声で問う。軋きしむ歯車のようにぎこちなくロイズを見ると、彼女はずっと、頭を下げたままだった。

「正直に言うとね。ロイズが絡むと昔から、本っっ当に、ろくな目に遭わないんだよ」

「…………え？」

　なにを言い出すかと思えば……アーウィンは目が点になってしまった。

「例えばあれは、六歳の時。まだ翼つばさが未成熟で空を飛べない僕を『私が鍛えてやる！』とか言って、どうしたと思う？　『一方通行案内人ワールズエンド・ダークホール』で毒沼の中州に放り出して、一日ほったらかしたんだよ!?　もう臭いし汚いし、下手に動けば毒に中あたるし……。しかも、僕の両親にあることないこと吹き込んで味方につけて、自分のしたこと正当化して、むしろ僕が余よ所その家を利用した悪い子にされて怒られたんだ……悪女だろ!?」

　徐々に声を大きくしてまくし立てるベネデットは、今まで押さえ込んでいたものが爆発したように感情的だった。だが、アーウィンはその勢いについて行けない。

「他にも平気で人を奴ど隷れい扱いして汚れ仕事ばかり任せようとしてくるし、大人にバレたらいつも僕のせいにして汚れ役に仕立て上げるし……。挙げ句の果てには、人間界で奪ってコレクションしてたポーションのキレイな小こ瓶びんを、片っ端から割ったことまであるし……ああ、もう！　思い出しただけでも尾っぽが立つ！」

　尾っぽが立つ……人間の言葉に置き換えれば『腹が立つ』と言うことだろうか？

　現にベネデットは文句をまき散らしながら、真まっ赤かな尻尾しつぽを垂直にピンと立てていた。

「もうね、そういうのが全部トラウマで、結果潔癖症になっちゃって、そのあとなにかと大変だったんだよ……。だからもう、ロイズ絡みの案件は関わりたくないんだ」

　ひとしきり発散したからか、ベネデットは元の調子に戻っていた。尻尾も大人しく垂たれ下がる。その様子に啞あ然ぜんとしたまま、アーウィンは要約する。

「つまり、その……。ロイズさんの嫌がらせに対する当てつけ……ってことですか？」

「うん、そうなるかな」

（…………えぇ～!?）

　即答するベネデットに、アーウィンは愕がく然ぜんとしてしまった。

「ちょ、さすがに大人げないですって!?　こっちは命かかってるのに、そんな理由で俺、ポーション作り断られたんですか？　か、勘弁してくださいって！」

　頼む立場としていけないとわかっていても、アーウィンは思わず大声を上げてしまった。

「ていうかロイズさんもですよ！　『協力してやりたい』って言っておきながら、ロイズさんのばらまいてた石で僕、転んでばかりなんですけど!?」

「…………すまん、アーウィン。若わか気げの至りだ」

「いやいやいや！　冗談じゃないですって、店長！」

　急に叫びすぎてフラっとなり、あまりのしょうもない理由に頭痛まで襲ってきた。

（……こんな個人的な嫌がらせや報復で、俺の命がいいように扱われてるの……？）

　魔界で働き始めて数ヶ月。その間、身の危険以上に命の危険を感じさせるような発言は、リーラやマチルダからも散々聞いてきた。

　だがこれほど切羽詰まった状況であっても、人間の命に対する考え方がぞんざいなのは、やはり魔物だからこその価値観なのだろうか……。アーウィンは頭を抱えてうずくまる。

　するとベネデットが、顎あごに手を当てて小さく唸うなった。

「……いや、当てつけだっていうのは、あくまで八割程度でね」

「ほとんどじゃないですか！」

「実際問題、呪のろい解除のポーションを作るには、圧倒的にデータと時間が足りないんだ」

　ベネデットが言うと、アンナが補足するように続けた。

「君の身しん体たいデータ、いろいろみっちり、調べる必要がある。けどうち、他にも仕事がある。四六時中つきっきりで調べるなんて、無理。あと予算も必要。当然だけど」

「予算は店でいくらでも対応できると思うが……それ以前の問題が山積みということか」

　ロイズの言葉にベネデットは首しゆ肯こうする。

「そういうこと。だから、悪いけど諦あきらめてほしいんだ。心苦しいけどね」

　ベネデットはチラリと壁掛けの時計へ目を向けると、話を切るように立ち上がった。

「どこへ行く気だ、ベネデット」

「君ならわかるだろう、ロイズ。僕は日に四回、決まった時間に水浴びして体を清めないと気が済まない質たちだって。まぁ今はシャワー使ってるけど。ちょうどその時間なんだ」

　ベネデットの言葉で、彼の着ていた衣服の正体に気づかされたアーウィン。

　バスローブのように見えていたそれは、紛まごうことなくバスローブだったのだ。

「ま、待ってください、ベネデットさん！　呪のろいの解除について、なんとか協力していただけませんか……？」

　退室しようとするベネデットへ食い下がるアーウィン。

　ベネデットにとってはシャワーの方が大事なのかもしれないが、アーウィンは自分の命がかかっている。

　なんとしてでも、ここでベネデットの協力を得なければ──死。

　そんな強い思いは、次第に焦あせりとなって滲にじみ出る。

「ようやく魔界での仕事にも慣れて、自分のやりたいことや夢に向かって、道が見えてきたばかりなんです……。なのにここでそれが潰ついえるなんて、俺、納得できません」

　アーウィンの主張に、しかしベネデットが足を止める様子はない。

　跳ねるように立ち上がって、アーウィンはベネデットへ詰め寄る。

「ポーションさえ間に合って、飲めば助かる……そこまでわかっていて、なにも手を打たずに終わるなんてあんまりです。このままじゃ引き下がれません」

　ベネデットに追いついたアーウィンは、彼のバスローブの裾を摑つかむ。

　なにか引き留めるための条件を出せないかと思案し──自然と口から溢あふれていた。

「予算に俺の給料も上乗せしてお支払いしますし、お手伝いできることがあれば協力も惜しみません。ですからどうか、もう一度考え直してもらえませんか？　お願いします！」

　そう、バスローブを摑む手に思わず力が入り、グッと手前に引き寄せてしまった。

　──その時だ。

　グワンッ！

　ベネデットの体がアーウィンの後方へ──飛んだ。

「…………え？」

　アーウィンが引き寄せた瞬間、ベネデットの体は投げ飛ばされた。ロイズとアンナが挟んでいる応接室のテーブルを飛び越え、ベネデットは部屋の奥の窓際まで転がる。

「…………あれ？」

　室内が水を打ったように静まりかえる。

　もちろんアーウィンも、そんなに力を込めた覚えはない。仮に込めたとしても、これほどの力で二メートル近い屈強な竜りゆう人じんを投げ飛ばせるはずがない。

　だが現実は、アーウィンがその巨きよ軀くを軽々と投げ飛ばした。

「なにが……どうなってんだ？」

　アーウィンは啞あ然ぜんとしながら、自分の手や腕を動かす。特に異常は見られない。

「……君ねぇ」

　窓際の方から、唸うなるようなベネデットの声が聞こえてくる。彼はゆっくりと起き上がり、打ち付けて痛むのか後頭部の辺りを擦こすりながら、アーウィンへ目を向ける。

「どういうカラクリかは知らないけど、いい度胸してるよね……。これでも僕、四獣将の一人なんだけど？」

　そのは虫類特有の目は、研とぎ澄まされた矛先のようにアーウィンへ突きつけられる。しかも尻尾しつぽが痛々しいほどにピンと垂直立ち。たまらずアーウィンの背筋がゾクッと震えた。

　これが戦時中、あらゆる修羅場をくぐり抜けてきた、武神の目……。

（ヤバいヤバいヤバい！　よりにもよって、一番怒らせちゃいけない相手を怒らせた！）

　サァッと血の気が引き、目の前が真っ白になりかけたアーウィン。

「ずいぶんと乱暴で痛い思いさせてくれたね。まぁそれはいいけどさ……おかげでシャワーの時間、一分過ぎちゃったんだけど？　どうしてくれるのさ！　『時は魔石なり』って言葉も知らないの、君は!?」

（怒ってる理由はそっち!?）

　思わず突っ込みを入れたくなったが、結局怒らせてしまったことは変わらない。

　すぐに謝ろうと口を開きかけたアーウィン。だが溢あふれた第一声は、

「も、申し訳ありまぶふぅっ！」

　という、謝罪と叫びの入り交じる素すっ頓とん狂きようなものだった。

　アーウィンが頭を下げた瞬間、胸になにかが激突して床へ押し倒されたのだ。しかも、鳩尾みぞおちの辺りを強打したなにかは、重しとなって全身にのしかかったまま。

　一体なにが？　むせながら首を動かして状況を確認する。

「……──ッ!?」

　声を出して驚く間もなく、アーウィンの顔面に近づく青紫の塊があった。

　アンナの髪の毛だ。彼女は自分の顔を、アーウィンの首筋へ近づけていた。

　そして、アーウィンがそのことに気がついた時には、

「スンスンスン……スンスンスンッ」

「え？　ええ!?」

　アンナはまるで犬のように、アーウィンの首筋や耳の辺りの匂いを嗅かぎ始めたのだ。

　その行為は次第に頸けい部ぶから下がり、アーウィンの胸の辺り、腰回りや手足……全身の隅々にまで及およんだ。

　マミーという魔物と言えど、アンナは立派な女の子。まるでなにかのプレイのような状況に、アーウィンは頰ほおを染めて困惑した。

「な、な、なにしてんの！」

　アーウィンは耐えきれず、アンナの肩を摑つかんで起こす。

　アンナの顔がアーウィンの真正面に来る。彼女は、さっきまでの眠たげでアンニュイな表情など消し去り、ニコニコと満面の笑みで目を輝かせていた。

「今の、凄すごい！　珍しいこと！　ふひひっ。呪のろいの副作用……初めて見た。ねぇ、うちに調べさせて？　もっともっと、じっくり、ちゃんと……ふひひっ」

　アンナは再びアーウィンの匂いを嗅ぎながら、膝ひざから足の付け根までゆっくりと手を這はわせる。包帯で覆おおわれた指先の絶妙なソフトタッチが、ゾクゾクとくすぐったくもあり、熱を帯びたような快感すらもアーウィンに与えた。

「ちょっ、待って！　ストップストップ……ああっ！　ほんと無理だから！　はあぁ！」












　止めようとしても、堪たまらず奇妙な声を出してしまうアーウィン。アンナの体を摘まんでアーウィンから引き離し、その暴挙を止めたのは、他でもないベネデットだった。

「落ち着きなよ、アンナ。なにをそんなに興奮してるのさ」

　ベネデットの尻尾しつぽに巻き取られて窘たしなめられているアンナは、まるで飼い主に拾い上げられた子犬のようにも見えた。最初はあれほど気け怠だるげだったのに、なにがアンナをここまで興奮させたのだろう。アーウィンはその理由を必死に探り……、ふと思い出した。

「さっき、呪のろいの副作用って言ってたけど。どういうことなの？」

「デュラハンの呪い、たまに副作用、現れる。それ、すっごく珍しい。十代の若さでデュラハンの呪いにかかること自体、珍しいし……副作用が出る人も、すごく希少。だから、うち、もっともっと調べたいの。ふひひっ……ダメ？」

「珍しいことはわかった。問題はその、副作用の内容だ。知っているのか？」

　一部始終を眺ながめていたロイズが問うと、アンナは「ひひっ」と不器用な笑顔を浮かべた。

「別名『命の完全燃焼』。著いちじるしい身しん体たい能力の向上。とてつもない怪力とか、跳躍力とか。残り少ない命を燃やし尽くすために、抑おさえていた力が爆発する副作用。だからベネデットさん、投げ飛ばされた……」

　火事などの極限状態に陥った者は、突発的に普段以上の力を発揮するとアーウィンも聞いたことがあった。それと似たような物だろうか……。

（とてつもない怪力……今朝、マグカップの取っ手を砕いた力も、もしかして……）

　カップの取っ手は、普通の人間の握力で壊れるような物ではない。先ほどベネデットを投げ飛ばした力も含め、アンナの言う副作用が原因なんだと考えれば腑ふに落ちる。

（……待てよ。そんなに珍しい副作用なら、これ、交換条件に使えるんじゃ……）

　ふとアーウィンは思い立って、相変わらず目を輝かせているアンナへ問う。

「ねぇ、アンナ。どうしても俺のこと、調べたい？」

　鼻息を荒くしながら、アンナはコクコクコクッ！　と、もげそうなほど首を激しく振る。

「でも俺、あと六日ぐらいで死んじゃうんだけど……？」

「副作用のモデルケースとして、データ揃そろえるのがメイン。三日あれば、全然余裕」

「その検査って、めちゃくちゃ痛いとか、死ぬようなことはないよね？　その、生きたまま解かい剖ぼう……とか」

「血液検査と、運動能力検査……あと魂に対する魔力定着率と、魔力量の測定だけ」

　おそらくその程度なら、死ぬようなことにはならないだろう。

　どちらにせよ、アーウィンが今後も生き続けていたいのなら、選択肢は一つだけだ。

「わかった。アンナの研究のために、俺も協力するよ。好きに調べてくれていい」

「──っ!?　ほ、ほんとに……？」

　たちまち、包帯の隙すき間まからパァッと輝かしい笑顔を覗のぞかせたアンナ。

「ただし！　一つ条件がある」

「……どんな？」

「アンナからも、ベネデットさんにポーション調合の協力を頼んで欲しい」

「いいよ。わかった。うち、がんばる」

「いやアーウィン君。あのね、勝手にそう話を進められても、無理なものは無理……」

　ベネデットが呆あきれたように漏らすと、彼の尻尾しつぽに捕まったままのアンナは首だけでクルリと振り返った。

「今うちが担当してる研究、引き継げる人、心当たりある。教えてあげる。ベネデットさんからも打診して、体制立て直して。うちはアーウィン、つきっきりで検査するから」

「まさかアンナ、呪のろいの件も副作用の件も、君一人で調べるつもりかい？」

「主作用と副作用、調べるならまとめた方が楽。ついでにポーションも調合できるから一石二鳥……いや、もっと？」

　アンナは気け怠だるげにＶサインを作る。

「だからって、そんな勝手な話は許可できない。他の研究の進捗も考えてくれ」

「『死の呪い』の副作用、研究データ少ない。あればあるだけ、次に活いかせる。さらには、うちらでデータ、独占もできる。悪い話じゃない」

「それはそうだけど……」

　ベネデットは少し揺らいでいるらしい。ちらちらと時計も気にしている。シャワーの時間もだいぶ過ぎてしまっているから、それにイライラしているのだろう。

　そんなベネデットへ、アーウィンやロイズ、アンナの熱を帯びた視線が集中する。

　なかなか口を開かないベネデット。だがジリジリとした熱に耐えかねたのか、大きくため息をついた。

「そこまで言うなら、こちらからも条件を出す。調べるのは好きにしていい。けど、ポーションを作るための調合室の私的使用は、条件をクリアしてからだよ」

　渋々と折れたベネデット。

　だがアーウィンは、道が開けた気がして心からの笑顔を浮かべた。

「あ……ありがとうございます！　それで、その条件というのは……？」

「実は最近、ちょっと困ったことになっててね。正直、非っ常に不本意なんだけど……ロイズがレストランを経営しているなら、ちょうどいい」

　あくまでもベネデットは、ロイズと必要以上に関わったり、貸し借りのやりとりをしたくないようだ。こめかみの辺りに手を当てながら続けた。

「六日の夜に、『レストラン・フォリオーズ』で会食の席を設けてほしい。取引先の、人間界の大手製薬会社の社長が、祭りを見に家族でコールテーゼに来ててね。なんでも娘さんがちょうど五歳の誕生日だそうで、ささやかで構わないからコールテーゼのレストランでお祝いしたいらしいんだ。僕が幹事頼まれちゃってさ……できるよね？」

「お誕生日のお祝い……その、失礼ですが、そんなことが条件でいいんですか？」

「そんなことでも断る店ばかりだから困ってるのさ。まぁ、こっちの指定する食材が準備できないってのが理由なんだけどね。それに、人間の子供の誕生日のお祝いなんて、なにしたらいいかわからないんだってさ。でも『レストラン・フォリオーズ』には君が……人間が働いてる。他の従業員は魔物。なら、人間も魔物も喜んで楽しめるおもてなしをお願いできるかなって思ってさ」

「つまりは、その食材の調達からお誕生日のおもてなしまでを、一貫して当店で担当してほしいってことですよね……」

　アーウィンは一拍おき、顔を上げて続ける。迷う必要などない。

「わかりました。喜んで承うけたまわります」

「あ～、よかった。ようやく解決しそうだよ……」

　ベネデットは心底安あん堵どしたように息を吐いて、ソファへもたれ掛かった。

　思わずアーウィンは苦笑を浮かべ──肝心なことを聞き忘れていたと気づく。

「ちなみにその食材って、具体的にはなんなんですか……？」

　するとベネデットは、ソファから少しだけ身を乗り出した。

「『オルクフンギ』って高級食材さ。それを使って、最高のおもてなしをお願いしたい」







　午後七時を回って少しずつ、『レストラン・フォリオーズ』はお客様のご来店が増え始めていた。二十席ある内の三席、計六名の魔物が食事を楽しんでいる。初めてのご来店らしい。リピーターになってもらうためにも、最高の笑顔でおもてなししなければならない。

「む～…………」

　だが店の看板娘であるはずのリーラは、ジトッとした目でアーウィンを睨にらんでいた。

「いや、その……リーラ、笑顔だよ笑顔。今、勤きん務む中だしさ……」

　アーウィンは自分の口角を人差し指で押し上げた。幸さいわい、リーラの立っている場所は客席から死角になっている。彼女の不機嫌そうな顔がお客様に見える心配はないだろう。

　しかし、いつもなら明るさが持ち味の接客で高いホスピタリティを発揮し、常連客の中にはファンまで抱えているはずのリーラなのに、かなり珍しい態度だった。

「そうですよね、勤きん務む中ですよね……。でしたらアーウィンさんも、ちゃんと公私を切り替えなきゃダメじゃありませんか？」

　ふて腐くされたようにリーラが指さした先には、『レストラン・フォリオーズ』の制服に身を包んだアンナがいた。アーウィンのそばで匂いを嗅かいだり、なめ回すように体を観察したり、時にはペタペタと触りながらメモを取っている。

　どうやらアンナの存在や行動と、それらに目を瞑つぶっているアーウィンの態度が原因で、リーラは不機嫌らしい。

「これは、ほら……朝礼でも話したでしょ？　呪のろいを解くためのポーションを作るのに、必要なデータ集めなんだよ」

「それはわかってますけど……もっと他にやり方、ないんですか？　やっぱりお客様からしたら、見み栄ばえが悪いと思います」

　リーラの言うことはもっともだ。なにも知らないお客様から見たら、アーウィンとアンナはいちゃついているようにしか見えないだろう。

　もちろん二人の間には、そういった感情は芽生えてなどいない。だが、目に見える情報だけがすべてのお客様には関係のない話である。

「アーウィンの症状、かなり希少。動く検体。特に呪いの魔力が体内にどう流れ、作用しているのか、じっくり観察する必要性、大」

　アンナは淡々と答えた。魔力の流れが見えるように魔術をかけた目で観察されていると、体の恥ずかしい場所まで見透かされているようで、アーウィンは居たたまれなかった。

　アンナにとっては、研究の方が優先順位は高い。身も蓋ふたもない言い方をすれば、お客様からどう見られようが知ったことではないのだ。そもそも、アンナが調べているデータに不足が生じれば、その分ポーション製作に影響が出てしまう。黙認せざるを得なかった。

　確かに、リーラの言う『お客様にとっての見栄え』はアーウィンも気にしていた。なのでアンナへは説明し、きちんと店の制服には着替えるよう譲歩してもらったのだが、それ以外のことについてはアンナのやり方に任せるしかない。

　副店長という立場のアーウィンとしても、苦く渋じゆうの選択だった。

「もうあと数日の我慢だから……ね、リーラ。それに、俺が呪いでアンデッド化して傷んだ血しか飲めなくなったら、そっちの方が辛つらいでしょ？」

「辛いです」

「即答かよ！　……でも、それなら少し大目に見てくれるとうれしいかな。データを集め終えるまでの体制だからさ」

　リーラは納得できたのか、できていないのか、口をすぼめてジッとアーウィンを見上げるだけだった。

　どう説明すれば納得してくれるだろうか……アーウィンが思案していると、ふいにアンナがアーウィンの袖を引っ張って首をかしげた。

「ポーション作り、終わったらうち、お役御免？」

「いや、まぁ……今みたいに、こうしてつきっきりってことはなくなるでしょ？」

「……そっか」

　アンナは寂しげに目を伏せ、ボソッと呟つぶやく。

「……久しぶりの、生きた人間。せっかくだから、あちこちじっくり調べたかった」

「なにを調べる気だったんだよ」

　アンナの考えていることはいまいち読めない。出会って間もないからということもあるだろうが、アンナが人間のなにに興味を持っているのか、まったくわからない。

「それほど人間やアーウィンに興味があるなら、つきっきりは無理でも定期的に店へ来ればいいじゃないか」

　そう提案したのは、セカンドバッグを持って二階から下りてきたところのロイズだった。

「ロイズさん、また飲みに行くんですか？」

「なんだその、またほっつき歩いて夜遊びばかり……みたいな言い方は」

「そこまで露骨に言ってませんよ！　お仕事なんですよね、わかってますよ！」

　ただ、少し思ってはいたアーウィンである。

　するとリーラが話題を戻そうと訊たずねる。

「お母様。その、定期的にってどういうことですか？」

「ちょうど店の救急箱の中身も、点検・補充の時期。だがアンナがいてポーション関係を一任できれば、いつどんな事故や怪け我がが起こっても安全安心だと思ってな」

　ロイズはセカンドバッグから一枚の紙を取り出し、アンナへ手渡す。風もないのにジタバタと動いているということは蟲むし紙がみだろう。つまりは重要書類。

「……まさか、ロイズさん？」

　アーウィンは一つの予感を抱き、顔を引きつらせながら、アンナの持つ書状を見る。

「『辞令　アンナ・マミヤーノ殿。【レストラン・フォリオーズ】の専属医療顧問に任命します』……って医療顧問!?　飲食店に!?」

　前代未聞の役職名を読み上げ、アーウィンは素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。

「そうだ。一家に一人、いつでも安全安心。症状に合わせて自在かつ瞬時にポーション調合。これでスタッフみんな無む病びよう息そく災さい、怪我なく楽しく営業中……ってわけだ」

「うち、いつもポーション、たくさん持ち歩いてる。どんな怪け我がにも対応できる。道具も持ってきてるし、いつでも調合できる。喜んで引き受ける……ふひひ」

　まるで示し合わせたように、ロイズとアンナが不敵に笑う。

「人件費の無駄遣いですって！　だいたい、上司ですが無礼を承しよう知ちで言えば、ロイズさんは勢いで雇ったり役職与えたりしすぎなんですよ！」

「ダメか？　医療顧問。いい響きなんだが……。じゃぁメディカルスタッフはどうだ」

「響きで決めないでください。そして個人経営店には必要ないポジションです。それに、そんな役職で雇い入れたら、アンナにとっては副業になりますよね？　研究職と兼業していいんですか？　確認取りました？」

　アーウィンが問い詰めると、珍しくロイズは口をつぐんだ。

　小さくため息をついて、アーウィンは頭を押さえる。

「アンナ個人を雇うより、例えば……店の救急箱の点検・補充を、アンナとアンナの勤めてる魔界ポーション研究センターに一任して、提携する……とかの方が、今後『フォリオーズ・グループ』を発展させる上でも強みになるんじゃないですか？」

「……なるほど。それは確かに」

　ロイズは感心したように唸うなる。

「うむ。ベネデットと提携するのは癪しやくだが、話はしてみよう。渋るようならあいつの黒歴史掘り起こして、魔石をいくつか握らせて頷うなずかせてやれば」

「やり方乱暴すぎです！　菓子折準備しますからそれ持って挨あい拶さつしてください！」

　いざとなればロイズなら、魔石にものを言わせるぐらい本気でやりかねないから怖い。

「というわけだ、アンナ。正規での契約を結ぶのは先だが、時々は店の救急箱の点検・補充もかねて、店へ遊びに来るといい。そうすれば好きなだけアーウィンを調べられる」

　アンナは無表情、というよりアンニュイな面持ちのまま、コクリと頷いた。

　ロイズはそれだけ言い残すと、スタスタとホールを横切っていく。相変わらず勢いだけで物事を進める癖のあるロイズだが、それでも必ず落ちるところにはストンと落ちるから、アーウィンは不思議だと常々思う。

「……まぁ、そんな感じだよ。アンナがつきっきりで店にいるのは、ベネデットさんの企画する誕生日会を無事におもてなしして、ポーションを作ってもらうまでだからさ」

「……わかりました」

　リーラは無む理り矢や理り納得したように顔をしかめ、頷いた。

　ベネデット達魔界ポーション研究センターの取引先である、人間界の大手製薬会社。その社長のお子さんの誕生日を店でお祝いし、満足してもらうことが、ポーションを作るにあたってベネデットが提示した条件の一つだ。

「それにしても、まさかうちの店で人間の誕生日をお祝いする機会があるなんてな」

　魔界にも『人間就しゆう労ろう制度』を使い、働きに来ている人間は少なくない。だが魔物が経営する魔物向けのレストランでお祝いなんて、滅めつ多たにない機会だろう。人間が経営する人間界料理の専門店を選び、人間同士で行うのが自然だ。

　だがベネデットは『魔物も人間も楽しめる会』を希望していた。おそらくベネデットと製薬会社社長の会食も兼ねているのだろう。双方に満足してもらい、信用を得たい。そのためには、魔物と人間が共に働いている店の方が安心できるという判断なのかもしれない。

「前にカースロックのご夫婦の周年祝い、お店でしたことありましたよね。サプライズ的な演出で。ああいった感じでもいいんでしょうか？」

　リーラの問いに、そんなこともあったな……とアーウィンは思い返す。

　以前、店で痴ち話わゲンカを起こした、当時はカップルだった二人の魔物がいた。ちょうど付き合い始めて一周年という情報をリーラが耳にしており、ケンカを鎮しずめるため、アーウィンの機転とリーラの魔術でサプライズのお祝いを行ったのだ。

　結果は大成功。その後すぐに結婚して子供まで生まれ、今では『レストラン・フォリオーズ』の常連客となっていた。

「もちろんダメってわけじゃないけど、五歳の子供ってなると、もっと直接的な方がわかりやすくて喜んでくれる気もするよね」

「直接的……ですか」

　アーウィンの指摘に少しだけ考え込み、リーラは再び訊たずねる。

「ちなみにアーウィンさんは、どんなお祝いが思い出に残ってます？」

「そうだなー。……月並みだけど、おもちゃのプレゼントがすごい喜んでた記憶あるかな。昔話に出てくる『伝説の剣』に似せて作った模造剣とか、買ってもらってさ。友達に自慢したりごっこ遊びしたり……って、これじゃ思いっきり男の子の喜ぶプレゼントだね」

　模造剣などのおもちゃなんて、五歳の女の子が喜ぶかどうかは怪しい。アーウィンは苦笑を浮かべた。

「なんだ、人間の男の子ってのはそんなんで喜ぶのか？」

　するとコックコート姿のゲイルが、デシャップカウンターから顔を覗のぞかせた。

「昔の習慣だけどよ、俺達リザードマンは五つになると、ようやく狩りを覚えさせられるんだ。自分で初めて狩り取った獲物に生でかぶりついた時の血の滴したたる感じ……最っ高に幸せだったなぁ。たまに虫の息で生きてる獲物もいてよ、食った時ジタバタ暴れるのが」

「怖い怖い！　うっとりって感じの表情がなお怖い！」

　おそらくゲイルにとっては、一生に残る幸せな瞬間だったのだろう。表情からはくどいほど伝わってくるのだが、彼が瀕ひん死しの獲物にかぶりついている画えは、想像しただけで背筋が震えてしまった。

　次第にヨダレまで垂たらし始めたゲイルから目をそらしたアーウィン。すぐ隣で、真剣な面持ちで黙もつ考こうしているリーラが目に留まった。

「……どうしたの、リーラ？」

「ふぇ？　あ、なんでもありません。ちょっと考え込んじゃってました、えへへ……」

　リーラははにかんだ。アーウィンのお祝いの思い出話でも咀そ嚼しやくしていたのだろうか。

「……さっきのプレゼントの話は、あまり参考になんなかったね、ごめん。女の子だったら、かわいい洋服とかアクセサリーとかだろうね。けどプレゼントはご両親が考えてるだろうし、店として演出するのは、ケーキの準備やお祝いの歌や飾りとかかな？」

「なるほどー。えへへ、参考になりました！　私なりに考えてみますね」

　可能な限りわかりやすく演出できれば、お子さんも素直に喜んでもらえるだろうし、両親も満足してくれるだろう。そうすれば、誕生日のお祝いが無事に成功した、と考えて差し支えないはずだ。

「ただ、誕生日のお祝いっていうけどよ、ベネデット様からすればある意味、接待みたいなもんだよな」

　狩りの思い出から現実に復帰したらしいゲイルが、話題を変えるように言った。

「しかも出す料理の食材まで指定ってことは、ベネデット様も成功させるためにいろいろ作戦練ってるみたいだな。まぁ相手が取引先の令嬢じゃ、失敗はできねぇしな。にしてもオルクフンギを使った料理なんて、そんじょそこらの飯屋じゃ絶対食えないぞ」

　ベネデットが出した二つ目の条件。

　それが、オルクフンギと呼ばれる高級食材を使った料理の用意だった。

　だがアーウィンにとって、オルクフンギは聞き慣れない食材でもある。

「ちなみにゲイルさんは、どんな食材か知ってるんですか？」

「もちろん。『イビル・マッシュルーム』の中でも、かなり希少価値の高いやつだ。俺も一回だけ食ったことあるけどよ、薫かおり高くて肉厚芳ほう醇じゆんで、まるで肉料理を食ってると錯さつ覚かくするほどの……って、イビル・マッシュルームはわかるか？」

「確か、手足の生えたキノコみたいな魔物……ですよね？」

　魔界では、総じて毒キノコと言われるようなキノコ以外にも、イビル・マッシュルームと呼ばれるキノコ型の魔物の栽培も行われている。

　同じ魔物でもマンティコアやバジリスクが家か畜ちくとして扱われているように、イビル・マッシュルームも魔物だが野菜として扱われているらしい。

「リーラはオルクフンギって、食べたことあるの？」

「私も一度だけ……と言っても、ほんの一切れだけでしたけど」

　貴族だったリーラでさえ、食べる機会が少なかった高級キノコ……の形をした魔物。

　自然とアーウィンも興味が湧いてきたのは言うまでもない。

「けど、どうにも腑ふに落ちないんですけど……。オルクフンギの調達って、そんなに大変なんですか？　めちゃくちゃ高価で手が届かない、とか？」

「いや、まぁ……。うーん、なんて言ったらいいか……」

　なぜかゲイルは歯切れが悪く答える。珍しい反応にアーウィンは首をかしげた。

「オルクフンギってのはさ……そもそも、天然物は市販されてねぇんだよ。市場に出回るほどの量が採れねぇんだ。かといって栽培もできない。オルクフンギそのものがちょっと凶悪だし、成長に必要な土壌をゼロから作り上げるのが難しいんだ」

「へぇ……なんか、トリュフみたいなキノコなんですね」

　人間界で高級なキノコと言えば、誰もが思い浮かべるトリュフ。生きた植物の根に菌根という共生体を作り、その植物と互いに養分のやりとりを行って共生する『菌根菌』と呼ばれるキノコで、こちらも生態上、人工栽培は不可能と言われている。

　ゆえに高級キノコと認識されている側面があり、オルクフンギも厳密にトリュフのような生態ではないのだろうが、『生態上、人工栽培が不可能』という意味では希少なキノコなのだと理解できた。

　同時にアーウィンは、嫌な予感にも思い至る。

「……え？　ということは、直接採りに行くしかないってことですか？」

「ああ。ただ、オルクフンギの生息場所っていうのが問題でな。『迷いの森』とも言われて恐れられてる『ガルガーネの森』にしか、生息してないときた」

「迷いの森……一度踏み込んだら、二度と出ることができずに彷徨さまよい続ける危険地帯」

　アーウィンは生なま唾つばを飲んだ。

　その名前や逸話だけは、アーウィンでも聞いたことがあったからだ。

「もしかしたらベネデット様が頼んだ他の店の連中、最初からガルガーネの森で遭そう難なんするのを恐れたか、引き受けてはみたものの採りに行ったスタッフが行方不明になったかで、みんな断ったのかもしれねぇな」

「食材一つ採りに行くにも命がけなのか！」

　なにかと物騒な出来事のつきまとう魔界に、アーウィンは目眩めまいを起こしそうになった。

　デュラハンの呪のろいでアンデッド化しかけている今だってそうだ。自分の夢や目標のためとはいえ、魔界での生活は正直命がいくつあっても足りないとアーウィンは思った。

「……でも、それだけハイリスクハイリターンが見込めるんなら、当然、生業にしてる魔物だっているはずですよね。なら俺達はあくまで安全重視で手に入れる方向で」

「なに悠長なこと言ってんだ、アーウィン」

　ゲイルのそんな一言が、アーウィンに不安の種を植え付けた。

「コールテーゼにそんな業者がいるなんて聞いたことねぇよ。いるとしたら森の近くの街ぐらいじゃねぇか？　けどガルガーネの森があるのは魔界の東部。ここからじゃドラゴンの背中に乗ったって丸一日はかかる。街に行って業者探し回って採ってきてもらって、こっち帰ってくるのに三日ぐらいかかるか？　そんなのんびりしてる場合じゃないだろ」

「だとしたら、どうすれば……」

「アーウィンさん！　移動なら私に任せてください！」

　リーラが力強く提言する。

「長距離移動なら、私の『一方通行案内人ワールズエンド・ダークホール』を使うのが一番手っ取り早いです。もちろん、前回みたいにまた倒れちゃうかもしれませんから、乱用はできませんが……アーウィンさんの血を事前にいただければ、問題ありませんし！」

「まさかリーラ、単に血を飲みたいってだけで言ってないよね？」

「そ、そんなことないですよ!?　あくまでも、アーウィンさんのことを思ってですね！」

　目をそらして弁明するリーラに、アーウィンの方こそ目をそらしたくなってしまった。

「……でも確かに、それが確実な方法かもね。『一方通行案内人』で森のそばの街へ出向いて、オルクフンギを採ってきてくれる業者を探して、依頼すれば」

「もし、そんな業者がいなかったらどうするんだ？」

　またしてもゲイルの一言が、アーウィンを不安にさせる。

「探し回って結局見つからなかった。そんで時間が無駄になった……ってのを考えると」

「いっそ最初から、私達で探す方が時間的には安全かもしれませんね……」

「いやいやいや！　ちょっと待って！」

　しれっととんでもない提案を口にした二人を、アーウィンが慌てて止める。

「俺達みたいな素人集団だけで採りに行くの？　危険地帯に？　呪のろいで殺される前に死んじゃうよ！　なんでわざわざ冒険したがるんだ、この店のスタッフは！」

　人間界でいうなら、熊くま肉にくを食べたいがために素人が集まり、山に入って熊を狩りに行くようなものだ。危険というか、無謀にもほどがある。

「でも、採りに行かないとアーウィンさんは……」

　リーラが消えそうな声で呟つぶやく。

　彼女の言うことはもっともだ。たとえそこが魔界有数の危険地帯だとしても、踏み込んで食材を採りに行かないことには、なにも解決しない。

　だが、自分達の身をわざわざ危険にさらす必要があるのかと問われれば、話は別だ。

「ガルガーネの森、確かに危険。けど、呪のろいを解くポーションの材料、森で採取が必要。うち、森に行かなきゃならない」

　するとアンナが、ジロジロと舐なめるようにアーウィンを観察しながら言った。

「でも、アーウィンの検査もまだ途中。だから、一緒に行こう？」

「いやそんな、ピクニックにでも行くような感覚で誘われても……って近い近い！」

　いつの間にかアンナは、アーウィンのうなじの辺りに鼻を近づけ、クンクンと匂いを嗅かいでいた。

　身長差から、アーウィンの肩に手を添えて背伸びをしないと届かない場所。だがアンナは異性だとかなんだとか、一切躊躇ためらわずに体をすり寄らせていた。

　ここまで躊躇いなく身を寄せられると、かえってアーウィンの方が萎い縮しゆくしてしまう。なによりリーラの視線で胃に穴が空きそうだ。これ以上体調を崩すのは避けたい。

　そのリーラが、軽く咳せき払ばらいをする。

「と、ともかく！　ポーションの材料もガルガーネの森にあるんでしたら、どのみち私は、アンナちゃんを連れて森に行かなくちゃいけないわけですよね……」

　リーラは逡しゆん巡じゆんしているのか、唇くちびるをキュッと結んで俯うつむいた。

　だがやがて顔を上げる。先程まで不安げだったオッドアイに、力強い光が宿っていた。

「わかりました。私、アーウィンさんの血のためなら、覚悟を決めて森に行きます！」

「結局俺の血のためかよ！　俺の存在ってなんなんだ！」

　リーラにとってアーウィンは、『人血を生成する道具』に見えているのだろうか。

　だとすればこれほど悲しいことはない。アーウィンはひっそりと心で涙を流した。

（……って、待てよ？　森に行くメンバー、全員女子ってことになっちゃうのか？）

　アーウィンはようやく、その重要なことに気がついた。

　呪いにかかってしまったのはアーウィンで、それをなんとしても解きたいのだってアーウィン個人の感情だ。なのに自分は、オルクフンギ狩りに参加しないでいいのだろうか。

　しかも、危険地帯と言われているガルガーネの森へ、女の子だけで向かわせる……それを、自分はただ黙って見送るのか？

（そんなの、ダメだろ。人としても、男としても）

　アーウィンはソッと目を閉じ──意を決した。

「俺も行くよ、オルクフンギ狩り。女の子だけに任せるわけにはいかないし、今は呪いの副作用で妙にパワーアップしてるらしいしさ。なにかしらの役には立てると思う」

「アーウィンさん……ありがとうございます！」

　驚いたように目を見張ったリーラは、しかしすぐに笑顔を咲かせた。

「でもよ、アーウィンとリーラ、アンナの三人だけで大丈夫か？　ガルガーネの森は食人植物やらなにやら、危険な野生魔物も多い。襲われたらひとたまりもねぇぞ」

　ゲイルが心配そうに訊たずねると、リーラが小首をかしげた。

「……ゲイルさん、今回も行かないんですか？」

「今回『も』って言うなよ！　なんか傷つくな……」

　何気ない一言にゲイルは肩を落とした。以前ゲイルは、アーウィン達が氷ひよう龍りゆう王おうのもとを訪問した際に留守番していた。氷龍王の玉座のような極寒の場所は、リザードマンにとって死活問題だからだったが、意外と彼も気にしていたようだ。

「俺はほら、厨ちゆう房ぼうの仕事があるからよ。さすがに俺抜きじゃ回せねぇし。協力してやりてぇのは山々だけどよ」

「そうですよね……でしたら明日、俺からマチルダに頼んでみます」

　今日はシフトの関係上、休みとなっているマチルダ。剣士としての鍛練を積み、魔王軍の入隊を目指しているほどの彼女なら、確かに護衛役として心強いだろう。

「それじゃ、明後日の出発をめどに準備しておこう。あまりのんびりしていられないし」

「わかりました！　あとは森に行ってる間、店に立ってもらう代わりのスタッフでしょうか……私、ちょっと確認してきます！」

　言うやいなやリーラは、スライム・ウォッシュと一緒に洗い物をしていた、大きな一つ目が特徴の『モノアイ族』という男性スタッフのもとへ小走りに向かった。そこにちょうど、洗い物を下げに来た『木霊こだま』と呼ばれる魔物の少女が合流する。リーラは二人に早速、事情を説明しているようだった。

（……みんな、こんなに協力的なんだ。その厚意は裏切りたくなんてないよな）

　最初こそみな、アーウィンの呪のろいやアンデッド化には楽観的だったが、こうして解決に向かって動いてくれている。それが嬉うれしくて、同時になんとしても呪いを解かなくてはと、アーウィンの中に強い火が灯ともる。

　呪いの期限がどうとか、迷いの森の危険度がどうとかよりも、一緒に働く仲間を裏切る結果になる方が、何倍も怖いことだ。

　ならば裏切らないために、やるべきことを精一杯やろう。

　アーウィンはそう、胸の中で強く決意した。





　　《スリープゴートの月》三日






「そういう事情なら、自分も協力しよう。リーラ殿の身はしっかり守らねば、剣士の名折れであるしな。物のついでだ、貴様も守ってやろうではないか」

　翌日のお昼前。『魔界流　生ハムメロン』販売のため屋台に立っているマチルダは、同じく店番をしているアーウィンへ、胸を張って言った。

「なんだろう、素直に喜べないな……」

「たわけ。物のついでとはいえ、守ると言った以上はしっかり守ってやる。それとも貴様は、己おのが身を自身で守れるのか？」

　マチルダはまん丸のデスマスクメロンを、一つ手に持って続ける。

「案ずるな。この剣に賭かけて、約束は守る。貴様に万が一のことがあって、リーラ殿やロイズ殿、ゲイル殿に悲しまれては自分も辛つらいから……のっ！」

　マチルダはメロンをヒョイッと宙へ投げた。間髪入れず抜刀の姿勢をとって腰を落とす。柄に手を添えるウエイトレスの両目は、無防備なメロンに固定され、ジッとタイミングを探っていた。

「──ハッ！」

　抜刀と同時に奔はしる、銀の閃せん光こうが四つ。デスマスクメロンは瞬またたく間まに八等分された。

　アーウィンは落ちてくるメロンを慌てて皿で受け止める。

「改めて見ると、ものすごい技だな……」

　多少の誤差はあるかもしれないが、見たところほぼ均等に切り分けられている。ほんの一瞬で、これだけ正確にまな板の外で切り分けられるのは、やはり剣士として高い能力を持っているからなのだろう。

「このぐらい造作もない。何度も言っておるだろう、大抵のものは三枚に捌さばけると」

　刀身に付着した果汁を丁寧に紙で拭き取るマチルダは、憎たらしいぐらいのドヤ顔だ。だがこれほどの技術があれば、危険と言われているガルガーネの森へ足を踏み入れる上で、護衛役として心強いのは間違いない。

　快こころよく承諾してくれたことに改めてお礼を言おうと、アーウィンが口を開きかけた時。

「なんにしても、よかったではないか、アーウィン」

　盛り付けるための生ハムを準備しながら、マチルダは妙に落ち着いた声こわ音ねで言った。

「自分としては魔物になるのもよいと思うが、貴様がそれをよしとしていないのなら、呪のろいを解くほかない。こうして打開策が見え、八方塞ふさがりにならずにすんでよかったな」

　生ハムを一枚一枚盛り付けているマチルダは、意識しているのかいないのか、普段はあまり見せない柔やわらかな笑みを浮かべている。

　言葉と表情から、マチルダが実は、アーウィンを心配していたことが窺うかがえた。

　暖かい感情が、アーウィンの胸にジワリと広がる。

「……いろいろ、ありがとうな」

　その熱に押し出され、アーウィンも自然と、マチルダへ感謝の思いを口にしていた。

「それにしてもお前、なんか丸くなったよな」

「ど、どうしたのだ、改まって……。自分が丸くなっただと？」

「ああ。ついこの間まで、なにかと俺を斬きるだの捌さばくだの言ってたのに。今日は妙にしおらしいって思ってさ」

「うむ……そうだろうか？　まったく自覚はないのだが……」

　自分の言動を思い返しているのか、マチルダは小首をかしげた。本当に無自覚なまま、表に出ていた態度だったようだ。

「『レストラン・フォリオーズ』で接客の仕事しているうちに、少し見識が広がったのかもしれないな。いいことだと思うぞ」

「貴様に言われるといささか不快だ。何なに故ゆえ貴様は、いつも上から物を言うのだ」

「いや、上から言ってるように聞こえたなら謝るけど。副店長でありお前の先輩としての、率直な感想だって。ったく、そういうところは相変わらずなんだな」

「たわけ、当然であろう。貴様個人は『同僚』として受け入れるとは言ったが、総じて人間に対する敵意は、まだまだ失ってはおらぬ。その人間の言うことを、易やす々やすと聞き入れるつもりはない」

「その人間嫌いも、今日はほどほどにしとけよ？　人間のお客様だって買いに来る可能性、あるんだから」

「ふふっ。そうなればまさに好機。人間どもの言葉では『飛んで火に入る夏の虫』と言うのだろう？　そのような虫けら、一瞬にして息の根を止めようぞ」

「手出しするのを止やめてくれ！　せめて表面上は優しくできないのか」

「自分にかかれば、痛みや苦しみを抱かせずに昇天させてやれる。言わばそれも優しさのうち……と、お客様が見えたぞ。仕事だ、アーウィン」

　そういう問題ではないと思いながらも、マチルダに言われてアーウィンはテントの外へ目を向ける。だが条件反射的に「いらっしゃいませ」と口にしかけ、ヒクッと喉のどが震えた。

「すみません。この生ハムメロン、二つください」

　注文してきたお客様は、紛まごうことなき人間の女性客二人組だったのだ。

『人間就しゆう労ろう制度』で魔界に来ている人か、祭りのためにはるばる魔界へやってきた観光客か、定かではない。だが見たところ吸血鬼族特有の鋭するどい牙きばもなく、エルフ族のようにとがった耳もない。人間と姿が似ている魔物は少なくないが、どの種とも特徴が合致しない。

（よりにもよって、人間嫌いなマチルダが店に立ってる時に来るなんて……）

　先ほどのマチルダとのやりとりの直後でもある。彼女が妙な気を起こして剣を抜かないか気が気ではない。しかもアーウィンは、いくら他人にうつらないとはいえ、呪のろわれている状態で人間を接客し怯おびえさせないよう、テントの中側で調理を受け持っていた。マチルダのとっさの行動に対処できるかどうかも不安だ。

　しかしふとマチルダへ目を向けると、彼女は笑顔を浮かべて女性客を接客し始めた。

「生ハムメロン、二つであるな？　御意。お主ら、なかなかに目が高いではないか。これだけ屋台が乱立しておるのに、この店を選ぶとは……」

（……もしかして、相手が人間だって気がついてない？）

　妙に堅苦しい口調なのはいつも通りだが、別段、人間のお客様相手に殺意を向けている様子は見受けられない。それにマチルダは以前、アーウィンのことも人間に酷似した新種の魔物かなにかと勘違いしていた。

（もしそうなら、頼むから気づかれずに全部終わってくれ……）

　ギュッと目をつぶって、念を込めるアーウィン。

　だが突然、パシッと頭を叩たたかれた。

「たわけ、なにをしておる。早くお客様へ生ハムメロンを用意せぬか。もうお代は頂いてしまったのだぞ？　待たせるとは何事か」

「あ、ああ……すみません、すぐご用意を」

　そう、アーウィンがお客様の顔色を窺うかがおうと目を向け──やってしまったと後悔する。

「わぁ……本当に魔界で人間が働いてるぅ！」

　女性のお客様達はアーウィンと目が合うや、揃そろって笑顔を浮かべた。

「うむ？　お主らにとっては、人間とは珍しいのか？」

「珍しいというか、魔界で働いてる人に会うのは初めてなんです。話には聞いてたんですが、実際に働いてるところを見るとなんか不思議ですね」

「そうよな。自分も初めて出会った時は、驚きを禁じ得なかった……。よもや人間が公然と、魔物に混じって働いていようとは。思わず斬きり殺しそうになったわ！」

　瞬間、辺りの空気が真冬のように冷たくなる。

（は、話がかみ合ってなくて、むしろひどいことになってる……っ！）

　生ハムを盛り付けるアーウィンの手が小刻みに震える。マチルダに本当のことを話すべきだろうか。しかし、相手が人間とわかった途端、剣を抜きかねない。

　かといって、かみ合っていないまま話を発展させるのも、取り返しのつかない事故に繫つながりそうで怖い。どうするのがベストなのか、アーウィンは逡しゆん巡じゆんする。

　だがそんなことはお構いなしに、周囲の状況は刻一刻と変化していく。

「き、斬きり殺したくなっちゃう……んですか、あは、あはは……」

「魔物にとって人間とは忌いむべき存在だからな。もっとも今は、魔王様の取り決めもあって無む闇やみやたらと手に掛けることはできんし、なによりこやつが口うるさいからな」

　ケラケラと笑いながら、マチルダはアーウィンを指さす。アーウィンは誤ご魔ま化かすように作り笑いを浮かべ、生ハムメロンを手渡すのがせいぜいだった。そしてその裏では、

（受け取ったら早く行ってくれー！）

　と、およそ接客業に勤める者とは思えない感情を爆発させていた。

「あの、でも……今の時代は、人間と魔物は仲がいいって聞きますけど」

「そうらしいのう。どうやら自分のような人間嫌いは、今こん日にちでは珍しいらしい。まぁこやつに関しては、このまま放っておけばじきに魔物の仲間入りをする。そうすれば諍いさかいもなく仲良くなれるであろうな」

「ま、魔物の……仲間入り？　えっと、気になってたんですけど……その頭の数字は？」

　人間のお客様が、顔を引きつらせてアーウィンの頭上を指さした。

「これはデュラハンの『死の呪のろい』だ。これが『０』になった時、こやつはアンデッド族として生まれ変わる。いっそのこと、人間共はみな呪いにかかってしまえばよかろうに」

（人間相手になに堂々と言ってくれちゃってんだお前ぇぇぇ！）

「や、やっぱり魔物としては、その方が人間と仲良くなりやすい……んですか？」

「うむ。少なくとも自分はのう。人間を前にすると、ふとした瞬間、反射的に剣を抜きそうになって仕方がなくなるのだよ」

　マチルダの困ったような笑みに、再び場が凍り付く。

（どんだけ空気読めないんだお前はああぁぁっ！）

　相手がなにを欲し、どんな話題を心待ちにしているのか……それをつかみ取ることも、飲食店スタッフに必要な接客スキル。

　……なのだが、マチルダにはまだまだ、その鍛錬が必要らしい。

「まぁこやつに関しては同僚として認めていての。お主らも、そういった『許容できる相手』というのを見つければ、自然と良好な関係を築けるであろう」

「いえ、私達はむしろ好きですし……それはもちろん、魔物も含めて。みんな仲良くなれたら、って側なので」

「おお、そうか！　それは失礼した、余計なお節介だったか。まるでリーラ殿のような思想の持ち主よの。やはり最近の魔物はみな、そういった思想を持っているのだな」

「たぶん、そうかと……ん？　魔物？　……え、あれ？」

　ヤバい、とアーウィンは直感した。お客様もようやく話がかみ合っていなかったことに──自分達がマチルダに、魔物だと勘違いされていたことに気づいた。

「まぁまぁまぁ！　こここ、これ以上立ち話してると疲れちゃいますから！　ほら外の日差し、めっちゃ強烈！　うわぁ、こりゃあっついわ！　早く涼しいところで食べたいですよね、生ハムメロン！　ねっ！」

「どうしたのだ、アーウィン。急にゲイル殿のように意気揚よう々ようと」

「いやいやほら、このままこっちが話し続けてたら、話を切るタイミング、お互いに見失っちゃうしさ！　そしたら生ハムメロンもぬるくなっちゃうしさ！」

　マチルダとお客様の間に入り、どうにか区切りをつけようとアーウィンが奮闘する。ついでにお客様へちらちらと視線を送る。気づかれていないうちに、早々に立ち去った方が安全です……そんな念を込めて。

「うむ、それもそうであるな。少々残念だがしかたあるまい。また是非立ち寄ってくれ。いつでも歓迎するぞ」

　どうにかマチルダも納得してくれて、人間の女性客二人を笑顔で見送る。お客様は萎い縮しゆくしながらもペコペコ頭を下げて立ち去っていった。

　祭りで賑にぎわう街道に二人の姿が完全に吸い込まれ、アーウィンは盛大なため息をついた。

「どうした、なにをそんなに疲れておるのだ？」

「誰のせいだ、誰の！」

「失敬な。自分のせいとでも申すのか？　そのような態度なら、貴様がガルガーネの森で襲われようとも、自分は放っていくぞ」

「いや、それは困るんだけどさ……」

「先ほどのお客様の方がよほど愛想もよく、対応していて心地よかったぞ？　貴様も少しは見習ったらどうだ」

　もしマチルダが、さっきのお客様が人間だったと知った時、どう取り乱すのだろうか。

　想像した途端、アーウィンはひどい頭痛に見舞われてしまった。






三章　食材は命に代えても産地直送です！










　　《スリープゴートの月》四日






　オルクフンギ狩りの準備は順調に整った。現地への移動法、シフトを代ってもらえるスタッフ、捜索する上での戦力……そつなく解決できたのは、それだけみんなが、アーウィンの抱える問題を気にかけているからなんだと感じた。

　ロイズへも報告を済ませ、必要経費はレジスターのミミックから使っていいとの許可ももらった。また、彼女が仕事の合間に調べてくれていたオルクフンギの形状や生息場所などのレポートももらうことができ、あとは出発を待つだけ。

　しかし当日の朝九時。いよいよガルガーネの森への出発を、間近に控えた頃。

「しまった……装備品一式、なにも準備してないじゃん」

　汚れても大丈夫な服に着替えている最中、アーウィンはその重大なことに気がついた。

（武器とか防具買える店、オープンしてるかな？　完全に盲点だった……）

　慌てて部屋を出るアーウィン。一階の客席に、今日のオルクフンギ狩りに必要な道具は揃そろえてある。だがそれにすら、足りない物があるのではないかと不安に駆られた。

　階段を下り、シンと静まりかえる一階へと向かう。空席の一つに、昨晩のうちにまとめた荷物が置いてあり、中を確認する。

　収穫したオルクフンギを入れる容器や、小さなナイフ、タオル、厚手の布製の手袋、携行食や水筒など、こちらで準備した荷物についてはバッチリだ。

　そのことには安あん堵どするアーウィン。だが結局、危険地帯へ赴おもむくのになんの装備品もないのは心こころ許もとない。人間界で行われるキノコ狩りとは訳が違うのだ。

「とりあえずみんな集まったら、出発を遅らせてでも、まずは装備を調えて……」

　そう指を折りながらやることを確認していた時だ。階段を下りてくる足音が聞こえてきて、アーウィンは振り返る。おそらく出発の準備を終えたリーラだろう。

「ちょうどよかった。リーラ、おはよう。実は装備品を揃えるの忘れててさ。みんな集まったら先に買い出しに──」

「ふあぁい……わかりましたぁ」

　寝ぼけ眼まなこをこすっているリーラを目にするや、アーウィンは絶句する。

「……はれ？　どうしたんれすか、アーウィンさん……顔、引きつって……ふあぁ」

「あくびしてる場合じゃないよ！　なにその服装！　なにしに行くつもりなの！」

　アーウィンが言葉を失っていた理由は、リーラの服装だ。

　なにを理由にその服を選んだのかはまったく不明だが、リーラはバッチリ気合いを入れて着こなした──ウエイトレス姿だったのだ。

「なにしにって……オルクフンギ狩り、でふよね……？　えへへぇ。動きやすい服がいいかと思って、お店の制服に着替えましたー。変じゃありませんか？」

「変でしかないよ！　これから行く場所、ガルガーネの森だよ？　迷いの森だなんて言われている危険地帯だよ？　そんな服装じゃ汚れるしすぐ遭そう難なんだよ！」

「大丈夫ですよー。いざという時は、『一方通行案内人ワールズエンド・ダークホール』で森を抜ければいいんですし」

「そんなほいほい魔石は使えないでしょ！　なにより、リーラの体調だって考えなきゃ」

「そういう時のために、寝起きの一吸い……いただきます～♪」

「え？　あ、ちょ！　く、首は絶対痛いから待って待ってタイム──いったぁっ！」

　寝ぼけているのか、低血圧で頭が働いていないのか定かではないが、リーラは一切の躊ちゆう躇ちよなくアーウィンへ抱きついてきた。勢いで押し倒されたアーウィンの首筋に、カプッと牙きばが突き刺さる。

　制服の構造上、キュッと寄せて上がった小ぶりな胸が、アーウィンの体に柔やわらかく押しつぶされた。だがその感触に鼻の下を伸ばしていられるような状況ではない。

　もちろんリーラには、『一方通行案内人』を使う上でアーウィンの血は飲んでおいた方がいい。なのでこの際、強引な吸血行為には目を瞑つぶるとして、問題はリーラの装備品に対する意識をどう改善するかだった。

（そ、その辺りはマチルダの方がしっかりしてるか？　あいつ軍人志望なわけだし……）

　時計を見ると、集合時間までもう間もなくだった。時間にはしっかりしているマチルダだ、もうじき店にやってくる頃合いだろう。

「おはよう！　みなの者、集まっておるか？」

　噂うわさをすればなんとやら。店の戸が開き、褐色肌はだの少女が軽やかな声を上げて入ってくる。

　腰に剣を携たずさえ……、

「胴どう着ぎに袴はかま!?　こっちも危機感薄っ！」

　リーラに押し倒され血を吸われたまま、アーウィンは叫んだ。

「マチルダ！　お前はもうちょっと、装備品しっかりしてると信じてたのに！　なんなんだその薄着は！」

「なんなんだと問われれば、これが自分にとっての正装と答えるほかなかろう。愛剣と、この着慣れた胴着に袴……これこそ、自分が真価を発揮するうえでの必須装備だ」

「せ、正装ってお前……普通、鎧よろいとか着るんじゃないのか？」

「ふん。あのような物、重たくて剣を振るうのに邪魔なだけであろう。それとも人間は、あんな物を纏まとわなければまともに戦地に立てんのか？　まったく軟弱だな」

　なぜか呆あきれられてしまったアーウィン。正直、納得がいかない。

　だが、マチルダ自身が今の格好を正装とし、防具を必要としていないのなら、重たい装備は確かにマチルダの能力を阻害しかねない。

「……わかった。百歩譲って、お前の格好は正装だとしよう。でも、せめてリーラの格好はどうにかできないか、お前からも説得を」

「アーウィンさん。この制服も、私にとっては正装なんですよ」

　いつの間にか血を吸い終えていたリーラは、アーウィンに馬乗りのまま口をハンカチで拭ぬぐう。吸血したおかげで血圧も上がったのか、すっかりいつも通りの明るい笑顔だった。

「その理屈はさすがに無理があるって……」

「いや、リーラ殿は『レストラン・フォリオーズ』の看板娘。であれば、店の制服は間違いなくリーラ殿にとっての正装であろう。なにがおかしい」

「全部だよ！　理屈もなんも含めて全部！」

　間髪入れずにアーウィンは突っ込む。だがリーラとマチルダは、アーウィンの言いたいことが伝わっていないのか、揃そろって首をかしげるだけだった。

「二人とも、なんでそんな、武器とか防具に対して意識低いの？　この際武器はマチルダの剣があるからいいとして、せめて身を守るための防具とか、怪け我がをし難にくい服を選ぶとかさ。今の二人の格好、絶対怪我するよ？」

「って言われても……私の場合、怪我は自分の唾だ液えきで塞ふさげますし、簡単な治ち癒ゆ魔術も使えますから、わざわざ防具を準備する必要がないので……」

「自分とてそうだ。防具など、ない方がむしろ戦いやすい。そもそも魔物には、人間共のような防具を装備するという習慣なぞ皆無だ」

「…………え？」

　マチルダの言葉に、アーウィンは開いた口が塞がらなかった。

　装備品に対する意識が『低い』のではない。そもそも文化として『無い』のだ。それでは、こうも話がかみ合わないのも納得だった。

「みんな、朝から騒々しい。問題発生？」

　すると、アンナも遅れて店の入り口を潜くぐってやってくる。だが彼女も、初めて出会った時のような包帯姿に白衣を羽織っただけの軽装。

　もはやなにも言う気になれないアーウィンはため息をこぼした。

　ともかく、『防具など必要としない』というのが魔物の価値観であるのは、アーウィンにも理解できた。だが、人間には当てはまらない考え方である。

「わかった。みんなはもう、そのままの格好でいいと思う。けど、俺は念のため防具を準備したい。だから、出発の時間を遅らせてもいいかな？　買い出しに行きたいんだ」

「……人間向けの武器や防具売ってるお店、コールテーゼにありましたっけ？」

「いや、自分の知る限りは無かったように思うが……」

「アーウィン、知らない？　人間界と魔界、法律少し違う。魔界にいる人間、武器防具の所持や売買、厳しい。全部、許可が必要。売ってる店も、表だって営業してない」

「…………マジかよ。入り用になるなんて思ってもみなかったから、知らなかった……」

　魔界の王都という環境の理不尽さをこれでもかと味わわされたアーウィンは頭を抱えてうずくまる。その様子を三人の魔物が困ったように眺ながめていた時だ。

「……あ。武器や防具は無理でも、身を守る効果のある装飾品なら用意できるかもです」

　思いついたようにリーラが顔を上げ、すぐに使い魔の吸血コウモリ達を集めた。三匹のコウモリにそれぞれ魔石を与える。魔力の供給が嬉うれしいのか笑顔で魔石を飲み込んだコウモリ達が再び宙を飛び始めると、リーラはスッと目を閉じ──詠唱する。

「『身を飾りて心を偽り、名を守りて生を喰くらう』──『牙と加護の玉衣アーキテクト・アーテイフアクト』」

　たちまちコウモリ達の体が淡く輝きだした。コウモリが動くと、その光は糸のような細い残像を描き、具現化する。コウモリ達は互いに頷うなずき合うと、その糸を編むように素早く交差させていく。

「「おおぉ……」」

　その光景を眺めながら、マチルダとアンナが揃そろって感銘の息を吐く。確かに、空中で光の糸による編み物が完成していく様は神秘的だった。

　やがてあっという間に、空中で一枚のマントが完成する。明るい赤色に黒い模様が編み込まれた一着。アーウィンは目の前に降りてくるそれを、手を伸ばして受け取る。

「……リーラ、これは？」

「吸血鬼族伝統のマントです。さすがに鎧よろいほどの強度はありませんが、魔力で編み込まれた物なので、身を守る上ではそこそこの効果があると思います」

　リーラがニコッと説明する。アーウィンはさっそく羽織ってみた。サイズはぴったりだ。腰の下まで伸びている長い丈なのにもかかわらず、重さはまったく感じない。

「へぇ……いいな、これ。すっごい安心感がある。ちなみにどんな効果があるんだ？」

「サンザシで作られた杭くいから、必ず身を守ってくれるんです！　すごくないですか？」

「うん、確かにすごいね……効果のピンポイントさが」

「あ、あれ？　あまりすごそうじゃない……。でもでも、あれで心臓を一突きにされるのは本当に辛つらいらしくって、吸血鬼族の間ではすっごく重宝してるんですよ、そのマント」

「俺は正真正銘の人間なんですけど！　必要かな、その効果!?」

　確かに吸血鬼の弱点として、サンザシで作られた杭くいを心臓に打ち込むのは効果的と聞いたことがある。杭から身を守る装飾品として、マントが吸血鬼族に重宝されているのも理解できる。だがそれ以外の防御効果がないなら、申し訳ないが人間にとってはただの布だ。

　しかし、そんなアーウィンの心境を見透かしたのか、マチルダが叱しつ咤たする。

「たわけ、貴様！　せっかくリーラ殿と使い魔のコウモリ達が編んでくれたのだぞ？　文句ばっかり言いおって。黙ってありがたく受けとらんか」

「……うっ」

　マチルダの指摘はなに一つ間違っていない。防具を欲していたアーウィンのためにと、リーラが編んでくれたのだ。今更「いらない」だなんて言えないし、言ってはいけない。

　それに効果の有無はともかく、着ていて邪魔なわけではないのだ。

「……ごめん。その、ありがたく使わせて頂きます」

「はい！　えへへ、よかった」

　リーラは満面の笑みを浮かべると、さらに魔石を掌てのひらに乗せた。

「それじゃぁ準備も整ったようですし、さっそく出発ですね！　『深しん淵えんより出し時計塔。悠久の常とこ闇やみに誘いざなうは森羅万象』──『一方通行案内人ワールズエンド・ダークホール』」

　リーラが淀よどみなく詠唱すると、掌に乗せていた魔石が淡く輝いて宙に浮いた。リーラの頭上に漆しつ黒こくの渦うずが大きく展開する。

　吸い込まれるような黒色の空間から、同じように真っ黒な四本の腕が伸び、アーウィン達を摑つかむ。以前、氷ひよう龍りゆう王おうの玉座を訪問した時にも使った移動法だが、やはり摑まれるのは少しだけ痛かった。

「それではみなさん、オルクフンギ狩り、張り切って行きましょう！」

　リーラの明るい声を合図に、漆黒の腕はアーウィン達を渦の中へ引きずり込んでいった。







　暗転した視界が、一瞬にして光を取り戻した直後。

「──うわっ！」

　アーウィンは着地を誤り、地面へ前のめりに倒れてしまった。

「冷たっ！　……ったく、さっそく汚れちゃったよ」

　過分に水を含んだ腐葉土が、たちまち服にジワリと滲にじむ。細かく土状になった枝葉まで付着していた。それらをパンパンと払いながら立ち上がり、アーウィンは周囲を見回した。

「……ここが、ガルガーネの森か」

　前後左右、そして頭上……そのすべてが、鬱うつ蒼そうと生い茂る草木で埋うめ尽くされていた。

　立ち並ぶ木々はどれも細くて非常に背が高く、灰色の幹は不気味なほど垂直に伸びていた。頭上に広がる枝葉は隙すき間まない『天井』を作り、日の光を遮っている。辺りは薄暗く気温も低い。冷たい湿気が全身に纏まとわり付き、体を底冷えさせた。

　だがその震えは寒さだけが原因ではない。危険地帯と称されるのも納得の風景を目にした恐れもあった。

　木に絡むツタはまるで捕食を目的に伸びた触手のようにも見えるし、得体の知れない虫が幹を走ったり、木々の間を飛び回っていた。定期的に瘴しよう気きのようなものをはき出す植物が遠くに見えた……かと思えば、それを踏み潰して移動する樹木の姿をした魔物までいる。

　人間界の『森』とはかけ離れたおどろおどろしい樹海の様相に、アーウィンは立ち尽くしてしまった。もし本当に、この森で遭そう難なんしたら……その末路を考えると背筋が凍った。

「……みんな、準備できてるならさっそく移動しようか。長く留まり続けるのは、かえって危険かもしれない──」

「アーウィンさん！　大変です、見てください！」

　リーラの突然の叫びに、アーウィンは弾はじかれたように後ろへ振り返る。

　……だがリーラとマチルダは、物珍しそうに森の風景を眺ながめているだけだった。

「ほらあれ！　肉食ラフレシアですよね！　すごーい！　私、実物は初めて見ました！」

「リーラ殿！　あそこにはキング・ウツボカズラが生えておるぞ！　なるほどあの大口で、獲物をまとめて丸まる吞のみにするのだな……」

　アーウィンのように恐れを抱いている様子はない。

　むしろ、森に生息しているおぞましい植物に興味津しん々しんだった。

　ある意味、安定の平常運転である。呆あきれてしまい、アーウィンはため息を漏らす。

「どんだけお気楽なんだよ……ん？」

　だが盛り上がっている二人とは違い、アンナだけは静かだった。

　両腕を大きく広げて深呼吸を繰り返していた。

「どうした、アンナ。お前ははしゃがないのか？」

「うち、今、湿気浴の最中……ふひひ」

「……湿気浴ぅ？　なんだそりゃ」

「ジメジメした場所、うちみたいなマミーの、乾燥肌はだにいい。潤うるおうから……ふひひ。そのために、湿気の多い場所で、湿気を浴びる……だから、湿気浴」

「なる……ほど」

　思わず納得してしまったアーウィン。

　マミーは平たくいえば、乾燥保存させた死体に魔力が宿って生き返った魔物だ。しかもアンナの場合は女の子。生態上仕方ないとはいえ、乾燥肌はだは悩みの種らしい。

　その後、やいのやいのと盛り上がっているリーラ達をなだめたアーウィンは、ロイズの作ってくれた資料を頼りに森の中を歩き出した。リーラの使い魔である吸血コウモリにも偵察のために飛んでもらい、四人はつかず離れず固まって移動する。

　資料によればオルクフンギは、人間界で言うところのエリンギに似た形状で、大きさは成人男性の上腕ほどの大きさを誇るらしい。太く大きく成長するために苗床の養分を大量に吸収しなければならず、生息場所付近の植物は他と比べて成長が悪いそうだ。

「成長の遅れてる草木が目印……か。すんなり見つかるかな」

　アーウィンは周囲に目を配りながら歩く。

　すると隣に近寄って、リーラが声を弾ませた。

「なんだかピクニックしてるみたいで楽しいですね♪」

「……この状況と環境でピクニックを連想できるなら、そりゃ楽しいよね」

「あ、ほらあそこ！　羽ムカデの群れが、隊列組んで飛んでますよ。気持ちよさそうだなぁ……って、もしかしてアーウィンさん、あまり楽しんでいません……？」

「さすがに『迷いの森』とか危険地帯とか聞かされたら、楽しめないよ。いつなにが起こるかわかったもんじゃないし」

「そっか……でも、そうですよね。それにアーウィンさんにとっては、自分の呪のろいを解くための試練みたいなものですしね」

　リーラの言うとおりだった。オルクフンギを見つけ出し、ベネデット達をもてなす。それはアーウィンにとって、人間としての生死を分ける問題だ。

　その最初の一歩が、このオルクフンギ狩り。絶対に失敗できないという緊張感が、楽しむ余裕を欠いている原因の一割なのは間違いない。もちろん残り九割は、危険地帯を歩き回っている状況への恐怖心だが。

「まったくつまらん男よの、アーウィン。もっとゆとりを持って楽しんだらどうだ」

　店のスタッフの中では一番の堅物であるマチルダに言われてしまい、アーウィンは「ぐっ」と喉のどを詰まらせた。

「なにかが起こると萎い縮しゆくしていては、いざという時柔軟に動けん。それに往々にして、心持ちが沈んでいる時に限って不安は的中してしまうものだ」

「言いたいことはわかるけどさ。警戒しておくに越したことはないだろ。なにかが起こったと思った時には、もう手遅れってパターンもあり得るんだから」

　自分でもマジメだと思うが、万が一凶暴な魔物に襲われた時、この場にいるメンバーは、戦うことに関して素人だ。厳密に言えばマチルダだけは、鍛え方が違うからなんとかなるだろう。だがなにも起こらない、あるいは未然に防ぐことができるなら、その方がいい。

　メンバーの中では唯一の男子で年長者でもある。

　アーウィンもその辺り、保護責任を感じていた。

「いい？　もしなにか問題が起こったり、危ないと感じることがあったら、必ず報告すること。ホウ・レン・ソウ……報告・連絡・相談は仕事の基本。忘れないように──」

「あ、あのぉ……アーウィンさ～ん、大変ですぅ」

　と、言ったそばからリーラの声が聞こえてきた。何事かと思って振り返る。

「早速報告なんですけど、捕まっちゃいました」

「事後報告かよ！　そら見たことか……じゃなくて！　大丈夫、リーラ!?」

　アーウィン達が目を離した一瞬のうちに、リーラはなにやら魔物に捕らわれていた。緑色の触手が胴にグルグルと巻き付き、リーラの小柄な体を宙へと浮かせていた。

　彼女の表情を見るに、苦しんでいる様子は見受けられない。触手の締め付け具合はそれほどキツくはないのだろう。

　だが問題は触手の根元だ。胃袋を連想させる大きな袋を持つ植物から、その触手は伸びていた。袋の上部は大きな葉で蓋ふたをされており、その隙すき間まから薄黄色の気体が漏れていた。

「まずいぞアーウィン。キング・ウツボカズラのあの袋は、落ちたが最後、抜け出すことは不可能と言われている。……このままではリーラ殿が食われてしまう」

　マチルダはシャラッと剣を抜く。

　迷いなく構えると、その双そう眸ぼうをキング・ウツボカズラへと向けた。

「貴様は下がっておれ、アーウィン。リーラ殿は自分が救い出す」

「……悪い、頼む。マチルダも気をつけろよ」

「ふん、貴様に心配されずとも、このぐらい造作もないわ！」

　言い終えて、マチルダは強く地面を蹴った。

　瞬またたく間まにキング・ウツボカズラとの距離を詰めていく。

「リーラ殿を離せ！」

　声を張り、剣を振り上げた──その時だ。

　キング・ウツボカズラの背後から、複数の昆虫がワラワラと湧き出る。どれも全長一メートルを超す、巨大な昆虫型の魔物だ。

　昆虫型の魔物達はキング・ウツボカズラを守るように陣取り、揃そろって白い粘液を口などの排出口から掃そう射しやする。

「──わっぷ！　な、なんなのだこの、ヌルヌルとした白い液体は！」

　マチルダの全身が白濁の液体に汚される。口にまで入ってしまったようで、ペッペッとはき出そうと悶もだえていた。

　さらには粘液でヌルリと滑すべったのか、剣がマチルダの手からすっぽ抜けてしまう。

「しまった……剣が！」

「マ、マチルダ、大丈夫か!?」

　アーウィンの足下へ転がってきた剣を拾い、マチルダへ届けに向かう。

（……うっ。違うってわかってても……妙にエロいぞ、これは）

　ネトォっとした糸を引く白濁液は、マチルダの全身に絡みついていた。褐色肌はだとは反対色でもあるため、よりその白さや量が目立ってしまう。そんなことを考えている場合じゃないとわかっていても、いかがわしい妄想は抑おさえきれなかった。

「な、なにを赤くなっておる！」

「す、すまん！」

　マチルダの叱しつ責せきに、アーウィンは慌てて剣を差し出した……その時だ。

　──ブルンッ！

「「──っ!?」」

　突然、胴どう着ぎで包まれていたマチルダの胸部が膨れあがったのだ。

　目の前で目撃したアーウィンだけでなく、マチルダすら驚きよう愕がくして胸の辺りへ目を落とす。

　どうやら白濁の体液で滑り、巻いていたサラシがずれたようだ。押さえ込んでいた豊満な乳房が、胴着の内側で元の大きさに膨れていた。薄着の胴着を思いっきりはだけさせ、隙すき間まから覗のぞくギュッとした谷間の中にまで白濁液が滴したたる。

「ふにゃああぁぁぁっ！　みみみ、見るにゃ見るにゃ見るにゃぁ!!」

「振るな振るな振るなぁ！　敵はこっちじゃねぇ！」

「じじじ、自分に恥ち辱じよくを与えりゅ輩やからは、例外にゃくしゅべて敵だ、俗物がぁぁぁああ！」

　マチルダは錯乱して、ブンブンと剣を振るってアーウィンを追い払おうとする。

　いろいろと恥ずかしい気持ちはよくわかるが、こうなってはマチルダは戦えないだろう。

「──あっ、いや……んあ！　ア、アーウィンさぁん……た、助け──ひゃうっ！」

　リーラの妙になまめかしい声が聞こえて、アーウィンは振り返る。

　捕食する前に余計な衣服を取り払うためだろうか。リーラはキング・ウツボカズラの触手で、全身を弄もてあそばれていた。

「そ、そこは……んんっ！　はぅっ……み、見ないで……恥ずかし──んんっ！」

　衣服の隙間へ入り込み、器用に衣服のボタンを外しては、全身のあちこちをキチキチと締め付けているようだった。触手がヌルヌルと這はいずる感触や、触れている所が過敏な部位だからか、リーラは頰ほおを赤らめて小さい痙けい攣れんを繰り返している。












　着ている制服も少しずつ脱がされ始めた。ブラウスは大きくはだけて下着が丸見え。下半身に至ってはスカートごと白いパンツもずらされているようで、見えてはいけない場所が見えかかっていた。

（くそ……正直、もうちょっと見ていたいけど！　そんな場合じゃない！）

　このままでは恥ち辱じよくの限りを尽くされたあげく、リーラは捕食されてしまう。

　アーウィンは駆け出していた。正直、なんの策もない。

　だが行動しなければ、リーラは助けられない！

「いや、んっ！　いやぁ……！　ふ、んんっ！　だ、だめぇ……」

「待ってろ、リーラ！　今、助けてあげるからっ！」

　まずはこちらに気を引かせて、リーラに纏まとわり付く触手を緩ませる。そうすれば最低限、リーラの身を救い出すことはできるだろう。

　そのために、今の自分にできることは──

「その子は吸血鬼族だ！　お前の大好きな人間は──こっちなんだよ！」

　アーウィンは拳こぶしを強く握り、キング・ウツボカズラの袋状の胴体へ打ち付ける。

　──ドウゥン!!

　デュラハンの呪のろいで強化された、渾こん身しんの力をこめた一撃は、激しい音を鳴らしてキング・ウツボカズラの袋へめり込んだ。

「ピギイイィィィッ！」

　キング・ウツボカズラが金切り声を上げ、体を大きくくねらせる。痛みに悶もだえているのだろう。人間の繰り出した一撃でも、充分に効果があったようだ。

　やがて触手が緩み、リーラの体はするりと滑すべり落ちた──だが。

「──っ!?　まずいっ！」

　リーラの体はあろうことか、キング・ウツボカズラの胴の入り口──胃袋めがけて落下していたのだ。このままでは袋の中へダイブしてしまう。

　アーウィンは助け出そうと、キング・ウツボカズラの体をよじ登ろうとする。だが痛みに悶えるキング・ウツボカズラに振り払われてしまい、思ったように登れない。

　間に合わない。そう、最悪の展開が脳裏を過よぎった時。

　──パシッ！

　鞭むちを打ったような小気味よい音が聞こえ、リーラの体に純白の包帯が巻き付いたのだ。

「──え？　……包帯？」

　目を丸くするアーウィンをよそに、リーラの体は包帯の根元へ引き寄せられた。

「リーラ、確保した。みんな、早く離れる」

「お、おう！」

　リーラを助けたのは他でもない、アンナだった。リーラを抱きかかえた彼女の行動は迅速で、キング・ウツボカズラから距離をとるため、白衣を翻ひるがえして駆け出していた。

　その後ろ姿を追いかけ、平常心を取り戻しつつあったマチルダを立たせ、苦しみ悶えているキング・ウツボカズラから離れたアーウィン。

「こ、このぐらい離れれば……安全か？」

　肩で息をしながら、背後を振り返る。キング・ウツボカズラや昆虫型の魔物の姿は見えず、追いかけてきている気配もない。

　アーウィンは胸をなで下ろした。

「ありがとう、アンナ。リーラを助けてくれて。危うく胃袋の中に落っことすところだった──うわぁ！」

　感謝を述べながらアンナへ目を向け、アーウィンは素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。

「な、な、なんて格好してんだ、お前！　ほとんどなにも着てないじゃん！」

　もとより体の露出は目立つ方だったが、それでも普段は包帯が衣服として機能していた。だが今は、ギリギリ見えてはいけない場所が隠れている程度の布面積しかない。残りの包帯は、抱きかかえているリーラに巻き付いていた。

　しかも着瘦せするタイプ──あるいはマチルダのサラシ同様、締め付けられて目立たなかったからだろうか、胸部には意外と豊満な物を持っていて、零こぼれそうな下乳がぷっくりと溢あふれていた。

「この子、うちの包帯使って助けた。うち、包帯脱ぐしかない。仕方がない」

　抱きかかえているリーラに視線を向けてアンナは説明する。恥ずかしいという感情はまったくないらしい。

「それはそうかもしれないけど……は、早く隠しなよ。目のやり場にこまる……」

　アーウィンは掌てのひらで顔を覆おおった。だが欲望に負けて、指の隙すき間まからアンナをちらちらと見やる。もっちりと吸い付きたくなるような下乳が、動くたびにふわふわと揺れていた。

　だが気がつけば、指の隙間一杯にアンナの顔が広がっていた。

「──っ!?」

「今、指の隙間から、なに見てたの？」

「い、いや……なにも見てない」

「教えて。人間、うちの体のどこに興味あるのか、知りたい。今後の研究、役立てる」

「どんな研究だよ！　なんの役に立つんだ！」

「毒系統のポーション盛る時、どうすれは人間、効率よく誘い出せるのか、とか？」

「なおさら答えにくいわ、そんなの！」

「教えてくれるなら、うちのこと、好きにしていいよ？」

「いやいやいや！　そういうの求めてないし！　それに、いくら研究のためだからって自分のこと安売りするのは……」

「安売りじゃない。うち、アンデッド族だから……どうせ、屍しかばねだから。自分を臨床実験とか、被験体にするぐらいしか役立たない」

　アンナは、それが当然のことだと受け入れているかのように、無感情に続けた。

「だから、安売りじゃない。むしろ天職。自分の体好きなように弄いじって、研究のため、役立たせることできるから」

　魔物の働き方は、自分の特技や身しん体たい的特徴を活いかした、適材適所が基本。アンナの働き方も、考えようによってはその枠内なのかもしれない。さらにアンナが自分の働き方に満足していて、天職だと思って従事しているなら、余計な口は挟めない。

　──だがやはり、アーウィンはどこか納得できなかった。

「……わかった。正直に答えるよ。でも、たとえアンデッド族でも、俺はアンナのことは一人の『生きている』魔物として認識してるから、そんな好き勝手するつもりなんてない。だからせめて、俺の見えるところでは自分の体は大事にして。な？」

「…………ん。わかった」

　恥ずかしそうに俯うつむいて、アンナは小さくコクッと頷うなずいた。

　そして、純粋な眼まな差ざしでアーウィンを見上げた。

「それで、なにを見てたの？」

　知的好奇心に溢あふれた目を前にすると、やはり躊躇ためらってしまう。

　しばらく口をモゴモゴとさせ、アーウィンはようやく意を決した。

「その、アンナの包帯から溢れてた柔やわらかそうな、む、む……胸を……見てました」

　なんなんだこの羞しゆう恥ちプレイは！　と胸中で突っ込みつつ、恐る恐るアンナの表情を探る。

「…………はっ！　……いやん」

　アンナは思い出したように、恥ずかしがっているふりをしながら胸を隠した。

「……なんでそんな、わざとらしい反応を？」

「確か人間、こうすると喜ぶって、聞いたことがあったの思い出した。違う？」

（こいつ……絶対俺で遊んでるよな！）

　アンナの対応に妙な悔くやしさを覚え──ふと、痛々しいまでの視線を感じたアーウィン。ぎこちなく振り向くと、リーラとマチルダが半眼でこちらを睨にらんでいた。

「……アーウィンさんって普段はすごくしっかりしてますけど、結構エッチで変態なところ、ありますよね……」

「確か人間界では、あやつのような者を『ムッツリスケベ』と言うらしいぞ、リーラ殿。気をつけよ、なにをされるかわかったものではない」

「頼むからそのレッテルだけは貼らないで！」

　こうなることが目に見えていたから答えるのを渋っていたのだが、案の定である。

　アーウィンの涙の叫びが、森の中へ響き渡った。







　その後、気を取り直してオルクフンギ探しを続けていたアーウィン達。

　するとリーラの吸血コウモリ達が、森の奥からパタパタと戻ってきた。

「……アーウィンさん。この子達が……キーちゃんが、妙な場所を見つけたって」

「妙な場所？」

　コウモリは「キー、キー」と鳴くばかり。アーウィンにはまったく理解できない。だが飼い主であるリーラには伝わっているようだ。

「なんでもこの先に、辺りの木がほとんど枯れ果てた場所があるらしいんです」

「枯れ果てた？　成長が悪いってレベルを超えてるよな」

「ロイズ殿の話と、少々食い違うな。どうする、アーウィン」

「どうするもこうするも、他に手がかりは見つかってないし。行くだけ行ってみよう」

　アーウィンの言葉にうなずき合って、一行はさらに森の奥へ進んでいく。

　吸血コウモリ達の案内を頼りに草木をかき分けて進むこと、五分ほど。森の奥、木々の向こう側が、次第に明るく白みだした。

　木の隙すき間まの風景が少しずつ鮮明になっていき、やがて森を抜けて目の前に広がる。

　そこは吸血コウモリが知らせてくれたとおり、木々の枯れ果てた開けた空間だった。ぽっかりと穴が空いたように、頭上には空が広がっている。今まで覆おおっていたような枝葉の天井はない。立っていただろう木々は倒れ、地面から伸びていた草花もしおれていた。

「……なんなんでしょう、ここ。静かですし、かえって不気味ですね……」

「今までの鬱うつ蒼そうとした様相がウソのようであるな」

「まるで、エナジードレインで生命力吸い尽くされた、人間の死体みたい」

「どういう譬たとえだよ、それ……」

　異様な雰囲気にみな緊張で顔を強こわ張ばらせる中、アーウィンは思わず突っ込んだ。

　だが得体の知れない不気味さを感じるのは同意だった。アーウィンは唾つばを飲む。

「みんな、なるべくまとまって動くようにね。なにか変わったこととか、変な物見つけたら、必ず報告を──」

「アーウィンさん！　こっちです、こっち！　キーちゃんが呼んでます！」

「言ってるそばから単独行動すな！」

　なにかを見つけたらしい吸血コウモリの呼び出しに、リーラが慌ただしく駆け出す。

「本当にリーラはそそっかしいっていうか……。さっき危ない目に遭ったばかりでしょ」

　リーラを追いかけながら、アーウィンが呆あきれたように言う。マチルダとアンナもアーウィンに続き、枯れ果てた木のそばでしゃがんでいるリーラに合流する。

「アーウィンさん。もしかして、これが？」

　リーラの指さす物へ目を向け、アーウィンは息を吞のむ。

　開けた森のほぼ中心部に位置する場所。焦げ茶色になって枯れ果てている木の根元に、ひときわ大きいキノコが生えていた。ロイズの用意してくれた書類の図ともよく似ている。

「これがオルクフンギか」

「すごーい……。おっきい……」

「…………」

　指先でちょんちょんと極太のキノコをつついて、リーラがそんなことを口にした。

　本人に他意がないことは百も承しよう知ちだが、極太のキノコをつつきながら大きさを賞賛するのは、いかがわしい光景に見えて仕方がない。

「しかし、なんだな。ガルガーネの森と聞いた時は、オルクフンギを守る野生の魔物と一太た刀ち交える覚悟であったが……拍子抜けであるな」

「そうは言うけど、マチルダの今日の初戦、黒星だったからな？」

「わ、わかっておるわ、たわけ！　よもやあそこで虫どもが加勢するとは思いもよらず、油断したに過ぎん！　……ふん。手の内がわかれば造作もない」

「本当かあ？　……くくっ」

「──っ！」

　アーウィンはニマァと笑う。もちろんわざとだ、本心でバカにしたつもりなどない。

「き、き……貴様、自分を愚ぐ弄ろうして、さぞ愉快であろうな……。しかし、そうか。貴様はそれほど、我が剣の錆さびになりたいと申すか……」

「え？　いや、念のため言っとくと……冗談だからな、マチルダ」

　だが相手は生き真面目まじめで堅物なマチルダである。きちんと冗談として受け止めてもらえたかはわからない。

「貴様は同僚として、人間であっても認めてやろうと思っておったが、ふふっ、貴様自ら錆になりたいと申すのであればその限りではない」

　シャラッと剣を抜くマチルダ。

　その目は静かな怒りに燃え、口元は歪ゆがんだ笑みを浮かべていた。

「自分、喜んで貴様の首をはね、魔王様への貢みつぎ物にしてくれようぞ。さすれば人間の首に免じて、すんなり魔王軍へも入隊できよう」

「俺の首一つで入隊できるかい！　……ていうか冗談だってば！　言いすぎたって、悪かった！　だから喉のどに剣を突きつけないで！」

「もう！　こんな時にケンカしないでくださいよぉ！」

　ぷんすか頰ほおを膨らませたリーラが仲ちゆう裁さいに入り、マチルダは渋々と剣を納める。

　命拾いしたとアーウィンは胸をなで下ろしたが、さすがに冗談が過ぎたと反省もする。

「と、ともかくだ。オルクフンギは無事に見つかったし、さっそく持って帰ろうか」

　アーウィンは肩に掛けていた鞄かばんから、ハサミと空っぽの麻袋を取り出す。

　みんなが見守る中、アーウィンはオルクフンギの根元へハサミを近づける。

　そして、苗床から切り離さんと力を込めた……その時だ。

　──ギンッ！

「うわっ！」

　アーウィンは思わず声を上げ、転がるような勢いで離れた。

「ぷぷっ。どうしたアーウィン。なにをそんなに怖がっておるのだ？　ぷーくくっ」

　先ほどの仕返しだろうか、マチルダが小馬鹿にしたような笑みを浮かべた。だがそれにいちいち過剰反応している場合ではなかった。

「笑い事じゃないんだって！　……オルクフンギが目を覚ました」

　なにもなかった乳白色の胴の一部に、真まっ赤かな目が開いていた。ギョロギョロとうごめいて周囲を見回した後、その瞳ひとみはアーウィン達に向けられる。

　するとアンナがボソッと口にした。

「急いで収穫する。今ならまだ間に合う。変化する前に」

「へ、変化？　……ええい、詳しいことは後だ」

　アンナの言葉は気がかりだが、すぐさま刈かり取ろうとするアーウィン。

　だが突如、オルクフンギの体に腕が生え、パシィッ！　とアーウィンの手を叩たたいた。思わずアーウィンはハサミを手放してしまう。

　叩かれた手を擦さすっていると、オルクフンギの体は目の前でみるみる肥大化していく。

「な、なんだこれ……。どうなってんだ？」

「えっと……オルクフンギは普段眠っており、ひとたび目を覚ますと、一気に辺りの養分を吸い上げて体が膨張する……って書いてあります！」

　ロイズの作ってくれた書類を手に、リーラが慌てたように言う。

「うそ。ロイズさんの資料、全文確認したけどそんなのどこにも書いてなかったよ……」

「あ、裏面の隅に、『書き忘れました』って注意書きと一緒に」

「そんな大事なこと、テキトーすぎるでしょ！」

　おそらくロイズのことだ。急ぎ調べて勢いで書類を仕上げたはいいが、書き忘れたことも勢いで処理したのだろう。ある意味行動がぶれていない。

　アーウィンを優に超える二メートル大にまで肥大化したオルクフンギは、こちらのことを眠りを妨げた敵と認識したのだろう。生やした腕で自ら体を苗床から引き抜き、そこからさらに足が生える。

　完全な二足歩行状態に変化したオルクフンギは、大きく生々しい目でアーウィン達を見下ろした。

　その巨大な存在感に、アーウィンは唾つばを飲む。

「それにしたって、でかすぎだろ。これじゃ野菜の収穫ってレベル通り越して、猛獣狩りだよ……。どうなってんだ？」

「あれが原因ではないか？　見てみろ、アーウィン。オルクフンギが目を覚ました途端、辺りの植物がさらに枯れてしまった」

　マチルダに言われて周囲を見回し、アーウィンも気がつく。もとからあちこち枯れていたが、それでも成長している草木はあった。なのに今はそれらも弱々しく頭を垂たれていた。

「やつめ、もしや辺りの養分を吸い取って、さらに肥大化したのではないか？　オルクフンギは、苗床付近の養分を大量に吸い上げて成長するのだろう？」

「範囲を広げて吸い上げる養分の量を増やしたから、それだけ巨大化したってことか」

　そう考えれば、辺り一面が枯れている理由にも合点がいく。

　おそらく、目の前のたった一体のオルクフンギが成長するためだけに、辺りは枯らされてしまったのだ。オルクフンギの生えている場所が開けた空間のほぼ中心であることも、吸収する範囲を同心円状に広げたからと考えれば自然な話だ。

「肥大化したオルクフンギは絶命、あるいは失神すると元のサイズにまで縮小する、って書いてあります！」

「ってことは、戦って倒さなきゃならないのか……？　これ明らかに、俺達飲食店スタッフの仕事じゃない気がするんだけど！」

「つべこべ言っている場合か、アーウィン」

　気がつけばマチルダは剣を抜き、アーウィンの隣で構えていた。

「己おのれの業種がなんであれ、やらねば殺られる時もある。そんな単純な理ことわりすら知らずに魔界でやっていけると、本気で思っておるのか、たわけめ」

「そんなの知らなくてもやっていける世界に変わったはずなんだよ！」

「表面上は変化しても本質は変わらん。魔界の労働者に必要な能力……それは『戦闘力』であることを、ここで証明して見せようぞ！」

　と、勇み駆け出すマチルダ。

「お命、頂戴！」

　横薙なぎの銀ぎん閃せんが奔はしる。素早く、鋭するどく、虚こ空くうすら切り裂かんばかりの瞬速の剣舞。

　……だがオルクフンギの肉厚な体に触れるや、ぶにょんと弾はじかれてしまった。

「な……っ！　じ、自分の剣が……効かない!?」

「実はな、さっきといい今といい……お前意外とポンコツだぞ？」

「だ、だからわざわざ言うな、たわけめ！　ならば、これでどうだ！」

　一度間合いをとったマチルダは、矛先をまっすぐオルクフンギへ向けて、突きの構えをとる。腐葉土を蹴散らす勢いで踏み込み、ギュン！　と肉薄する。

　だが鋭い矛先が体を貫こうというすんでの所で、オルクフンギはヒョイと身を翻ひるがえした。そして、アーウィンのハサミを弾はじいた時と同様に、パシィッとマチルダの腕を叩たたく。

「──あうっ！」

　突撃の勢い余ったマチルダは、そのまま前のめりに腐葉土の地面へダイブする。

「お、おい！　しっかりしろってマチルダ！　大丈夫かよ。お前、絶不調だぞ？」

「くぅ……無念！」

　マチルダの剣も、体も、容易たやすくオルクフンギに御ぎよされ倒されてしまった。

　そのことが悔くやしいのだろう、マチルダは握り拳こぶしを地面に叩きつけた。

　もっとも目立った怪け我がはなく、オルクフンギの追撃もないのは幸さいわいだ。むしろ外傷より、自分の剣が通用しなかったことへのショックの方が大きいだろう。だとすればなおさら、今はそっとしておく方が賢明かもしれない。

「物理攻撃が効かないなら……私の出番ですね、アーウィンさん！」

　リーラは買い物用の小口魔石がたんまり収まっている麻袋片手に、オルクフンギの前に立ちふさがった。

「物理攻撃が効かない魔物は魔術にめっぽう弱いもの。私の魔術でイチコロです！」

「殺す必要ないって！　なんでそんな容赦ないの!?」

「だって向こうは野菜ですし！　収穫するための、やむを得ない命のやりとりです！」

「野菜の収穫ってそんな重たい話だったっけ!?」

「いつも焦あせってミスを連発しちゃうダメな私ですが、魔術戦ではひと味違いますよ！」

「ていうか、せっかちな自覚あったのか！」

　アーウィンのツッコミを華麗にスルーし、リーラは麻袋に手を突っ込みジャラリと魔石を取り出した。金、紫、赤、オレンジに青……色とりどりの魔石が掌てのひら一杯に積まれていた。

「……って、多い多い！　まさかそれ、全部使う気？　魔石使い荒すぎだよ！」

「大丈夫です、これ全部必要経費ですから！　お母様からも許可貰もらってますし！」

「だからって、さすがに無制限って訳にはいかないんですけど!?」

「ですがこれを元手にオルクフンギを倒せれば……充分プラスです！」

「ギャンブルじゃないんだから！」

　だがすっかりノリノリのリーラは、さっそく詠唱を始めていた。

「アーウィンさんの体を痺しびれさせて血を飲みやすくするため、最近覚えた新しい魔術……さっそく試してみましょう！　『天あま翔かける神龍の刃やいば、地に落ち万物を焼き尽くさん』！」

　さらっと怖い一言を交えた詠唱に合わせて、複数の魔石が宙に浮かび上がる。円を描いて回り出すと徐々に回転速度が上がり、一つの輪のように見え始める。

「『空破る閃光ライトニング・テイアー』!!」

　魔術名を口にすると、輪の周囲にバチ、バチとなにかが迸ほとばしった……かと思えば次の瞬間、眩まばゆい閃せん光こうがオルクフンギへ放たれた。

　悪天候時にアーウィンも見たことがある。雷かみなりと呼ばれる自然現象だ。魔石によって生み出された雷が、目にも留まらぬ早さでオルクフンギに直撃する。

　──だが、オルクフンギはビクともしなかった。

「…………あれ？」

　まさかの結果に、リーラはヒクッと口元を歪ゆがめた。

　間違いなく雷撃はオルクフンギに直撃した。だが痺しびれるどころか体内へ吸収したらしく、オルクフンギは満足そうにゲップし、体を肥大化させたのだ。

「ど、どうなってんだ？　全然効いてないどころか、さっきより体が膨れてるぞ？」

「……そうか！　大変です、アーウィンさん！　思い出しました！」

「え？　な、なにを……？」

「イビル・マッシュルームってオルクフンギに限らず『養分吸収エナジードレイン』の特性があるので、魔力を使った攻撃って吸収されちゃうから、相性最悪なんです……」

「魔術にめっぽう弱いんじゃなかったのかよ！」

「え、えへへ。滅めつ多たにイビル・マッシュルームと戦わないので忘れてました……てへっ」












「いや『てへっ』じゃないよ！　なんで術使う前にちゃんと考えないの！」

　アーウィンは頭を抱えた。相変わらずせっかちな吸血鬼である。

「どうしよう……。とりあえず動きを封じて、その隙すきに策を練るしか……」

　問題は動きをどうやって封じるか。だがその方法はすぐにピンと思い浮かぶ。

「アンナ！　さっきリーラを助けた時みたいに、包帯であいつを押さえ込んでほしい！」

「うう、うち……む、無理……」

「無理ってなんで……」

　さっきは自ら進んで包帯を飛ばしてくれたのに、一体なぜ？　疑問に思ってアーウィンは振り返る。

「……ってアンナ、なにしてんの!?」

　振り返った先にいたアンナは、なぜか全身に湿った枯れ葉や腐葉土を擦こすりつけていた。その表情は必死そのもので、凍えているかのようにガタガタと歯を震わせていた。

「お、思ってたより日の光、きょ、強烈……。これ以上浴びたら、ひ、干からびる……。う、潤うるおいが欲しい……もっと……」

「アンデッド族にそんな弱点があったなんて……。だ、大丈夫か？」

「も、ももも、もうダメ……うち……意識が……飛び……そう」

「しっかりしろ、アンナ！　死ぬな！　……いや元から屍しかばねか。起きろー！　寝るなー！」

　アーウィンは慌ててアンナへ駆け寄って体を支える。その腕の中で、アンナは静かに気を失ってしまった。

　辛かろうじて息はしているようだが、アンデッド族は元が屍。無事なのかどうかもよくわからなくてアーウィンは困惑してしまう。とりあえずこれ以上干からびないよう、腐葉土の上に寝かせて土をかぶせることにした。

　なんであれ、マチルダの剣もリーラの魔術も通用しない。

　アンナは気絶してしまい、協力を得られない。となると……、

「お、俺が倒さなきゃなんないのか……？」

　タラァと冷や汗が流れる。確かに先程はキング・ウツボカズラ相手にリーラを助けられたが、あれは『戦闘』とは訳が違う。

　だがリーラの縋すがるような目は、まっすぐアーウィンに向けられていた。

「いやいや、無理だよ。そんな目で見つめられても、戦えるわけないって……」

「でも、オルクフンギはやる気満々みたいですし……」

　リーラが指さした先のオルクフンギは、まるでウォーミングアップでもしているかのように体を揺らし、シュッシュッと拳こぶしを突き出していた。めちゃくちゃやる気満々だ。

「どう考えてもおかしいって！　俺、普通の飲食店スタッフなんだよ!?　こんなの仕事のうちじゃないよ！」

「そ、そうは言っても、オルクフンギを狩りとって持ち帰ることが、アーウィンさんの呪のろいを解くための条件ですし……」

「……ぐっ」

「ここで貴様が戦わねば、もはや誰もオルクフンギを捕らえることはできん。今こそ立ち上がる時であるぞ、アーウィン・オルコット」

「ならまずお前が立ち上がれ、マチルダ！　いつまで地べたに突っ伏してんだ！」

　誰も彼もが他力本願。しかも、戦闘についてはずぶの素人であるアーウィンに対して。

　だが二人の言うとおり、斬ざん撃げきも魔法も効果がない以上、今戦って効果が期待できるのは肉弾戦だけ。さらにアーウィンなら、呪いの副作用でより強力な打撃を与えられるかもしれない。そこまでは理解できている。

　しかしやはり、なんの経験もない人間がいきなり戦うなど……。

「──っ！　アーウィンさん、危ない！」

　突然のリーラの声に弾はじかれ、アーウィンは顔を上げる。

　やる気満々だったオルクフンギはすでに駆け出しており、気がつけばアーウィンのそばまで肉薄していたのだ。

「──うわッ!?」

　いきなりの展開にアーウィンは驚いて、ひとまず間合いを取ろうと後ずさった。

　──だが慌ててしまい、無理な体勢で動いたことが仇あだとなった。

　ズルッ！

「…………え？」

　足下は湿った腐葉土。焦あせりと無理な体勢とで重心がずれ、滑すべってしまった。踏ん張りも利かず、アーウィンは後ずさった勢いそのままに背中から倒れる。

　そうしている間にもオルクフンギは容赦なく詰め寄ってくる。このままでは倒れたアーウィンにのし掛かり、マウントポジションを取られてしまう。

（そうなったら……俺、フルボッコ!?）

　サーッと血の気が引く。オルクフンギも、アーウィンにのし掛かろうと飛びついてくる。

　このままでは為なす術すべなく、ボコボコにされる。

　そんな恐怖心が、無意識にアーウィンの体を動かしたからだろうか。

　──バキッ！

「──プギュッ!!」

　勢いよく押し出されたような悲鳴が森に響く。アーウィンは倒れながら、声のした方へ何事かと目を向ける。

　倒れる途中、アーウィンの足がオルクフンギを蹴り上げていたのだ。しかも、呪のろいの副作用によって蹴り上げる力が増大していたからか、オルクフンギは蹴られた場所を押さえながら吹き飛んでいた。

　その場所は、性別が男なら見ただけで誰もが背筋を凍らせ、悶もだえ苦しむ箇所。

「ひぅっ！」

　無意識だったとはいえ、蹴り上げた本人であるにもかかわらず、アーウィンは悲鳴を上げて股またを押さえた。我ながら妙な場所へクリティカルヒットを与えたと思う。そもそも、オルクフンギもそこに弱点があるとは思いもよらなかった。

　やがてオルクフンギは悶もん絶ぜつしながら地面に落ち、その体をシュルルル……と縮ちぢませた。

　失神したら元のサイズに縮むのが、オルクフンギの特性。と言うことは……、

「ア、アーウィンさん！　やりました！　オルクフンギ、ゲットです！」

「ふ……人間ながら、やはりやる時はやる男だな、アーウィン」

　リーラとマチルダが口々に労ねぎらい、駆け寄ってくる。そこでようやく、アーウィンはオルクフンギを倒すことができたのだと理解した。

　気がつけば襲われ、気がつけば終わっていた。そんな味も素っ気もない顚てん末まつに呆ぼう然ぜんとなりながら、アーウィンは仰向けに倒れたまま空を眺ながめる。憎たらしいほど澄んだ青空を視界いっぱいに納めながら、彼はポツリと呟つぶやいた。

「……やっぱりこんなの、飲食店スタッフの仕事じゃないって……」

『レストラン・フォリオーズ』副店長のため息は、溶けるように空へと消えていった。







　すっかり日も暮れた、午後七時。

　無事にオルクフンギを収穫したアーウィン達は、日陰に連れ戻して復活したアンナ主導で、ポーションに必要な材料も無事に採取する。その後、『一方通行案内人ワールズエンド・ダークホール』で『レストラン・フォリオーズ』へと帰宅した。

　さすがに泥だらけのままで客席を素通りするわけにはいかず、やむを得ず直接、店舗二階のリビングへ降り立った四人。

「よう、お帰り！　……ははっ。すんげぇボロボロだな、お前ら」

　リビングのソファで休きゆう憩けい中だったらしいゲイルが、黒い渦うずから現れたアーウィン達を見てからかうように笑った。

「そんなに大変だったのか？　オルクフンギ狩りは」

「大変なんてもんじゃないですよ。なんで飲食店の店員が食材相手に襲われなきゃなんないんですか……。手当てがほしいぐらいです」

　アーウィンがため息交じりに言うと、リーラが笑顔を取り繕つくろってなだめる。

「まぁまぁアーウィンさん。無事に収穫できたんですし、結果オーライってことで♪」

「リーラ殿の言うとおりだぞ、アーウィン。ネチネチとうるさい奴よの」

「な、ん……ああ、ホントにもう！」

　リーラとマチルダに言いたいことは山ほどあるが、どうにか堪こらえて飲み込むアーウィン。

「とりあえず、シャワー浴びてきた方がいいんじゃねぇか？　まぁ家主でもない俺が言うのもなんだけどよ。そのままじゃ店にだって出られねぇし、気分転換がてらよ」

「ええ、そうします……。なんだったら、リーラ達がお先にどうぞ」

「え？　いいんですか？」

　アーウィンに促されたリーラは、オルクフンギ狩りに使った荷物の片付けを止やめて笑顔を咲かせた。

「えへへ♪　それじゃぁ、お言葉に甘えさせてもらいますね。そうだ、せっかくだから三人一緒にシャワー浴びよう？　マチルダちゃん、アンナちゃん、こっちこっち！」

「い、いや、しかし自分、湯を浴びるなら一人の方が……」

「そんな寂しいこと言わないで……ね？　えへへ♪　みんなで一緒に背中洗いっことか、憧れてたんだぁ。浴室ちょっと狭いかもしれないけど大丈夫だよね」

「肌はだ潤うるおうなら、うちはなんでもいい」

　そう、同じ年頃の女子……の魔物三人は、やいのやいのと風呂場へ向かった。彼女らが魔物なんだと忘れそうになるぐらい、傍はた目めには楽しそうに見える。本当ならこのあと店の営業が控えているのだが、この様子ではのんびり長湯にもなりそうだった。

（……まぁ無事に食材も採ってこれたんだし、少しぐらいはいいか）

　脱衣所へ入っていったリーラ達を眺ながめながら、アーウィンは微笑ほほえみを浮かべる。

　その時だ。ゲイルがふいに「へへっ」と笑ったので、アーウィンは何事かと振り向く。彼も彼で浴室の方を眺めていたが、アーウィンの視線に気がついて目を合わせた。

「…………俺達もあとで一緒に浴びるか？」

「さぁて使った道具の片付け片付けっと」

「スルーかよ！　さすがに俺もへこむぜ!?」

　冗談だとしてもたちが悪いゲイルの発言を、あえて無視したアーウィン。

　ガックリ肩を落とすゲイルを尻しり目めに、黙々と荷物を片付け始めた。













四章　ミーティングはいつも白熱血みどろです！










　　《スリープゴートの月》五日






　オルクフンギ狩りの翌日。

「いてて……。全身、筋肉痛だな」

　アーウィンは店の一階客席を箒ほうきで掃いている途中、腰と背中をグイッと伸ばした。完全に昨日の、慣れない冒険による疲労が残っていた。

「もうちょっとゆっくり、休んどけばよかったかな……」

　そう、ホールの壁に掛けられている時計へ目を向ける。時間はちょうど、正午を過ぎた頃。通常なら出勤時間は午後二時なのだが、今日は営業前の仕込みの時間に、小規模なミーティングをすることになっていた。事前に済ませられるホールの準備などを行うため、少し早めに出勤していたのだ。

「どうした？　お疲れか、アーウィン」

　デシャップカウンター越しに、厨ちゆう房ぼう側からゲイルが声をかける。彼もこの後のミーティングに参加予定で、アーウィン同様早めに出勤し、仕込みをしていた。

「……いえ、大丈夫です。昨日の今日で、リーラとマチルダも早くから仕事してますしね。俺一人弱音なんて吐いてられません」

　今店内にはアーウィンと厨ちゆう房ぼうで作業しているゲイル、十匹のコロボックルだけ。リーラとマチルダは屋台の店番に出ていた。

　みんな、手分けしてがんばっているのだ。筋肉痛だろうとなんだろうと、手を休めるわけにはいかない。アーウィンが掃き掃除を再開しようと、箒ほうきを握る手に力を込めた。

　──カランッ

　その時だ。店のドアチャイムが乾いた音を鳴らし、入り口が開く。

　おそらく、ポーションを作るためのデータ集めでアンナがひょっこりやって来たのだろう。そう当たりをつけて、アーウィンはドアへ目を向ける。

「やぁ、まだ元気そうじゃないか」

　だがそこには、気け怠だるげな面立ちのマミーの少女だけでなく、深紅の体を白いローブで包み込む竜りゆう人じんまでが立っていた。

　ベネデットは笑みを浮かべ、チラリとアーウィンの頭上へ視線を投げた。

「ベ、ベネデットさん？　あの、どうされましたか……？」

「決まってるじゃないか。明日の会食の、最終的な人数と時間の連絡だよ。アンナが店に行くところだったから、ついてきたんだ。それに、店の雰囲気も見ておきたかったしね。ちょっとお邪魔するよ」

　金色の細やかな装飾が眩まぶしいローブを翻ひるがえし、ベネデットは店の中へ入り込む。アンナも後を追うようにドアを潜くぐった。

　それとほぼ同時に、ゲイルがホールへ出てくる。

「どうしたアーウィン。お客さんか……──ッ!?」

　だがベネデットを視認するや息を吞のみ、彼はすぐさま跪ひざまずいた。

「やめてよ。畏かしこまられるのは好きじゃないんだ。楽にして」

　ベネデットが困ったように顔をしかめ、手で合図を送る。ゲイルはそう言われてはじめて立ち上がった。

　ベネデットが四獣将だからか、はたまた元七大貴族だからか、詳細な理由はわからない。だがベネデットの地位の高さを窺うかがい知るには、十分すぎるやりとりに思えた。

「うん、いい雰囲気の店だ。あのお転てん婆ばが経営してるわりにはね。これなら先方も満足してくれるだろう」

「お気に召して頂けたのであれば、光栄です」

　ついアーウィンも畏かしこまった言葉で返してしまった。

「いや、だから……まぁいいか。ところで、当日料理を担当するのは？」

「申し遅れました。私が当店の料理長と、ベネデット様のお席の料理を担当いたします、ゲイル・マルコーニと申します」

「よろしく。楽しみにしてるよ」

　ゲイルは恭うやうやしくお辞じ儀ぎをして答えた。ゲイルのこんな姿を、アーウィンは今まで見たことがない。少し新鮮だった。

「それで、今回僕らの席の給仕を担当するのは君かい？　アーウィン君」

「はい。副店長という立場や、『人間就しゆう労ろう制度』を利用し魔界で働いている人間として、適任ではないかと考えてます」

「うん、僕もそのつもりでいたんだ。この前、伝え忘れたこともあったしね」

「……伝え忘れたこと？」

　すると、ベネデットは肩をすくめた。

「なんでも先方のお子さん、ちょっとわがままなところがあるらしいんだ」

「わがまま、ですか？」

「迷惑はかけないよう言いつけるとは言ってるんだけどね。人間の子供がどのぐらいわがままなのか、僕にはわからないからさ。人間の君なら慣れてるかと思って」

「なるほど……」

　飲食店に勤めていれば当然、家族で来店するお客様もいる。アーウィンも今まで、悪意はなくとも店内で騒いだりわがままを言って、店側を困らせる子供に何度も対応してきた。

　こと『人間の子供』相手なら、少なくとも店のスタッフの中では、アーウィンが抜きん出て経験値が高いだろう。

（……問題は『どう』わがままなのかなんだけど……こればっかりは当日、臨機応変に対応するしかないか）

　子供のわがままのパターンはおよそ絞り込める。思案していたアーウィンは顔を上げた。

「わかりました。僕にお任せください」

「頼りにしてるよ。相手のご家族三人と僕を入れた四人で、午後の七時頃には来るから」

「かしこまりました。ご予約、確かに承うけたまわりました」

　アーウィンが笑顔でお辞儀をすると、ベネデットも安心したように微笑ほほえみを返し、

「それじゃぁ、また明日。アンナ、あまり先方に迷惑かけないようにね」

「大丈夫。うち、とてもいい子」

　アンナの覇気のないＶサインを確認して、ベネデットは踵きびすを返して立ち去る。

　パタン……とドアが閉まり、一気にホールが静寂に包まれ──、

「…………やっべぇ。めちゃくちゃ緊張した。不意打ちにも程があるぜ」

　たちまち、低温モードでもないのにゲイルは床にへたり込んでしまった。

　ベネデットを前にして、相当肩に力が入っていたらしい。

「そ、そんなにですか？　ほらほら、立ってくださいって」

　アーウィンも人間界で働いていた時、似たようなシチュエーションに出くわしたことがある。萎い縮しゆくしてなにも話せなかった、接客業に務めるうえでの苦い経験だ。どうやら、そういった感情の働きかけに、人も魔物も大きな差はないらしい。

「あんなふうに言われたら、がんばらないわけにはいかないでしょう」

「そりゃそうだけどよ～……」

　ゲイルはゆっくりと起き上がり、厨ちゆう房ぼうへ向かった。料理人としてプレッシャーを感じているのかもしれない。

　アーウィンがリザードマンの背を目で追いかけていると、ふいにアンナが袖を引っ張る。

「アーウィン、なんか気合い充分。昨日、一昨日よりも」

「そ、そうかな……？」

「なにか、いいことあった？　うち、わからないから気になる。気合い入ってる理由」

　純粋な疑問の目を向けられ、アーウィンは困惑する。気合いの入っている自覚もないし、入った理由も心当たりがないのだが……。

「……っ!?　もしかして！」

　唐突にアンナは目を輝かせ、抱きつく勢いでアーウィンに飛びついた。

「うわ！　ちょっ……いきなりなに!?」

「あ、新しい、未知の、呪のろいの副作用かも……！　ふひひっ、だとしたら、うち、歴史に名が残る偉業！　スンスン、スンスン……」

「お、落ち着けって！　く、くすぐったいんだって！」

「ふひひ……もしかしたら、呪いの進行で気が触れて、『狂乱状態バーサク』に陥るのかも？　呪いにかかった人間、自じ暴ぼう自じ棄きになる。その裏付け。スーハー、スーハー……新発見！」

「こんな強烈な匂いフェチこそ新発見だ！　……って、どこの匂い嗅かごうとしてんの!?」

　アンナはあろうことか、腰の周りにまで鼻をすり寄せて匂いを嗅ぎ始める。その周囲へ女の子が顔を近づけるのは、前も後ろもいろいろ問題が多い。

　アンナにとっては探究心ゆえの行為なのだろう。だが、ここまで羞しゆう恥ち心しんが皆無だとアーウィンの方が焦あせるし恥ずかしい。

「さっきベネデットさんに、迷惑かけないようにって言われたばかりでしょうが！　ちょ、本当にタンマ！　そ、そこだけは勘弁して！」

　騒ぎながら、どうにかデリケートな場所の匂いを死守せんとアーウィンは奮闘する。ミーティングや営業を前に、すっかり身も心も疲れ果ててしまったのは言うまでもない。







「えー、それでは。明日の営業に向けてのミーティングを始めます」

　午後二時を回った頃。

　アーウィンは店内隅の客席に座り、リーラ、マチルダ、ゲイルの前で宣言する。

「議題は大まかに二つ。魔物も人間も喜んでもらえる料理のアイディア出しと、主役であるお誕生日の社長令嬢をどうおもてなししてお祝いするかです」

　端的に発表すると、さっそくリーラ達三人は唸うなって考え始める。正規のスタッフではないためミーティングには参加しないが、アーウィンのそばの席では、アンナがアーウィンを舐なめるように観察してはメモを取っていた。ジッと眺ながめられるのは気になるのだが、ミーティングに集中しなければと、意識を切り替える。

「魔物も人間も喜んでもらえる料理……か。例えば、人間界と魔界、それぞれの世界の食材を使った料理、って感じが妥当か？」

　頭を捻ひねり始めたところにゲイルの声がかかり、アーウィンは頷うなずく。

「ですね。魔物の好みや人間の好み……どちらか一方に強く寄るような案は、避けた方がいいかもしれません。それを念頭に、なにか思い浮かんだ人から発表してください」

「あ、はいっ！　思いつきました！」

　アーウィンが促すと、さっそくリーラが勢いよく手を上げた。

「魔物も人間も喜んでもらうには、エンターテインメント性が大事だと思うんです」

「おお、なんかすごい意見が出てきた。エンターテインメント性……か。具体的には？」

　リーラは顎あごに指を当てて思案し、

「例えば野菜型の魔物同士を、お皿の上で乱闘させてですね」

「そもそも料理じゃない!?　調理行程、どこ行った！」

「血みどろの戦いに決着がついたところで、アシッド・クラーケンの溶解液をかけます。すると阿あ鼻び叫きよう喚かんまき散らして、野菜達がボロボロと溶けますよね？」

「ホラーだよ！　エンターテインメントだけど、子供泣くよ！」

「あとはかき混ぜれば、野菜が程よく崩れた食べやすいサラダのできあがりです！」

「食えないよ！　溶解液なんて食べたら喉のどがただれるよ！」

「そうして吐血したところを私が頂くと」

「ちゃっかり頂いてどうする！」

　主客転倒とはこのことだ。まさかこうも鮮やかに、リーラが血を頂くまでの道筋ができあがってしまうとは……。ある意味合理的だ。

　そもそも血が絡むと、リーラは妙に頭が切れる気もする。これも吸血鬼族としての特性なのだろうか？　アーウィンの疑問は絶えなかった。

「あ、あれ？　おかしいな……。確か人間界には、『お相しよう伴ばんに預かる』って言葉が……」

「それね、相手の厚意でお酒をご一緒することを言うんだよ。こっちから物理的に引き出すのはちょっと違うんだって」

　意外と難しい言葉を知っていたリーラ。確かに飲食店で働いていれば、耳にする機会も多い言葉ではある。だがリーラの歳としや勤きん務む歴で知っているのは、彼女がよく人間界の文化を勉強している証拠かもしれない。

　もっとも意味をはき違えていたのでは、せっかくの努力も無意味になってしまう。

　肝心なところで抜けてしまうリーラに、アーウィンはため息をついた。

「そもそも危害与えちゃダメでしょ。喜んでくれることを与えないと」

「そっか……そうですよね。喜んでくれること……」

　アーウィンに指摘され、リーラは再び思案する。

「ああ！　アーウィンさん、これなら絶対バッチリですよ！」

「今日のリーラはどんどんアイディア出るね、内容はともかく。それで？」

「お客様の目の前で、お料理にアーウィンさんの血をぶっかけるんです！」

「俺の寿命がどんどん縮ちぢむね！　ていうかゲイルさんの料理台無しじゃん！」

「そんなことないですよ。キレイな赤色ができたてのお料理を明るく彩り、コクのある人間の血が舌の上で踊り、お料理の味をグッと引き立てる……最高の調味料ですよ♪」

「吸血鬼にとってはね！　人間相手じゃ調味料にならないから！」

「あれ？　でも人間界には、なんにでも『まよねーず』って調味料をかける習慣があるって聞きましたし、同じような感じかと……」

「人間みな『マヨラー』じゃないよ！　……ていうか吸血鬼にとって人間の血ってマヨネーズ扱いなの!?　むしろショックだよ！」

　そんなにもジャンクな調味料が、自分の体内を巡っている……。そう考えると、たちまち顔が青くなってしまったアーウィン。いつか店に吸血鬼の団体客でも押し寄せようものなら、並んだ料理の前で容赦なく血を抜かれるのではないだろうか。

　アーウィンはそんなおぞましい光景を追い払うようにかぶりを振った。

「他にこう、ない？　エンターテインメント性って発想はすごくいいんだけど……」

「そしたら……やっぱり、お客様の前で食材の解体ショーですかね？　血がドバッと吹き出るやつ。それで、鮮度抜群の臓物をレアで頂くんです」

「なにが『やっぱり』なのかさっぱりだよ……」

　血なまぐさい案の連続に、いよいよアーウィンは頭を抱えた。

　その時だ。それまで考え込んでいたマチルダがふいに口を開く。

「ふむ。解体ショーというのなら自分も協力できよう」

　これまた厄介なタイミングで混ざってきたもんだと、アーウィンは胃の痛む思いだった。

「ホントに？　えへへ、よかった♪　でもなにを捌さばきましょうか？」

「いや、まだ解体ショーって決まったわけじゃないんだけど？」

「さすがに、人間の前で人間を解体するわけにはいかないと思うから……」

　アーウィンのツッコミを華麗にスルーしてリーラが言うと、やれやれと言った様子でマチルダが息を吐いた。

「甘いぞリーラ殿。自分、こういった催しごとは、時に目を見張るほど派手に行うものだと師に教わったことがある」

「なるほど！　でもそうだよね、誕生日なのに地味なお祝いはかわいそうだもんね！」

「ゆえに誕生日の子供の前で、両親を血祭りに上げれば盛り上がるのではないか？」

「下がるよ！　断崖絶壁のように子供の気持ち急降下だよっ！　なんで主役にトラウマ植え付けてんだ！」

「子供が主役……そうか、しまった！　それをすっかり忘れていた。すまぬ！」

　なにを反省したのかは不明だが、マチルダは頭を下げ──続けた。

「やはり子供の方を斬きり殺すべきであったか」

「生まれた記念日に人生終わらせるなー！」

「む、それは一理あるな。であれば殺さない方向で考えよう」

「最初からその方向で考えろよ！」

「当日、自分の剣の切っ先を突きつけ、生まれてきたことを後悔するほどに怯おびえさせ、他の客人の前で『魔王様万歳！』と叫ばせれば、一生物の思い出を残せるのでは？」

「そうだな、一生物の恐怖が残せるだろうな！」

　ツッコミ疲れてゼェゼェと息を荒くするアーウィン。まさかこれほど物騒な案ばかりが飛び交い、収拾がつかなくなるとは……完全に想定外だった。

「もう！　料理にしろお祝いの方法にしろ、みんなもう少しちゃんと考えようよ……。人間からしたらおぞましすぎて、さすがに採用できないんだって……」

「ひどい！　私達、すっごい真剣に考えてるのに……」

「そうだぞ！　自分ら魔物にとって、最大限の祝いの気持ちであるぞ？」

「もちろんそうなんだろうけど、相手は人間の子供、それも女の子なんだって。例えば、子供が好む料理をいくつかピックアップして、それを魔界料理風にアレンジするにはどんな案があるか……とか。お店から、記念になるようなおしゃれでかわいい小物をプレゼントするとして、なにを用意しようか……とかさ。そういう案を出し合いたくって」

「なら最初からそう言えばよかろう。発想の幅が自由すぎるからこうなるのだ」

「な！　ん……くっ……た、確かに俺の進め方にも、問題あったかもしれない……けど」

　案を出しやすいよう導きながらミーティングを進められなかったのは、確かにアーウィンの落ち度だ。シレッと悪びれた様子もなく核心を突いてきたマチルダに、ものすごく言いたいこともある。だがアーウィンは必死に堪こらえた。

「まぁまぁ。別に、今まで出た案も、全部が全部妙ちくりんってわけでもねぇだろ」

　すると、ゲイルが場をなだめるように口を開いた。

「いや、結構な割合で妙ちくりんですけどね……」

「だとしても、とりあえず出た案の使えるところは使っていくって感じで、改めて詰めていけばいいんじゃねぇか？　まだ時間はあるしよ」

　ゲイルの言うことはもっともだ。おぞましい部分は除外するとして、しかし使えない発想ばかりというわけではない。そうした要素を組み合わせて、調えていくことで、充分使える案には仕上がっていくだろう。

　アーウィンは正直に、ゲイルが間に入ってくれて助かったと安あん堵どする。

「……そうですね、それじゃぁ──」

「よっしゃ、いったん休きゆう憩けい挟むか！」

「ミーティング始まってまだ三十分も経たってませんけどー!?」

　てっきり仕切り直しのつもりで間に入ったと思っていたゲイルが、まさかの中断宣言。さすがにアーウィンも目くじらを立てて突っ込んだ。

　……と、その時だ。

「ふへ……ふへへへっ」

　妙な笑い声が、アーウィンのすぐそばから聞こえてきた。

　何事かと思って目を向ける。アンナが、お腹なかを押さえて笑っていたのだ。

「ア、アンナ……？」

　それも、普段の『ふひひ』という怪しい笑みではない。包帯の下から覗のぞくアンナの笑顔は、堪えきれずに崩れてしまったような、しかし年頃の女の子らしい柔やわらかい表情だった。

「どうした？　なんかおかしかった？」

「うん……おかしい。すごく賑にぎやか。全然、仕事じゃないみたい」

　アンナは目め尻じりに涙まで浮かべていた。体から不必要に潤うるおいが逃げるのを避けるためだろうか、その涙を頰ほおへすり込むように擦こすり、アンナは続けた。

「うちの仕事、孤独。研究所引きこもって、新薬開発して……。仲間や部下、いるけどこんな賑やかじゃない。それが、うちにとっての仕事……だから新鮮で、おかしい」

　研究室にこもり、日夜新しいポーションの研究開発に勤いそしむ。魔物社会への貢献度の高い仕事だとアーウィンは思う。そして、日の光が苦手なアンデッド族の彼女にとっては、あらゆる意味で研究職というのは天職なのだろう。

　だが翻ひるがえせば、その仕事しか知らない。アンナにとっての『仕事』とは、『研究室に籠もって孤独に黙々とポーションの研究開発を進めること』でしかないのだ。

「うち、なんとなく、わかった。今日、アーウィンが気合い充分な理由」

　笑いも収まったのか、アンナはお腹なかを押さえることもなくなっていた。

　だがその表情は相変わらず、ふわりとした笑顔だった。

「アーウィンも、他のみんなも……楽しそう。明日のことも、楽しみにしてる。たぶん、そう思ってる。だから今日、準備に気合い入ってる……」

「……確かに、そうかもしれないな」












　ベネデットが店へ来た時、彼からは店やアーウィンを始めとする全スタッフに、全ぜん幅ぷくの信頼を寄せていることが伝わってきた。飲食店店員としてそれほど嬉うれしいことはない。

　だからこそ、その信頼には全力で応こたえたいし、応えなければならないと思った。

　今にして思えばベネデットの言葉がキッカケで、『レストラン・フォリオーズ』の副店長として、呪のろいを解くという目的以外の確かな使命感が芽生えていたのかもしれない。

「なんなら、アンナも混ざったらいいよ。アイディアがあるなら、遠慮しなくていい」

「……いいの？」

　アーウィンの言葉に、アンナは目を丸くした。

「たまには違う環境で、違うやり方で、仕事してみるのも息抜きになるからさ」

　手を差し出すようにアーウィンが告げる。だが、店のスタッフでもないのにいいのだろうかと、躊躇ためらっているらしい。

　アンナはしばらく無言を貫き、やがて、ゆっくりと手を上げた。

「………うん、わかった。それじゃ……」

　その様子に、アーウィンは小さく微笑ほほえんで、

「できたばかりの、性別入れ替える新薬、ある。記念に被験体になってもらう、とか？」

「第二の人生始めさせてどうする！」

　相変わらず人間の考えを逸脱している魔物の発想に、頭を抱えて突っ込んだ。







　ミーティングはその後、営業時間ギリギリまで費やした。

　結果的にお祝いの方法は、人間でも食べられるケーキをゲイル主導でリーラが準備し、他のお客様にもこっそり協力してもらい、人間界のお祝いの歌を歌うという案に決まった。

　料理に関しては、ミーティング中に決まらなかったが充分ヒントは得られたらしい。営業後、ゲイルを筆頭に厨ちゆう房ぼうスタッフだけでミーティングを行って固めるそうだ。

　ともあれ、明日の営業へ向けての準備はどんどん整っていった。ミーティング中、物騒な案が飛び交った時はどうなるかと思ったアーウィンだが、収まるところには収まって胸をなで下ろした。

　そうして、午後十一時も半ばにさしかかった頃。

「ありがとうございました！　またのお越しをお待ちしております！」

　本日最後のお客様を見送ったアーウィン。暗い夜道にお客様が溶け込んでいったのを確認し、外の立て看板を抱えて店に戻る。ホールではリーラとマチルダが、手分けしてテーブルの片付けをしていた。

　厨ちゆう房ぼうでは、早々に片付けを済ませてミーティングを始めているらしい。店の入り口からでもデシャップカウンター越しに、厨房スタッフが集まっているのが見えた。

（料理に関しては、俺達が変に加わるより任せちゃった方がいいからな）

　アーウィンには、ホールスタッフとしての経験はあっても、キッチンスタッフとしての経験はない。もちろん知識は叩たたき込んではあるが、現場経験がないという意味では素人。ゲイルに任せておけば、明日の料理については問題ないだろう。

　アーウィンもホールの片付けに加わろうと、持っていた看板を壁に立てかける。ふと顔を上げると、向かいの窓ガラスにうっすらとアーウィンの姿が映った。

　そして──頭の上の、『３』という数字も。

　最初は『７』だった数字も、あっという間に減ってしまった。明日には『２』に変わる。残り二日。猶ゆう予よなんてない。

　明日の営業が楽しみというのはウソではない。ベネデットが寄せてくれている信頼に応こたえたいという気持ちは、もちろんある。だがアンデッド化までもう猶予はないんだと思い知らされると、ジワリジワリと焦あせりが滲にじむ。

（……いや、気にするのはよそう。なんであれ、明日は誕生日のお祝いを成功させる。誠心誠意おもてなしして、喜んでもらう。そうすれば……）

　結果は後からついてくる。アーウィンはそう自分に言い聞かせ、雑念を払う。

　その時だ。クイクイっとシャツを引っ張られる。振り返った先に立っていたアンナは、『レストラン・フォリオーズ』の制服から普段の包帯姿へと着替えたあとだった。

「うち、今日はそろそろ、帰る。呪のろい解くポーション、調合表まとめないと」

「おう。お疲れ様。ありがとうな」

　アーウィンが労ねぎらうと、アンナは小首をかしげた。

「……？　うち、なにもしてない。データ集めるのに、アーウィン、観察してただけ」

「今日はそれだけじゃなかったろ？　ミーティングにも参加したんだし」

「…………ああ」

　ゆっくり時間をかけ、アンナは思い出したように声を漏らした。

「……ふへへ。思い出したら、なんか楽しくなってきた」

「そりゃなによりだ。それじゃぁ、帰り気をつけてね」

　アンナはコクリと頷うなずくと、そのまま店のドアへ手を掛けた。

「…………明日も来るだろ？」

　アーウィンが呼び止めるように声をかける。マミーの少女は、少しだけ驚いたように振り返った。呆あつ気けにとられているようだった表情が、次第にうっすらと笑顔に変わる。

「うん。データ集めも、まだ途中だし。それにうち、この店の……専属医療顧問だから」

「あ……はは。いや、だからその役職は、飲食店では使わない役職……」

「わかってる。冗談」

　アンナは控えめなＶサインを浮かべ、そのまま静かに店を後にした。

　あまり大げさに感情を表に出さない、アンニュイな雰囲気のアンナが、冗談を言った。そのことにアーウィンは驚き──妙におかしくて、小さく吹き出してしまった。

「アーウィンさーん。すみません、洗い物しまうの、手伝ってくれませんかー？」

　リーラの声にアーウィンは振り返る。リーラは、マチルダとスライム・ウォッシュがせっせと洗った食器を拭いて、所定の場所へ片付けているところのようだ。

「ごめん、今行く！」

　アーウィンはサロンエプロンをキュッと結び直し、洗い場へ向かう。

「さーて。明日に備えて休めるよう、さっさと終わらせようか」

「はいっ！」

　まだ今日の仕事は終わっていない。弾はじけるような笑顔を浮かべたリーラの横に並び立ち、アーウィンは食器を一枚一枚、丁寧に拭き始めた。






五章　お誕生日、魔物一同がお祝い申し上げます！










　　《スリープゴートの月》六日






「みんな、おはよう。朝礼を始める」

　午後六時の営業開始を十五分後に控えた、『レストラン・フォリオーズ』。

　店の全スタッフが集合しているホールに、ロイズの声が響いた。

「今日の予約は全部で三件。うち、一般のお客様の予約二件は、在籍しているホールスタッフが全員揃そろっているし、特に問題ないだろう」

　予約客のリストを片手にロイズが言う。今日は平日であるにもかかわらず、万が一の混雑に備えてモノアイ族の男性や木霊こだまの女の子も出勤していた。

「……重要なのは、ベネデット様主催の誕生日会の席だな」

　ロイズが少しだけ語気を強めた。

「ベネデット様のお連れ様である、社長夫妻の娘さんの誕生日をお祝いする。これを喜んでもらえたかどうかが、アーウィンにかかっている呪のろいを解くのに必要な条件だ」

　ロイズの言葉に一語一句、みな真剣に聞き入っていた。リーラやマチルダ、ゲイルはもちろん、朝礼の輪の外で待機しているアンナでさえ耳を傾けていた。ロイズの声はそれだけ、気を引き締める強さを孕はらんでいるのだろう。

「アーウィンは前回、『レストラン・フォリオーズ』を救うために立ち上がってくれた。今度は私達が、アーウィンを支えてやる番だ。気合いを入れろ。以上」

「「「よろしくお願いします！」」」

　一切乱れのない号令がホールに響く。

　アーウィンが負っている呪のろいについては、あくまで個人的な問題だ。それを店の営業や、他のスタッフの業務へ持ち込むことになって、居たたまれない気持ちも芽生えかけた。

　だがそんなの、気にしなくてもいいのだと改めて思った。この全スタッフの団結力こそが、これから始まる営業へ向けたみんなの総意なのだとアーウィンは理解した。

「アーウィンさん！　お客様にとってステキな日になるよう、がんばりましょうね！」

　リーラがまっすぐな眼まな差ざしを向けて、アーウィンを鼓舞する。

「案ずるな。貴様の指導で身につけた接客術だ、みなが協力すれば造作もない」

　マチルダが頼りがいのある強気な笑顔を向ける。同時に、そばに立つモノアイ族や木霊こだまの女の子、レジスターのミミック達ホールスタッフみんなも、力強く頷うなずいた。

「厨ちゆう房ぼうは気にしなくていい。お前は誠心誠意、お客様をおもてなししてこいよな」

　ゲイルがニッと笑って緑色の親指を立てる。彼の近くに控えているコロボックルやフライングナイフ、フレイムボール、スライム・ウォッシュ……全キッチンスタッフも、ゲイルと同じく笑顔で返した。

「……だそうだ、副店長。オープンの号令前に、なにか言うべきことはないのか？」

　ロイズの言葉がそっと背中を押す。

　そうだ。これほどみんなに支えられ、信頼されているのだ。

　副店長として言うべきことを、今ここで伝えなければ。

　アーウィンはスッと目を伏せ──やがてスタッフ全員を見回した。

「……俺一人じゃここまで準備を調えることはできませんでした。そして、俺一人じゃ今日の営業の成功もあり得ません。一個人の問題でご迷惑をおかけしていますが……お言葉に甘えて、最後まで迷惑かけさせてもらいます」

　みんながクスリと笑う。だが、反論する者はいない。

「今日の営業、そしてお誕生日のお祝い……絶対に成功させましょう！」

「「「はいっ!!」」」

　それがアーウィンには、とても心強く感じた。







　午後六時を回り、『レストラン・フォリオーズ』はオープンした。

　週の中日、平日であるためか、オープンしてからの滑すべり出しは落ち着いていた。三十分ほど経たって飛び込みのお客様が一組、続くようにご予約のお客様が一組来店しただけ。

　だがベネデット達をノーゲス──店内にお客様がいない状態でご案内するよりは、ずいぶんと印象も変わる。アーウィンは周りに気づかれないよう、ホッと胸をなで下ろした。

　ホールをラウンドしたり接客しているリーラ達の様子を窺うかがいながら、アーウィンは今日のコースの内容を確認していた。

　カランッ、とドアチャイムが鳴ったのはその時だ。

　デシャップの近くにいたアーウィンは、入り口の方へ顔を上げ、すぐさま出迎えに行く。

「いらっしゃいませ、ベネデット様。お待ちしておりました」

　入店したのは赤い鱗うろこの竜りゆう人じん族──ベネデット・ハミルトンだった。カッチリとした黒いローブを、金の装飾が鮮やかな白い帯で締めた装いは、竜人族の正装なのだろう。フォーマルな姿と普段とのギャップにアーウィンは驚いてしまった。

「やぁ。改めて、今日はよろしく。あの奥の席だったね」

　ベネデットが目を向けた先は、店の入り口から遠い隅の席だ。四名が座れるようテーブルメイキングが施されていた。並べられた食器と一緒に、今日のコース内容が書かれた小さいメニュー表も置かれている。

　……と、周囲で食事をしていたお客様も、ベネデットの来店に気がついたらしい。慌てたようにガタガタと席を立って跪ひざまずく。

「まったく、参ったね。忠誠心が高いのは結構だけど、せっかくの食事ぐらい気にせず楽しめばいいのに」

「はっはっは。それだけベネデットさんが慕われている証拠ですよ」

「クレメンテさんまで、よしてくださいよ」

　ベネデットの隣でそう笑顔を浮かべたのは、灰色の短髪に同色の髭ひげを生やした人間の男性だ。髪の色こそ老い始めを感じるが、目には若々しい眩まぶしさが宿っており、ただ者ではないことがうかがい知れた。ストライプがあしらわれた、紺のパーティー用のスーツもよく似合う。

　その後ろには、エメラルドグリーンのパーティードレスに身を包んだ女性が控えていた。装飾の控えめなドレス同様、少し大人しい印象を抱かせる、優しそうな女性だ。

　そしてその手に繫つながれているのは、明るい水色の子供用ドレスに身を包んだ、三つ編みお下げの女の子だ。上腕までを覆おおう白いドレスグローブにはコサージュがあしらわれ、今日のお祝いの主役らしくとても輝いて見えた。

（……あまり、わがままそうな子には見えないけどな……）

　あくまで感覚的な印象だが、見るからに大人しそうな女の子だった。

　もちろん人見知りだったり、魔界の飲食店という異様な雰囲気に萎い縮しゆくしていたりで、そう見えてしまうだけかもしれない。現に彼女は、どこか怯おびえたように俯うつむいていた。

　だがそれを除いたとしても、わがままを言って店員を困らせるような子には、とても見えなかったのだ。

（……まぁ、もう少し様子見するか）

　どちらにしろ、現時点で決めつけるのは早すぎるだろう。大人しく俯いたままの少女を横目に見ながら、アーウィンはそんなことを考える。

「あの、こちらのお店には、人間のスタッフさんが働いていると伺うかがいました」

　クレメンテの妻からお淑しとやかな声をかけられ、アーウィンはハッとなって会釈する。

「はい。申し遅れました。私が、当レストランの副店長を務めます、アーウィン・オルコットと申します。本日はみな様のお席の給仕も担当いたします」

「クレメンテの妻のミレーナです。こちらは娘のファビオラ。今日はその、ベネデットさんからお聞きになっているかとは思いますが……よろしくお願いしますね」

　極力笑顔を崩さないように、しかし少しだけ眉まゆ尻じりを下げてミレーナは言う。遠回しに娘の──ファビオラのわがままのことを言ったのだと、アーウィンは悟った。

「はい、お任せください。皆様にとってステキな一夜になりますよう、スタッフ一同誠心誠意おもてなしさせていただきます……ファビオラちゃんも、楽しんでいってね」

　アーウィンはしゃがんで子供の目線になり、ファビオラへ笑顔を向ける。茶色い髪の下はやはり、なにかに怯えているような、あるいは不満を抱いているような表情だった。

　アーウィンの視線に気がついたのか、フッと顔を上げたファビオラ。

　そばかすの浮いた幼顔の目が、驚いたように丸くなる。

「……にん、げん……？」

「ん？　どうしたの？」

　アーウィンが訊たずねる。ファビオラは次第に、安心したような穏やかな表情を浮かべ──、

「……あ、頭の上……数、浮かんでる？」

「え？　あ、これはその……な、なんでもないよ？　あはは……」

　どう説明したものか戸惑ってしまい、苦し紛まぎれに乾いた笑みを浮かべたアーウィン。

　同じように笑ってやり過ごしてくれたら助かったのだが、ファビオラには気味悪く見えたのだろう。ミレーナの後ろに隠れて俯うつむいてしまった。

「もう、この子ったら……。ごめんなさいね、アーウィンさん」

　ミレーナは困ったようにため息をついた。立ち上がったアーウィンへ、ファビオラに聞こえないよう小声で言った。

「魔界に来る前は、コールテーゼのお祭りや魔物に会えるのを、楽しみだってはしゃいでたんです。けど魔界に来てからはずっとこんな様子で、元気がなくって……」

「いえいえ、お気になさらず」

「ところで私も気になってたんですけど、その頭の数字は？　なにかのアクセサリー？」

「いや本当に、お気になさらず！　大丈夫ですから！」

「……？」

　アーウィンの慌てように、ミレーナは小首をかしげた。

　すると、ミレーナの肩へクレメンテが手を添え、首を振った。

「ミレーナ、察してあげなさい……。すまないねアーウィン君。ミレーナは箱入りなもんで、わかっていないんですよ。あと二日……せめて、後悔のないようにね」

「あと二日？　後悔？　……はて」

　クレメンテの説明にミレーナは首をかしげた。

　とりあえず誤ご魔ま化かすことはできたのだろう。だが、もう助からないことのように勘違いや気遣いをされ、アーウィンは複雑な思いだった。

「は……ははは……。た、立ち話もなんでしょうし……さっそく、ご案内いたします」

　アーウィンは引きつった笑みを浮かべ、ベネデットとクレメンテ達を席へ案内した。

　それぞれの椅子を引き、ベネデット達が着席したところで、アーウィンは口を開いた。

「本日は主催者であるベネデット様からのご要望で、魔界でも滅めつ多たに手に入らない、オルクフンギというイビル・マッシュルームをご用意いたしました。そちらをふんだんに使ったお料理を軸に、本日限定のコースをご用意しております。まず『前菜アンテイパスト』ですが──」

　メニュー表を気にしているクレメンテ達の目線に合わせて、コースを一品一品説明していくアーウィン。クレメンテ達は小さく頷うなずきながら、材料や味などについて疑問を投げる。特にファビオラの舌に合うかどうかを気にしているようだった。

　それこそがアーウィンの狙ねらいでもあった。あらかじめ今日準備している料理を説明して、今のうちに差し替えが必要な物を特定できれば、突然のメニュー変更というアクシデントを防げるからだ。

　だが料理長のゲイルが、初めからちゃんと子供の舌に合うよう、考慮してメニューを考えてくれていた。おかげで一通りの説明を終えた後、クレメンテ達は満足そうに笑顔を向けてくれた。ファビオラからの異論も特にない。

「それではさっそく、『食前酒アペリテイーヴオ』をお持ちいたします。ファビオラちゃんへは絞りたてのフレッシュジュースを」

　アーウィンがドリンク場へ目を向ける。待機していたリーラが、ドリンクの入った四つのグラスをトレンチに乗せ、慎重な足取りで運び始めた。

　だが特別な会食の席ということで緊張しているのか、トレンチを持つ手がカタカタと揺れていた。しかも慎重になりすぎているためだろう、視線がグラスに集中している。周りがまったく見えていないようだ。

　嫌な予感を抱いたアーウィン。早めにトレンチを受け取ろうと、リーラへ近づく。

　──その時。

　ガタッ！

「──ひっ！」

　案の定リーラは、椅子に足を引っかけた。転ぶほどではないが体は大きく揺れ、トレンチの上が傾く。

（危ないッ！）

　小走りに駆け寄り、そっとリーラへ手を貸したアーウィン。トレンチにも手を添え、安定するように支える。

　そのままリーラとアーウィンは静止し──ぐらぐらと揺れていたグラスが静まったところで、揃そろって安あん堵どの息を漏らす。

「おお、危ないところだった。大丈夫かい、お嬢さん？」

　クレメンテがリーラの方を見て、心配そうな声をかけた。対して、クレメンテの視線の死角にいるベネデットは、青ざめた顔でこちらを見つめている。

「は、はいっ！　ご心配おかけして、申し訳ありませんでした……」

　リーラが慌てた様子で謝罪して、深呼吸する。気持ちを落ち着かせたところで、リーラはさっそくドリンクを提供し始めた。

　一つ一つテーブルへ置かれていくグラスを確認して、アーウィンは供されるドリンクについての説明を始めた。

「本日の食前酒は『赤鬼ブドウ』のスパークリングワインを、ファビオラちゃんへは同じ赤鬼ブドウを使った、果汁百パーセントのブドウジュースをご用意いたしました。爽やかなブドウの香りと炭酸の刺激が、食欲をかき立てる一杯です。どうぞお楽しみください」

　アーウィンが説明を終えたのと同時に、すべてのドリンクがテーブルに並ぶ。

　ベネデットが尻尾しつぽで、クレメンテ達が手でグラスの柄を摘まみ、乾杯のために掲げた。

　ひとまずアーウィンの仕事は一段落だ。次の前菜アンテイパストの提供までは、お客様同士の歓談の場となる。前菜の準備がどの程度進んでいるのかも確認しておきたい。

　席を静かに離れようと、アーウィンがそっと足を動かした。

　──その時だ。

「…………ファビオラ、オレンジジュースが飲みたい……」

　ボソッとした、消えそうな声。

　だが確かに聞こえてきた要望に、アーウィンは振り返る。

「ブドウジュース、いや。オレンジジュースがいい……」

　ファビオラは俯うつむきながら、すねているような語調で言った。

「申し訳ありませんでした。もしかして、ブドウジュースはお嫌いでしたか？」

「いや。飲み物に限らず、好き嫌いはなかったはずです……」

　アーウィンが慌てて訊たずねると、クレメンテが小さく首を振った。

「まぁ娘がそう言うのなら、オレンジジュースに替えてもらいましょう」

「かしこまりました。パニッシュオレンジのフレッシュジュースでよろしければ」

　アーウィンの提案に、クレメンテは小さく頷うなずいて応こたえた。

　すぐさまドリンク場へ向かい、別の席のドリンクを作っていたモノアイ族のスタッフに事情を説明し、パニッシュオレンジのジュースを準備してもらう。

（なんだろう。今のわがまま……なんか、違和感があるな）

　ジュースを作ってもらっている間、アーウィンは先ほどのやりとりを思い返し、妙な引っかかりを感じていた。

　あくまで経験則であり、断言はできないが、往々にして子供のわがままは直情的かつ突発的だ。つまり、思ったことがあったらその場その瞬間に、すぐ口にする。だがクレメンテが言うには、別段ブドウジュースが嫌いだからわがままを言ったわけでもなさそうだ。

　なにより、わがままを言ったタイミングも妙だ。まるで機を狙ねらっていたかのような、あるいは言いたくても言い出せなかったかのような、不自然なタイミング。

（……ずっと俯き気味なことと、なにか関係があるのかな？）

　理由はわからない。だが明らかに、ファビオラは不服そうだ。それとタイミングの不自然なわがままは、無関係に思えない。

　とはいえもちろん、今すぐ原因が突き止められるわけではない。モノアイ族の男性からパニッシュオレンジのジュースを受け取って、もう少し様子を見ようと決めたアーウィン。

　さっそくジュースの提供に向かい、ファビオラの前にスッと差し出す。

「ファビオラちゃん、ごめんね。お待たせしました」

　ジュースのグラスを取り替えたアーウィン。ミレーナが申し訳なさそうに会釈する。だがこのぐらいのわがままは、かわいい範囲だ。アーウィンは笑顔で応こたえた。

　今度こそベネデット達は、仕切り直して乾杯を済まし、クッとグラスをあおった。喉のどを刺激する炭酸や、鼻から抜ける香りを楽しむように、ベネデット達はスパークリングワインをゆっくりと味わう。

　ファビオラも同じく、ストローを咥くわえてオレンジジュースを吸い上げ、コクコクと飲み始める。しばらくその様子を窺うかがっていたが、特になにかを言うわけでもなさそうだ。ホッと安あん堵どの息を漏らし、アーウィンがデシャップへ戻ろうとした。

　──しかし。

「……にがぁい」

　またしてもファビオラだった。振り返ると、苦虫を嚙かみ潰したような表情でオレンジジュースのグラスを見ていた。

　隣に座るミレーナが味見のためだろう、ストローを咥えてすする。

「全然苦くないじゃない。甘くて美お味いしいわよ？」

　ミレーナの言うとおりだ。魔界の食材──魔物とはいえ、パニッシュオレンジに子供の嫌う苦味やえぐみがないのは間違いない。子供と大人とでは味覚に差があるとも聞くが、それでもパニッシュオレンジは充分甘い飲み物として子供でも飲めるはずだった。

「やだ～。ファビオラ……普通のオレンジジュースがいい」

　だがファビオラは主張を変えない。それどころか、店に在庫のない人間界のオレンジジュースを要求してきた。

　アーウィンが困惑を表に出さないよう、クレメンテへ目を向ける。彼は無言で頷うなずいた。取り替えてくれ、という意思表示だ。直後にベネデットへ視線を投げると、彼も口を閉ざしたまま頷いた。こちらはきっと、言うとおりに対応してくれ、という意思表示だろう。

「……かしこまりました。早急にご用意いたします」

　頭を下げて席から身を引いたアーウィン。

　店内に在庫がない以上、買い出しに走るしかない。魔界では人間界の食材なんてなかなか手に入らないが、それでも魔界の王都であるコールテーゼなら、食材を扱っている店には二、三軒心当たりがある。

（でも、なにかあった時のために俺は店に残ってた方がいいよな……誰に頼もう？）

　アーウィンはホールをザッと見回し──ラウンドしているマチルダに近づく。

「悪い、マチルダ。手が空いてたらちょっと買い出しに行ってくれないかな」

「買い出しだと？　それは構わんが……」

　マチルダは訝いぶかしげな目をアーウィンに向ける。

　事情を聞くや、ベネデット達の席へ一いち瞥べつを投げた。

「なるほどな。その人間界の食材を売っている店で、人間界のオレンジを買ってくる、と。しかし、とんだわがままな幼子よの」

　聞こえないよう配慮はしつつも、マチルダは本音を漏らしてため息をついた。

「……悪い。押しつけるような形になって」

「ふん、貴様が謝ったところで、あの娘のわがままは治らんだろう。案ずるな、もちろん買いには走る。ロイズ殿からも、みなで貴様を支えるよう仰せつかったからな」

「ありがとう。ついでに、他に必要になりそうな食材もメモに書いとく。二度手間になると面倒だからさ。一緒に買ってきてくれ」

　アーウィンは小売店の住所も書き込んだメモを手早く作り、マチルダに渡す。彼女はさっそく買い出しに向かった。

　その背中を見送りながら、アーウィンは思った以上に過酷なファビオラのわがままに、不安ばかりを募らせた。







　買いに走ったマチルダのおかげで、ようやくファビオラに納得してもらえるドリンクを用意できた。だがそれでも、喜んでいるという様子ではなかった。パニッシュオレンジのジュースが嫌いという以前に、なにか大きな不満を抱えている。それは間違いなかった。

　だがひとまずわがままも落ち着き、コース料理も次へ進めることができる。そのことにアーウィンは素直に安心する。

　その後十分ほどの間に、全二十席のうち半分近い客席が一気に埋うまっていった。祭りによって街に魔物が溢あふれているからか、立て続けにご来店が重なったのだ。

　とはいえ事前にホールスタッフを厚くしていたおかげで、目立った問題は起こっていない。キッチンは少しずつ慌ただしくなっているようだが、調理の遅れが出ているわけではなく、営業そのものは順調だった。

「アーウィンさん、大丈夫ですか？　なんだかすでにお疲れのような……」

　デシャップで伝票の記入漏れなどを確認しているアーウィンへ、リーラが声をかけた。

「そんなことないよ。まぁ、思ってた以上に要望がハードで、気疲れはしてるけど……」

　子供のわがままや駄だ々だには慣れているつもりだったが、今回はそれにただ応こたえるだけではダメだ。誕生日のお祝いとしてファビオラに楽しんでもらい、クレメンテ達からも喜んでもらわなければならない。そうした意識が働くと、妙に重圧がかかってしまった。

「テンション上げる、アッパー系のポーション、持ってる。飲む？」

「絶対飲まない。気持ちだけ受け取っとくよ」

　アンナは、腰に下げている包帯を巻いて作ったポーチから、ポーションの小こ瓶びんを一つ取り出した。ずいぶんとおどろおどろしい色をしている。

　本当にそれは合法なのだろうか。疑わしくてまったく飲む気が起きなかった。

「でも、なんででしょうか？　せっかくご両親が、お誕生日をお祝いしてくれるのに……ファビオラちゃん、あまり楽しくなさそうですね」

　眉まゆをハの字にして、リーラはベネデット達の席を眺ながめる。リーラの言うとおり、ファビオラは終始俯うつむいたまま。時折ベネデットが声をかけても顔を上げようとはせず、所在なげに足をプラプラ揺らすだけだった。

「いくらご両親がいるとはいえ、大人三人の中に子供が自分一人だからな。多少退屈なのかもしれない。まぁご両親もそのあたり気づいてて、フォローは入れてるようだけど」

　よく観察していれば、ベネデットとクレメンテだけで盛り上がってしまいそうなところにミレーナが相づちを打って混ざり、ファビオラへも話題を振っているのがわかる。おそらくコールテーゼで見たもの、感じたこと……そういった感想が引き出せるよう、ファビオラを誘導しているのだろう。

　だがいまいち効果は薄いようだ。ファビオラはなにか反応したとしても、下を向いたまま、首を縦か横に振るだけだった。

「おいおいアーウィン、接客するお前が暗い顔なんてナンセンスじゃねぇか！」

　突然、デシャップカウンターの向こう側から高温モードのゲイルが声をかける。

「大丈夫だって！　きっと腹減って不機嫌なだけだ！　オレ様の絶品料理を口に入れりゃ、たちまちホッペがボロボロ崩れてばっちり笑顔だぜ！」

「そのボロボロって表現、なんか怖いんですけど！　ていうか、ほっぺた崩れたあとでどうやって笑顔作るんだか……」

「つまんねぇツッコミはノンノンだぜアーウィン！　ほらよ、前菜アンテイパストだ！」

　バチッとウインクして、ゲイルはデシャップに料理を並べていく。つまらないツッコミと言われたことには、地味にショックを受けてしまったアーウィンである。

　だがゲイルの言うことは一理ある。お腹なかが空すき過ぎれば、誰だって気分を落としたり苛いら立だったりもするだろう。特に子供は感情表現が素直で顕けん著ちよだ。可能性は大いにあり得る。

　さっそく前菜の盛られた皿をトレンチに乗せ、アーウィンは提供に向かった。

　ベネデット達の談笑を邪魔しないよう、料理をテーブルに置いていく。最初に着席した段階で、料理についての説明は済ませてある。そうすることで、談笑を途切れさせずに料理を提供できるのだ。

「ほら、ファビオラ。美お味いしそうなお魚さんが来たわよ」

　ミレーナが促すようにファビオラへ声をかける。人間界で言うところのサーモンに似た風味が特徴の、魔界でも老若男女関係なく人気が高い『ダーク・サルモネ』と呼ばれる魚を使ったサラダは、ドレッシングの油分がジワリと広がって鮮やかな光沢を放っていた。

　ドレッシングの仄ほのかな酸の香りに釣られたらしく、ファビオラはゆっくり顔を上げた。程よい酸味の香りは、お腹なかを空すかせた者の食欲を存分にかき立てる。それはファビオラも例外ではないようで、目の前の緑とサーモンピンクのコントラストに目を奪われていた。

　これならファビオラも、喜んでくれるだろう。

　そう、アーウィンが安心しきっていた時。

「今日、おさかな……食べたくない」

　アーウィンの胸を抉えぐるような一言が、ファビオラの口から零こぼれた。

「ファビオラ……さっき、お兄さんがご飯の内容について説明してくれてただろう？　なんでその時に言わなかったんだ」

　さすがのクレメンテも、ファビオラに指摘する。だが彼女からの反論はない。

「……わかった。ファビオラが言うなら、違うメニューに替えてもらおう」

「ちょっとあなた！　さすがに甘やかしすぎです……」

　クレメンテの提案をミレーナが遮って続ける。

「お店への迷惑もちゃんと考えてください。この際、野菜だけでも食べさせます」

　ミレーナはファビオラの手元の前菜アンテイパストから、ダーク・サルモネの切り身だけを取り除いた。ファビオラの顔を覗のぞき込むようにミレーナは言う。

「ファビオラ？　お野菜だけなら、ちゃんと食べられるわよね？」

　しばらく無言のままだったファビオラは、やがて躊躇ためらいがちに頷うなずいた。ミレーナがこっそり安あん堵どの息を漏らしたのを、アーウィンは見逃さない。アーウィンも同じ気持ちだった。

（よかった……。料理を作り終えたタイミングでいきなりメニューの差し替えってなると、キッチンの負担がガッと増えるからな……）

　ベネデット達の席をコースにしたのは、ゲイル曰いわく、前回の地上げ騒動の時と同じ考え方だそうだ。あらかじめ出す料理を決めておけば、食材不足や調理、提供の遅延を未然に防げる。それにはアーウィンも賛成だった。

　だが当然『ファビオラがわがまま』という情報も無視はできなかった。そのため、いくつかメニューの差し替え案も練ってもらっていたのだ。しかしそれは、着席してすぐのコース説明の時に、差し替えるかどうかを判断することが前提だった。

　作り終わったあとで差し替えるのでは遅すぎる。かといって、元のメニューと差し替えメニューを同時並行で調理するのも、単純にキッチンの──ゲイルの負担が倍以上になる。一般のお客様の席で提供の遅れる可能性が高まるだけ。かなり非効率だ。

　そうなれば、あとは負の連鎖にどっぷりハマる。遅延がクレームになり、クレームがスタッフに焦あせりを生み、つまらないミスに繫つながってさらに遅延が発生する……。地獄絵図だ。

　見たところファビオラは、ドレスグローブをつけたままの手でフォークを握り、野菜だけは不満を出さずに食べていた。前菜アンテイパストはひとまず大丈夫そうだ。

　問題は次の『一皿目のメインプリモ・ピアツト』以降だ。

「ベネデット様、クレメンテ様……」

　アーウィンは並んで座っている二人の間に屈かがんだ。

「申し訳ありませんでした。私がもっとわかりやすくご説明するべきでした。その……『一皿目のメイン』と『二皿目のメインセコンド・ピアツト』、『デザート』については、まだ差し替えることも可能ですが……いかがなさいますか？」

　クレメンテはミレーナ、次いでファビオラの様子に目を向けた。しばらく黙していたので逡しゆん巡じゆんしているのかと思ったが、やがて彼は淀よどみなく告げる。

「メニューの内容を教えていただけますか？　場合によっては替えてください」

「かしこまりました」

　アーウィンはさっそく、『一皿目のメイン』の差し替え案から説明を始める。

　ゲイルにとっては大きな負担となる、一種の賭かけ。アーウィンの胸がきりきりと痛んだ。







　厨ちゆう房ぼうの中でアーウィンが、メニューの差し替えについて指示を出すと、

「……まぁ、そういう事情じゃしょうがねぇよな」

　ゲイルは頭をかきながら嘆息した。

　無理もない。『二皿目のメイン』以降はともかく、『一皿目のメイン』は調理を始める目前まで準備を進めていたのだ。それをすべて白紙に戻さなくてはならないのだから。

「けどよ、それでもまた、なにかわがまま言う可能性だって否定できないんだろ？」

「……そうですね。正直、まったく予測が立てられません」

　差し替えるメニューについて、今度ばかりはファビオラにもわかりやすく説明して了承を得た。だがこれまでのわがままの不自然さを考えると、差し替えたことが最善手かどうかはわからない。

「すみません、ゲイルさん。キッチンにばかり負担をかけて……」

「アーウィンが気にすることじゃねぇさ。別に、誰が悪いとかじゃねぇしよ」

　ゲイルはそう、笑って済ませてくれる。それが救いだった。

「やれるだけのことはやる。お客様が最大限、喜んでくれるようにな。それが俺達の仕事だ……さあ、お前ら！　聞いたとおりだ！　ちと忙しくなんぞ、気合い入れろ！」

　ゲイルがパンッと手を叩たたき、キッチンスタッフを鼓舞する。誰もが嫌な顔一つせず、アーウィンの無む茶ちやな要求に応こたえてくれる。アーウィンの胸中は、感謝の思いに満ちていた。

「ふん。まったく、人間の方がよほどモンスターではないか」

　スライム・ウォッシュと共に食器を洗っていたマチルダが、手を拭きながら続ける。

「あの小娘の誕生日を祝って、喜んでもらわねばならん。それは理解しているが、わがままに付き合うのにも限度があるぞ。このままでは事故も起こりかねん」

　ファビオラのわがままに、微かすかな苛いら立だちを抱いているからだろうか。マチルダは少しだけ鋭するどい言葉を使った。

　だが彼女の言うことはもっともだ。ホールの客席も三分の二が埋うまり始めている。キッチンの作業も圧迫されてくる規模。これ以上の余計な負担は、極力かけたくない。

（……ファビオラがわがままを言う原因さえわかれば、対応できるんだけど……）

　思案しているうちに、トレンチを握っているアーウィンの手に力がこもる。

　彼女のわがままは単なる好き嫌いや退屈さだけが理由ではない。もっと別の原因がある。

　問題はその理由がなんなのかだ。しかし現状、それに繫つながるヒントは見当たらない。

　今までのファビオラの言動からヒントを探ろうと、アーウィンは必死に黙もつ考こうする。

「落ち着け、アーウィン。店の備品を壊すでない」

「……え？」

　マチルダの言葉で我に返ったアーウィン。見れば金属製のトレンチがひしゃげていた。

「やっちゃった……。呪のろいの副作用のこと、すっかり忘れてた」

「貴様も妙なところで抜けておるな……。しっかりしたらどうだ」

　マチルダは呆あきれたようにため息をつくと、厨ちゆう房ぼうを後にしてドリンクの提供へ向かう。

　思考を止めてはいけない。だが手を止めている暇だってない。

（……気を抜くな、アーウィン・オルコット！）

　やり場のない焦あせりをはたき落とすように、アーウィンは頰ほおを叩く。

　ひしゃげたトレンチを自力で元に戻し、ホールへと向かった。







「『オルクフンギのクリームパスタ』、上がりだ！」

　メニューの差し替えを決断してから、十分ほどが経過した。高温モードのゲイルがデシャップへ、ベネデット達の席のメイン料理を並べる。

「すまねぇ、アーウィン！　すぐ持ってってくれ、他の席の料理が並べられねぇ！」

「はい、すぐ行きます！」

　アーウィンは慌ててトレンチへパスタの皿を乗せていく。デシャップカウンター越しに厨ちゆう房ぼうを見やる。そこはもはや戦場のようだった。全キッチンスタッフがバタバタと駆けずり回り、使い終わったフライパンは、投げ捨てる勢いで洗い場に置かれていた。それをスライム・ウォッシュが手早く洗ってはコロボックルに運ばせる。

　午後八時半──ゴールデンタイムにさしかかって、いよいよ『レストラン・フォリオーズ』は正念場を迎えていた。

　全二十席中、空席の方が圧倒的に少ない状況。建設記念祭の影響で、普段より多くの魔物がコールテーゼに集まっているからだろう。飛び込みでのご来店が重なったのだ。

　それでも辛かろうじて調理が遅れていないのは、キッチンスタッフのチームワーク、ゲイルの的確な指示、高い調理スキルが理由だろう。アーウィンは感服するばかりだった。

　アーウィンはすぐさまメイン料理の提供に向かう。ベネデット達の席は談笑で盛り上がっていたが、相変わらずファビオラは顔を伏せたままだった。談笑の邪魔をしないよう、パスタの盛られた皿を一つ一つ提供していく。

　黄金色に輝くスパゲティーに、オルクフンギを贅ぜい沢たくに使った茶色いクリームがよく絡んでいる一品。スパイスにも似たオルクフンギの上品な芳香と、クリームの甘い香りが重なり、それだけでクレメンテは「おおぉ……」と唸うなった。

「これがオルクフンギか……。嫌みのない爽やかな香りだ」

　さっそくクレメンテは、フォークでパスタを巻いていく。反応を見る限り、クレメンテは料理について満足してくれているらしい。

　問題はファビオラだ。アーウィンは恐る恐る彼女を見やる。

「そうそう。そうやってフォークでクルクルして、フーフーしてから食べるのよ」

　ミレーナに巻き方を教わりながら、ファビオラはパスタを頰ほお張ばる。だがどこか退屈そうだ。楽しい食事というより、作業をさせられている……といった表現が似合ってしまう。

（やっぱり子供だし、飽き始めてるか？　これ以上時間をかけすぎない方がいいか……）

　子供は大人に比べて待つのが苦手だ。今のところコース料理は遅れることなくスムーズに提供できているが、可能ならもう少し提供を早めてデザートを持ってきた方が、ファビオラの機嫌もよくなるだろうか。

　しかしそうなると、考えなければならないのはキッチンへの負担だ。提案するのは少し抵抗がある。

　状況確認のためにも、アーウィンはテーブルの空き皿を下げ、洗い場へ向かった。

「『暴れ牛のピッカータ』上がり！　『アシッド・クラーケンのカルパッチョ』もだ！　オラオラどんどんノンストップでいくぜぇ！　皿の準備、遅れんじゃねぇぞ!?」

　厨ちゆう房ぼうへ足を踏み入れるや、フライパンを振るうゲイルの声が耳じ朶だを打った。オーダーが複数重なり、いよいよ厨房は修羅場と化していた。

「ゲイルさん、無む茶ちやはしないでください！　こっちでも時間は稼げますから……」

　だがアーウィンの声は、けたたましいキッチンの作業音にかき消されてしまう。嫌な予感ばかりが募っていく。

　コロボックル達は皿を運んだり、冷蔵庫から冷菜を取り出したりと、キッチンのあちこちを動き回っていた。どこか目先の作業で一杯一杯な印象も受ける。

　洗い終わった皿を取りに来たのだろう。洗い場に立つアーウィンのそばへ、コロボックルが小走りにやってくる。乾いた皿を何枚も重ねて持ち上げると、ゲイルの元へ急いだ。

（手伝ってあげたいけど、下手に部外者が動くと邪魔になりかねないんだよな……）

　やむを得ないと思いながら、コロボックルの姿を目で追いかけていた時だ。

　調理台の上、シュワシュワと泡立つ液体の詰まったガラス瓶びんが目に留まった。

（……？　なんだ、あれ？）

　炭酸性のドリンクかと思ったが、あのような薄黄緑色をしたドリンクは店で取り扱っていない。酸のような気泡、色、そしてガラス瓶に詰められていることを考えると、アシッド・クラーケンの溶解液だろうか。

　溶解液の入っていた毒袋は、下処理をした後は立派な食用で、『アシッド・クラーケンのカルパッチョ』にも使われる材料だ。だが溶解液そのものは少し事情が異なる。

（確か溶解液って、原液のままだと産業廃棄物であのままじゃ捨てられないから、業者に処分してもらうんだっけ）

　仮に大量の溶解液を直接流しに捨てようものなら大惨事だ。そのため一時的に、溶けることのないガラス容器へ移しているのだろう。

　皿を抱えたコロボックルは、ゲイルが盛り付けをしやすい場所へ皿を置きに向かう。

　途中で溶解液の入ったガラス瓶のそばを横切った。

　……その時だ。カラス瓶の陰から突然、別のコロボックルが飛び出した。

　接触事故。ぶつかったコロボックルのうち皿を抱えていた方は、皿の重さでバランスを崩した。ふらりと足下が揺らぐ。慌てて姿勢を保とうと踏ん張るが、間に合わない。

「危ないっ！」

「──ッ!?」

　アーウィンの叫びに、ゲイルがすぐさま反応した。

　調理台の状況を視認して、瞬時に駆け出すゲイル。

　コロボックルが倒れる先。そこにあるのは、溶解液の詰まったガラス瓶びん……




　──ガシャーンッ！




　耳みみ障ざわりなガラスの破砕音が響き、ジュゥッ！　と激しく焼ける音が聞こえた。

「──うぐっ！」

「ゲ、ゲイルさん！」

　悲痛に顔を歪ゆがませたゲイル。アーウィンは急いで駆け寄った。

　コロボックルが倒れ、持っていた何枚もの皿が溶解液入りのガラス瓶に接触。勢いづいていたこともあって瓶が割れ、中身があちこちへ飛散してしまったのだ。

　どうやらそのコロボックルに怪け我がはないらしい。とっさにゲイルが彼の体を、調理台からはじき飛ばしたからだ。

　代わりに溶解液はゲイルの手へ降り注ぎ──重度の火傷やけどを負ったようにただれていた。

「──ッ！」

　その痛々しい光景に、思わずアーウィンは息を吞のんで固まってしまった。

「ど、どうしたら……」

　溶解液での負傷なんて、経験したことも聞いたこともない。人間界ではあり得ない怪我だ。どう処置するのが適切なのか、アーウィンにはまったくわからなかった。

　だが、アーウィンが右往左往していると。

「──どいてっ」

　突然アンナが、アーウィンの横から飛び出した。

　ゲイルのもとへ急ぎ、手の具合を確認する。

「ア、アンナ……？」

「溶解液による二度の熱傷。まずは洗い流して、溶解液を薄める。手にかかった程度の量なら、水で流し続ければ問題ない。でも時間との勝負。急いで、アーウィン」

　普段のアンニュイな雰囲気からは想像もできない、素早くて鋭えい利りな雰囲気を纏まといながら、アンナが指示を出す。アーウィンは慌ててゲイルの体を支え、流し台まで運ぶ。

「で、でも……床に零こぼれた溶解液はどうしたら……」

「任せて」

　アンナは包帯のポーチの中から、複数のポーションの小こ瓶びんを取り出した。

「今すぐ中和剤、調合する」

　アンナは空の瓶の中へ、様々な色のポーションを加えて混ぜていく。使っているポーションは全部で十種類はあるだろうか。中には一滴二滴しか使わないようなものまであった。

　それでもアンナは手早く、量りも使わないで正確に調合していく。それは、知識を網羅し調合レシピも叩たたき込んで、何度も作った経験がなければ成し得ない、一つの『技』だ。

「──完成」

　三十秒と経たたないうちに、空だった瓶の中には調合されたばかりのポーションが満ちていた。アンナはその中身を、溶解液の散っている場所へまんべんなく振りかける。

　たちまち、薄黄緑色だった溶解液は無色透明に変わっていく。

「中和、完了。あとは洗い流す。徹底的に」

　アンナの指示で、スライム・ウォッシュが口に大量の水を含み、調理台の上や床に吐き出す。フライングナイフがその水を切り、再びスライムが水をまいた。

　その間アーウィンは流し台で、ゲイルを支えたまま水で手を流し続けた。ただれた箇所にしみるのか、ゲイルは終始痛みに顔を歪ゆがめていた。

　中和剤の調合を終えたアンナがやって来て、時折水から離して傷の具合を診る。

「……熱傷、ひどい。でも効き目抜群のポーション、持ってきてる。安心して」

　アンナがボソッと口にする。

　まるでアーウィンの不安を察したようなタイミングに、思わず目を見張った。

「だ、大丈夫ですか、アーウィンさん！　今すごい音が……」

　厨ちゆう房ぼうの入り口からリーラの慌てた声が飛んでくる。

　リーラとマチルダが不安げに厨房内を窺うかがっていた。

「こっちはなんとか……。ちょっとゲイルさんが怪け我がしちゃって。それより今の音、ホールにも結構響いた？　気にしてるお客様、いるかな」

「あ、いえ……最初は驚いてた方もいましたけど、今は……」

　アーウィンの問いに、リーラは戸惑ったように答えた。

「わかった。なら大丈夫。変に俺達が騒ぐと、それだけで店内の空気が悪くなりかねない。みんなも顔に出さないで」

「そうは言うが貴様、ゲイル殿の怪我は大丈夫なのか？」

「ああ、大丈夫……ってて。ドジって、アシッド・クラーケンの溶解液を手にかけちまってよ。火傷やけどみたいにただれちまってるが、死ぬほどのことじゃねぇ」

　手を洗い流しながらゲイルが言うと、リーラもマチルダも顔を青くしてしまった。

「二人とも。大丈夫だから顔に出さないで。お客様を不安にさせるのは、絶対にダメだ」

　アーウィンが強く念を押す。

　これは、あくまで厨ちゆう房ぼう内で起こった事故。その空気を客席にいるお客様へ感じ取らせ、せっかくの食事の時間を曇らせることは、飲食店スタッフとして絶対に御ご法はつ度とだ。

「アーウィンの言うとおりだ。俺は大丈夫。だから心配すんな」

　ゲイルの苦し紛まぎれの笑顔に、リーラとマチルダは逡しゆん巡じゆんしているようだった。

　それを見かねたのか、アーウィンとゲイルに代わってアンナが口を開く。

「もし手、空いてるなら、治ち癒ゆ魔術使えるリーラ、手伝って。ポーションと一緒に治癒魔術使えば、より効果的。あと、包帯。新品が欲しい」

「であれば、包帯は自分が準備しよう。リーラ殿、どこかに置いてはおらぬか？」

「あ、えっと……二階のリビングに。それと念のため、お母様にも報告お願い」

「承しよう知ちした」

　アンナの指示をキッカケに、二人はそれぞれの役割にそってすぐに動き出した。

　なにより驚いたのは、アンナの迅速な行動と指示出しだ。魔界の飲食店の現場で起こり得る怪け我がにまだまだ疎うといアーウィンには、到底出せなかった。

「アンナ……ありがとうな」

「……当然。だって、うち、この店の、専属医療顧問だから」

　アンナは平へい坦たんな声こわ音ねで言った。

　確かに飲食店としては、聞いたこともない冗談のような役職名。

　だが今のアンナには、ピタリと当てはまる適任の役職でもある。

「ああ。だから……本当にありがとう」

「……う、ん……」

　アーウィンが率直に礼を述べると、アンナはフイッと目をそらした。







　アンナやリーラ、マチルダの働きで、ゲイルの手の応急処置は滞とどこおりなく進んだ。

「……痛みますか？」

　アーウィンが訊たずねると、ゲイルはアンナに包帯を巻いてもらっている自身の手を眺ながめた。

「まぁ、それなりにはな。けどみんなの手当てのおかげで、なんとか動かせるようにはなった。厨房の仕事も続けられる」

　ゲイルはニカッと笑う。心配させないための強がりかと思ったが、ゲイルは料理長。厨房責任者だ。ダメな時にはダメだときちんと報告できる性格。おそらく本心だろう。

　アーウィンと、事態の把握のため厨ちゆう房ぼうへやって来ていたロイズが、顔を見合わせて安あん堵どの息を漏らす。

「それよか、ホールの様子は？　オーダーはどうなってんだ？」

「今はリーラやマチルダ達が踏ん張ってくれてて、目立った問題は起こってません。ゲイルさん抜きで作れる前菜アンテイパストやデザート類も、コロボックル達が作って提供まで済んでます」

　アーウィンが報告していると、コロボックルの一匹が、作り終わっていないオーダーをメモにまとめて持ってきた。ゲイルは受け取って、上から下まで流れるように確認する。

「……オーケイ。オーダーの状況はだいたい把握した。ちと俺一人じゃ厳しいかもな。店長。悪いんだが手伝ってくれないっすか？」

「愚問だ。久しぶりの現場だな。腕が鳴る」

　ロイズは即答する。アーウィンは思わず目を丸くしてしまった。

「……え？　ロイズさん、キッチン業務できたんですか？」

「できたんですか？　とは失礼だな。これでも一通り経験している。でなければ飲食店を始めようだなんて思うか？」

「た、確かに……」

　普段は事務作業や店の外での営業活動ばかりで、ロイズがキッチンで仕事している姿を、アーウィンは見たことがない。フライパンを振っている姿なんてまったく想像できないが、彼女の言った理屈はもっともだ。












　やがてアンナが包帯を巻き終えたようで、キュッと結び目を作ってゲイルを見上げた。

「確かにこれで、動かせる。でも、無理は禁物。ただれた鱗うろこの内側、細菌とか溶解液の残りとか、付着してる可能性ある。感染症の危険も。本当なら、安静にするべき」

「そりゃわかってっけどよ……今は多少、無理もしないことには」

　ゲイルが困惑顔で返すと、アンナはコクッと頷うなずいた。

「うん。わかってる。だからうち、今から鎮痛剤と抗生剤、調合する」

　アンナはゲイルだけでなく、アーウィンやロイズのことも順に見回した。

「すぐに調合できるものなのか？」

「道具、揃そろってる。ただ少し、時間かかる。その代わり、効き目は絶大。飲んでおけば、今日はどんな無理したって大丈夫」

　ロイズの言葉に、アンナは力強く頷いた。

「うちに今、できることはそれぐらい。ベネデットさんの会食の成功、うちも望んでる。でも店のこと、手伝えない。だから……うちが手伝えること、全力で手伝いたい」

　本来アンナは、『レストラン・フォリオーズ』の正規のスタッフではない。彼女の役目は、呪のろいを解くポーションを作るのに必要なデータを、アーウィンを観察して集めること。

　にもかかわらず、なぜこんなにも店のために動いてくれたのか。動いてくれるのか。

　その答えは彼女自身が口にしていた。

　自分が手伝えることを全力で行いたい。今のアンナにとっての行動原理は、純粋かつ単純に、ただそれだけなのだろう。

　昨日のミーティングで感じたような、しかし研究室にこもってポーションの開発に明け暮れていただけでは感じることのできなかった、仕事に対する新しい姿勢や考え方。それにアンナは突き動かされ、店の専属医療顧問としてできることを考え、動こうとしている。

　彼女の目からは、その懸命さがひしひしと伝わってきた。

　アンナとロイズの目が合う。ロイズは微かすかに口の端をつり上げた。

「ポーション代の請求書は、あとで必ず店に送れ。以上」

「……ぶい」

　気け怠だるげにＶサインを浮かべたアンナ。

　なにはともあれ、ゲイルの怪け我がやキッチンの状況については一段落といっていいだろう。まだ修羅場は脱していないが、態勢は整いつつある。

　問題はホールの、ベネデット達の席だ。

（今回の事故だって、元を正せば……）

　アーウィンは唇くちびるを強く結び、

「……すみませんでした」

　ゆっくりと頭を下げた。

「俺が、ファビオラちゃんのわがままを上手に処理できないせいで、ご迷惑を」

「なんでアーウィンがそんなに思いつめんだよ。さっきも言ったろ。誰が悪いとか、そういう問題じゃねぇ。……ったく、頼むぜ。シャキッとしろよ副店長」

　バシンッ！　むせ返ってしまうほどの力で、ゲイルがアーウィンの背中を叩たたいた。

「あの娘こ……ファビオラちゃんに、今日の誕生日のお祝いを喜んでもらう。そのためにやんなきゃなんねぇことは、まだまだ山ほど残ってるだろ？　あれこれ考えるのは終わったあとだ。気合い入れ直してこうぜ」

　ゲイルは屈託のない笑みを浮かべた。本来なら痛みで、一番辛つらいはず。そのゲイルから鼓舞されると嬉うれしさはもちろんだが、自分の手際の悪さに歯がゆさまで強くなる。

（……ゲイルさんの言うとおりだ。しっかりしろよ、俺。副店長だろ……くそっ）

　ゲイルやロイズはさっそく、遅れを取り戻すために作業へ移った。アンナも厨ちゆう房ぼうの隅、邪魔にならないところで鎮痛剤の調合を始めている。

　みんなの仕事に打ち込む姿を見ながら、アーウィンは握った拳こぶしを微かすかに振るわせた。







　その後、スタッフみんなの働きもあって、少しずつ遅れは解消していった。

　ホールではアーウィンの指示で、すべての客席に料理の遅延のフォローが行われた。提供が遅れていることの謝罪や、あとどれぐらいで用意できるのかをきちんと説明し、お客様に安心してもらう。おかげでクレームは一切上がらず、スタッフも焦あせらず落ち着いた気持ちで作業ができるようになった。

　厨房では、ゲイルとそのヘルプとして立ったロイズの活躍で、溜たまっていたオーダーは一つ一つ確実に消化されていった。怪け我がにより作業効率は多少落ちたものの、ロイズの存在はそれを補って余りあった。デシャップに並んだ料理をトレンチに移すと、すぐ別の料理がデシャップへ置かれるほどのスピード。初めて見るロイズのフライパン捌さばきには、アーウィンも驚くばかりだ。

　こうして、厨房で起こった事故の影響は無事に鎮しずまった。

　だがベネデット達の席のことを考えると、アーウィンは妙な胸騒ぎに襲われた。

「ほい、待たせたな！　ベネデット様んとこの『二皿目のメインセコンド・ピアツト』だ」

　ゲイルがデシャップへ意気揚よう々ようと料理を並べる。

　これを出せば、あとはデザートを残すのみだ。

「……ゲイルさん、すみません。できれば今のうちに、デザートの準備も進めておいてもらえますか？　いつでもお出しできるように」

「おう。ガッテン承しよう知ちだ。よっしゃリーラ！　一気に仕上げんぞ！」

「任せてください！」

　リーラはやる気に満ちあふれた顔を浮かべ、さっそく厨ちゆう房ぼうへ向かった。

　その様子を見送ったアーウィン。不安はまったくない。それよりも、今は自分のやるべきことに注力しなければ。

　アーウィンは短く深呼吸して気持ちを整えると、メイン料理を手にホールへ踏み出した。

「お待たせいたしました。本日の『二皿目のメインセコンド・ピアツト』、『電気牛のオッソ・ブーコ』でございます」

　ベネデット達の席に到着するや、アーウィンは純白の器を一つ一つ、丁寧に置いていく。

　器の中に盛られているのは、デーモントマトなどの野菜と一緒に柔やわらかく煮込まれた、電気牛のすね肉だ。溶け込んだトマトがスープの色を、鮮やかな赤色一色に染めていた。すね肉は骨ごと輪切りにして煮込んでいる。そのため骨の中央の骨髄が縮ちぢみ、空洞ができているように見えるのが特徴の、人間界でも人気の肉料理だ。

　大胆な肉料理、そして野菜のエキスが溶け込んだ濃いめのスープなど、子供にも特に喜ばれる一品。それは、人間界で働いていたアーウィンがよく知っていた。ファビオラだって、きっと喜んでくれるはず。

　自信を胸に、ファビオラの手元にもオッソ・ブーコをそっと置いた。

「…………ママ。ファビオラ、デザート食べたい」

　だが料理を見るや、ファビオラは甘えるような声でミレーナへ強ね請だる。

「大丈夫よ。今、準備しているところだから。先にお肉食べましょう？」

「うう～……ファビオラ、デザートがいい」

　足をプラプラと揺らしながらファビオラは強ね請だる。やはり料理の提供に少し時間がかかったからか、ファビオラは完全に飽きていた。

　ゲイルへデザートの準備を早めてもらうよう提言しておいてよかったと思う反面、今はまだ準備は整っていない。確かな焦あせりが胸中に生まれた。

　アーウィンはファビオラのそばに屈かがんだ。

「ファビオラちゃん。もうちょっとでデザート、準備できるよ。すっごい美お味いしいデザート、持ってきてあげるから……もう少し我慢できるかな？」

　アーウィンの説得に、ファビオラはおちょこ口を作っていじけるだけだった。自分の要望が通らないことにすねているようだ。

　やがてアーウィンの耳に、ミレーナの微かすかなため息が滑すべり込む。

「ほら、ファビオラ。お兄さんもこう言ってるんだから。大人しく食べて待ってなさい」

　ミレーナが小さく切り分けた肉をフォークに刺し、ファビオラの口元へ運んだ。

「──いやっ！」

　ファビオラが虫を払うように体を動かした。その拍子に手がミレーナの腕に当たってしまった。フォークごと、トマトスープをたっぷり絡めた牛肉が落ちてしまう。ファビオラの胸元に当たり、膝ひざにかけていたナプキンの上へ、ボトリと転がる。

「…………あ」

　ファビオラの口から、そんな乾いた声が漏れる。

　彼女のパーティードレスには、あちこちに赤い斑点が散っていた。きっとファビオラにとって、最高のおめかし。お気に入りのドレス。それが真まっ赤かに汚れてしまった。

（まずい……っ！）

　アーウィンは慌てて、ナプキンごとフォークを下げる。

　ミレーナもシミにならないよう、ハンカチを当て始めた。

「……ふぇ……ふええぇぇん！」

　だがファビオラは、とうとう泣き出してしまった。今まで我慢していた不満が、いよいよ決壊したかのように。その泣き声に、周りの魔物達も何事かと振り向く。

　誕生日の席にあるまじき、最悪の展開だった。

「お、落ち着いてファビオラ……ね？　泣かないで」

　しかしミレーナの声は届いていないようだ。ファビオラはぐしゃぐしゃの顔を乱暴に拭ぬぐっては、さらに頰ほおを濡ぬらすばかりだった。

「もうやだぁ！　おうち帰りたいよぉ！　……なんで誕生日なのに、ひっく……おうちじゃダメなの？　ファビオラ、おうちがよかったよぉ……ふえぇぇん！」

「ほらほら、そんなに擦こすったら痛くなっちゃうから……。もう。魔界に来るの、あんなに楽しみにしてたじゃない。なのにどうして……？」

　ミレーナはオロオロしながらハンカチでドレスを叩たたくが、ファビオラはまったく泣き止やむ気配がない。ファビオラの口をついて出た本音に、ミレーナは困惑しているようだった。

　ファビオラの泣き声はホール中に響いていた。団らんの時間に突如として広がる異質な空気を、店にいた魔物達みんなが気にしていた。

　中には人間の泣き声そのものを好んでいるのか、聞き入って笑みを浮かべる者まで……。

　それらの視線に耐えられなかったのだろう。

「ベネデットさん。せっかく企画してくださったのに申し訳ありませんが、私達は先においとまします。行くぞ、ミレーナ」

　クレメンテは早口で告げて立ち上がった。ファビオラをなだめようとしていたミレーナへ目配せすると、彼女も躊躇ためらいがちに頷うなずいて、手早く荷物をまとめ始める。

「お、お待ちくださいクレメンテさん……。大丈夫ですよ。我々魔物にとって、子供の泣き声は一種の癒いやし。ですからお気になさらず、もう少しゆっくりされては……」

「そういう問題ではないんですよ」

　クレメンテはため息を交えて続けた。

「娘が帰りたいと泣いてるんです。なら、これ以上ここにいたってしかたないでしょう。今日はこの子の誕生日なんですから。だいたい、子供の泣き声が癒やし？　……本気で仰おつしやってるんですか、あなたは？」

「あ、いや……それは、その」

　ベネデットはチラチラとアーウィンへも視線を投げる。どうにかフォローしてほしいのだろう。ベネデットにとっても、このタイミングでクレメンテ達を帰し、会を終わらせるのは避けたいらしい。確かにこんな幕引きでは、互いの信用にだって響く。

（……でも、なんてフォローすれば……ていうか、本当に引き留めるべきなのか？）

　ここで帰して、誰も満足していないまま終わってしまえば、きっと呪のろいを解くポーションは手に入らない。アーウィンは明後日にはアンデッド化してしまう。

　けれど無理に引き留めたからといって、クレメンテやミレーナ、なによりファビオラに、本当に満足してもらえるのか？　ファビオラの気持ちを尊重するなら、引き留めない方がいいのではないか？

（どうする？　どうするのが最善だ……？）

　あらゆる可能性が瞬またたく間まに脳裏を過よぎる。思考で焼き切れたように、手足も口も固まる。

　肝心な時に決断できず、言葉が出てこない。最善の一手が、見つからない。

　クレメンテもミレーナも荷物をまとめ終えた。

　未いまだに泣き続けるファビオラをなだめながら、外へ連れ出そうと一歩踏み出す。

　アーウィンが悔くやしさで拳こぶしを握った。




「待って！　ファビオラちゃん！」




　その時だ。アーウィンの横をリーラが駆け抜けた。

　真っ白いプレートに乗せた、大きなケーキを持って。

「お待たせ！　ファビオラちゃん！　ほらほら、おっきなケーキだよぉ！」

　席を立とうとしていたファビオラの前で屈かがんで、リーラはケーキを見せる。スリープゴートのお乳で作った生クリームを、これでもかと大量にデコレーションした、ドーム状のケーキだった。その上にはキャンドルマン──ろうそく型の魔物が刺されていた。頭に火は灯ともっておらず、彼らは安らかな寝顔を浮かべている。

　ゆっくりとケーキへ目を向けたファビオラ。

　だが目をグシグシと擦こするだけで、反応はいまいちだった。

　するとリーラはニコッと笑顔を向けたまま、手に魔石を握って詠唱する。

「『それは焼き払う烈火の残ざん滓し』──『火龍の咳嗽ブレス・ブレイズ』」

　たちまちすべてのキャンドルマンの頭に、マッチを使わず独りでに火が灯る。火をつけたことで目覚めたキャンドルマン達が、大きくあくびをした。

　それらの突然の現象に、ファビオラは「わっ」と目を見張る。

「えへへ♪　どう？　すごいでしょ」

　リーラは持ち前の明るい笑顔で、ファビオラの顔を覗のぞき込む。ファビオラはすっかり涙の引いた目でリーラを見ながら、コクッと頷うなずいた。

　リーラにとっては、人間界の通つう貨かで百ゴールドにも満たない少額の魔石を使い、魔術で火を灯しただけ。息をするように魔術を使える魔物としては、造作もないことだ。

　さらにはそのろうそくも、人間界で使われるものとは違って、魔界で使われるキャンドルマンという生きた魔物。

　ファビオラにはそれらの現象が、さながら手品に見えただろう。なにもないところから火が起こる奇跡の技。火を灯した途端に目を覚ましたろうそく型の生き物。

　一気に興味を引かれたのは、彼女の表情を見れば明らかだった。

「でもね、ファビオラちゃん。まだまだ他にもあるんだよ？」

「……他にも？」

　ファビオラの問いにリーラは大きく頷くと、一度ケーキをテーブルに置いてファビオラに向き直った。

「汚れちゃったお洋服はお着替えして、お店でキレイキレイしておくね。代わりにたーくさん、おめかししてあげる！　今日はファビオラちゃんのお誕生日。主役だもんね！」

　リーラはファビオラへ見せるように、制服のポケットからジャラリと魔石を取り出した。子供の目には色とりどりの宝石に見えたのだろう。ファビオラは息を吞のんだ。

　やがてリーラの周りに吸血コウモリ達が集まってくる。パタパタと羽ばたきながらリーラの手元へやってくると、魔石を一粒ずつ飲み込んでいく。

「さぁ、これで準備できたよ！」

　立ち上がり、リーラはそっと目を閉じ……まるで、歌うように詠唱した。

「『身を飾りて心を偽り、名を守りて生を喰くらう』──」

　吸血コウモリ達の体が淡い光を纏まとう。動くたびに光の糸を残していくその現象は、ガルガーネの森へ出発する直前に見た魔術と同じ。

　吸血鬼族に伝わる装飾品を、魔力で編んで作り上げる魔術だ。

　コウモリ達がファビオラの全身を囲むように飛び回る。編まれていく魔力の糸はやがて、光の衣となってあっという間に体を覆おおい尽くした。ファビオラは驚きと楽しさの入り交じったような笑顔を浮かべた。

「ちょっと、君。娘になにをしている」

　だが親であるクレメンテは、ファビオラを襲っている未知の現象に心中穏やかではないらしい。微かすかに語気を強め、リーラを止めようと踏み出した。

「大丈夫です、クレメンテさん」

　だが、すぐさまアーウィンが止める。

「この場はどうか、彼女に任せてみてください」

「任せてって……大丈夫なのかね」

　リーラが介入して、明らかにファビオラの様子が変わった。単にデザートを用意したから、というわけではない。リーラのおもてなしが──見たこともない魔術を使ったおもてなしが、ファビオラの好奇心を強く揺さぶっているのだ。

（なら、リーラに任せてみよう。店の中で誰よりも、魔術に長たけているリーラがやろうとしていることを、信じよう）

　共に働く仲間を信じる。それこそが、アーウィンが今やるべきことだと思った。

　そして同時に、この店に勤きん務むする『副店長』としてやるべきこともある。

　アーウィンは一切の躊躇ためらいもなく、クレメンテの目を見つめた。

「大丈夫です。……すべての責任は、副店長である私が負います」

　強く放たれた言葉に、クレメンテは気け圧おされたように口を閉ざした。無む理り矢や理りでも承諾させることには成功したと捉えていいだろう。

　アーウィンは魔術を操るのに集中しているリーラへ目を向けた。魔術の心得がないアーウィンにはよくわからないが、魔力を編み込むのには相応の技術と集中力が必要なのだろう。子供の体型とはいえ全身を覆い尽くす大がかりな術。リーラの眼まな差ざしは真剣だった。

　リーラも、アーウィンが見つめていることに気がついた。目と目が合い、アーウィンはコクッと頷うなずく。そのまま、リーラのやりたいようにおもてなししていいよ。そんな意思を込めたアイコンタクト。リーラは受け取って頷いた。

　やがてリーラは小さく深呼吸し──魔術名を唱える。




「──『牙と加護の玉衣アーキテクト・アーテイフアクト』」




　瞬間、ファビオラを包んでいた光の衣が弾はじけた。

　光の粒子がシャラシャラと舞い落ちる。

　その瞬またたきは、今日の主役を祝福する紙吹雪に似た趣があった。

「…………すごぉいっ！」

　ファビオラは光のシャワーの中で眩まぶしい笑顔を咲かせ、纏まとっているドレスを見る。

　先ほどまで着ていた水色のドレスではない。上半身は白、スカートが明るい赤色の、ツートンカラーが鮮やかな一着だ。基調の色を引き立てるように黒のラインが走り、アンブレラスカートの裾はコウモリの羽を思わせるような尖とがったシルエットになっていた。

　ドレスグローブも、衣装に合わせて黒いレース状の物に変化していた。少しだけ大人っぽい雰囲気を演出しつつ、あしらわれた赤いリボンがかわいいアイテムだった。

　瞬またたく間まに変身を遂げた自分の装いを、ファビオラは店に来て一番嬉うれしそうな笑顔で眺ながめた。スカートを持ち上げてひらひらと動かしたり、クルリと回ってみたり……。

　その様子にアーウィンは、ようやくファビオラの本当の素顔を見られた気がした。

「お姉ちゃん。これ、どうやったの？　なんで、勝手にお着替えできてたの？」

　無む垢くな眼まな差ざしをリーラに向け、ファビオラは笑顔で訊たずねた。

「これはね、私達吸血鬼族が、とっても大切な時に着るお洋服なの。今のは魔術っていって、人間にとってはなんていうか……すごぉい手品みたいなもの、かな？　でも、私達魔物は、だいたいみんなが使える手品。その中でも、この術は特別なの」

「ファビオラにも、魔術、使えるようになる？」

「うん！　ただ、たくさんお勉強しないといけないけど……必ず使えるようになるよ！」

「このお洋服も、お姉さんみたいに作れるようになる？」

「あ、それは、その……さすがに『牙と加護の玉衣』は、難しいかな……」

「…………ふぇぇ……」

「ああ！　いやでも！　でもね！　その代わり……このドレスは、ファビオラちゃんにプレゼントするね。お姉ちゃんとファビオラちゃんの、お友達の印。誕生日プレゼント！」

「……お友達の、しるし……？　いいの？」

「もっちろん！　えへへ♪　すっごく似合ってて……かわいいよ」

　リーラはそっと、ドレスグローブに包まれたファビオラの手を握った。

「だからもう……泣かないで？　せっかく今日は、お誕生日なんだもん。泣いちゃったら台無しになっちゃうよ。ほら、こうやって笑顔笑顔！」

　リーラは人差し指で自分の口角を押し上げた。

　見よう見まねでファビオラも笑顔を作り、二人は「えへへー♪」と笑い合う。

　その直後だった。

「……お姉ちゃん、大おっきな歯がある」

　ファビオラはハッと目を見張り、リーラの口元を凝視する。

「え、あ……これは吸血鬼の牙きばなの。……もしかして、ちょっと怖いかな？」

　困ったように眉まゆを寄せたリーラ。だがファビオラは「ううん」と首を振った。

「なんだかちょっと……かわいい」

「…………っ！」

　照れ臭そうにファビオラが答えた、次の瞬間。

「……ふあ……？　おねぇ……ちゃん？」

　リーラはファビオラを、ギュッと抱きしめた。

　その様子を眺ながめながら、アーウィンはひっそりと安あん堵どの息を漏らす。

　泣き出したファビオラにどう対応するべきか、アーウィンは逡しゆん巡じゆんしてしまった。

　だがリーラだけは違った。彼女の中で確信があったのか、単なる思いつきなのか、それはわからない。けれど『魔術を使ったお祝いのおもてなし』という、魔術に長たけたリーラだからこそのやり方を、躊躇ためらいなく実行に移した。

　魔術という選択肢が最初からなかったアーウィンには、導き出せなかった方法。

　リーラのその決断で、ファビオラには笑顔が咲き乱れ──喜ばせることができた。

『レストラン・フォリオーズ』が……アーウィンが背負っていた課題を、無事にクリアできた瞬間だった。

　……のだが。

「ア、アーウィンさん。どうしましょう……」

　ファビオラを抱きしめたまま、リーラが困惑気味に呟つぶやいた。

「え？　……どうした」

「ファビオラちゃんがあまりにもかわいすぎて……血を吸い尽くして剝はく製せいにして部屋に飾りたくなってきちゃいました」

「今までの流れが台無しだ！」

　せっかくいい雰囲気になっていたのに、リーラの物騒な一言でアーウィンの胸中は再び大荒れだった。リーラがなにか間違いを犯す前に、ファビオラを守らなければ。

　そう、二人のそばへ近寄って、引き離した時だ。

（……あれ？　この包帯……）

　よく見ると、ファビオラの肘ひじに包帯が巻かれていた。目立たないぐらいの少量で、レース状のドレスグローブでも近くで見なければわからないレベルだった。

（……っ!?　もしかして、コシュタ・バワーの騒動に巻き込まれてた人間の女の子って）

　あの時、助けるために突き飛ばしたせいで、女の子の肘には擦すり傷ができていた。顔をよく見ていなかったからファビオラと同一人物かはわからないが、傷の場所は合致する。

　もしあの女の子がファビオラだったとしたら……あらゆることに合点がいく。

「あうぅ。せめて一滴だけでもファビオラちゃんの血をぉ……」

　アーウィンに頭を押さえつけられているリーラは懲こりていないらしく、あぅあぅともがきながらファビオラを襲おうとしている。その様子を、なぜかファビオラは小さく笑って眺ながめていた。冷やっとするほど慌てたアーウィンだったが、幸か不幸か、ファビオラはリーラの『血を吸い尽くす』という言葉の物騒さをちゃんと理解できていないらしい。

　すると笑いの落ち着いたファビオラは、不安げに様子を眺めていた両親へ向き直った。












「パパ、ママ。あのね……」

　ひどく言いにくそうに手をモジモジと弄いじり──やがて、声を振り絞る。

「わがままばかり言ってごめんなさい。ファビオラね、魔界に来てすぐケガしちゃったでしょ？　それがね、すっごく怖くって、ずっと帰りたかったの。だからパパとママ困らせようと思ったの。そしたら、ファビオラがいけない子だからって、帰れると思ったから」

　ファビオラの拙つたない弁明を聞きながら、アーウィンはやっぱりか……と思う。

　楽しみだった魔界に来て早々、ファビオラはコシュタ・バワーの暴走に巻き込まれて怪け我がをした。それを機に『魔界は怖い場所』という認識が芽生え、払ふつ拭しよくできないまま今日を迎えてしまったのだ。人間界に帰りたがり、『魔物だらけの店で自分の誕生日を過ごす』というのも嫌がって、駄だ々だをこねてしまったのも納得できてしまう。

「でも、もう困らせたりしないよ！　だからあと一個だけ、わがまま言っても、いい？」

　ファビオラはリーラへ目を向ける。

　お互いに目が合うと、まるで勇気をもらったかのように、ファビオラは瞳ひとみを輝かせた。

「ちゃんといい子にしてるから……だからもう少し、お姉ちゃんと一緒にいてもいい？」

　クレメンテとミレーナは驚いたように顔を見合わせ、コクッと頷うなずく。

　ミレーナがゆっくりファビオラのもとへ歩み、手を上げた。

　キュッと目を瞑つぶるファビオラ。その頭に、ミレーナの手が優しく置かれる。

「もちろんよ。好きなだけいていいわ。せっかくだもの、楽しみましょう」

「ごめんな、ファビオラ。お前の気持ちに、ちゃんと気づいてあげられなくて……」

「……ママ、パパ」

　自分の思いがきちんと伝わった。そのことが嬉うれしかったのだろう。頭を撫でられながら、ファビオラはうっすらと目め尻じりに雫しずくを溜ため、くすぐったそうに笑った。

　娘のあどけない笑顔に、クレメンテもまた、穏やかな笑みを浮かべる。

「ベネデットさん、アーウィン君……ウエイトレスのお嬢さん」

　するとクレメンテは、居住まいを正してアーウィン達へ告げた。

「取り乱してしまい、大変失礼いたしました。こちらの勝手な申し出で振り回してしまってばかりで恐縮なのですが……改めて娘の誕生日を、祝ってやってはくれませんか？」

　スッ……。流れるようにキレイなお辞じ儀ぎをして、クレメンテが懇こん願がんする。社長職に就任するまでの長い時間、社会を渡り歩いてきた貫かん禄ろくが伝わってくる、誠意の姿勢。

「とんでもありません、クレメンテ様。どうかお顔を上げてください」

　内心ではお客様に頭を下げさせてしまい狼ろう狽ばいしていたアーウィンだが、一切表には出さずクレメンテへ言葉を紡ぐ。

「改めるもなにも、まだお祝いの席は終わっていません。ファビオラちゃんのお誕生日、スタッフ一同喜んでお祝い申し上げます」

　それでもクレメンテは、頭を上げない。ジッとお辞じ儀ぎをしたまま。

　だが微かすかに、見せていない口元から「ありがとう」と聞こえた気がして、アーウィンは思わず笑みを零こぼした。

　その時だ。突然リーラが、わざとらしく声を上げる。

「た、大変だよファビオラちゃん！　キャンドルマンが溶けて、ケーキについちゃってる！　どうしようっか……」

　リーラに言われてファビオラもケーキへ目を向ける。五本のキャンドルマンは半分ほどの長さまで溶けてしまっていた。このままではケーキの表面がロウまみれになってしまう。

「消す！　ファビオラが消すの！」

　ファビオラは意気揚よう々ようと答えた。火が消されることを恐れ、慌てたような表情を浮かべたキャンドルマン達。だが気持ちも高まっているファビオラは、もう誰にも止められそうにはなかった。

「よぉし……それじゃぁ、ふぅーって一気に消しちゃおう！」

　リーラが音頭を取る。ファビオラは胸一杯に息を吸って、キャンドルマンへ吹きかけた。火が消えないよう踏ん張っていた彼らも、最終的には空気を読んだのか抵抗を止やめ、大人しく火を消されて再び眠りについた。

　一吹きですべての火が消え、名な残ごり惜しくも感じる束つかの間まの沈黙。

　──パチッ、パチパチパチッ！

　店内の片隅で小さな拍手が起こる。アーウィンが目を向けると、デシャップの辺りでマチルダやゲイル、ロイズにアンナが、手を叩たたいていた。その様子にアーウィンとリーラは笑みを浮かべ、続くように拍手をする。

　たちまちその渦うずは店内中に広がった。瞬またたく間まに大きな拍手の雨となってファビオラを包み込む。驚いたように見回したファビオラの目に留まったのは、ベネデットを始めとした店内で食事中のお客様──魔物達の姿だった。

　打ち合わせをしたわけではない。当初はその計画だったが、ばたついてすっかりアーウィンも忘れてしまっていた。だが、打ち合わせなどする必要は最初からなかったのだ。

　なにかを祝いたい。その気持ちや行動に、人間も魔物も違いはない。

　店内すべてが一つの意思で繫つながったかのように沸き起こる拍手を感じていると、アーウィンの胸にはそんな、暖かい気持ちが広がった。

「ファビオラちゃん……お誕生日、おめでとう！」

　リーラが笑顔を浮かべてファビオラに告げる。

　他の客席からも同じように、「おめでとう！」と祝いの言葉が飛び交った。

　店中から届くたくさんの祝福を全身に受けながら、

「ありがとうございます！　……えへへ♪」

　ファビオラは太陽のように、眩まぶしくあどけない笑顔を浮かべた。







　その後ファビオラの誕生日のお祝いは、笑顔が絶えないままお開きとなった。

「お姉ちゃん、バイバーイ！」

「バイバーイ！　また遊びに来てねーっ！」

　リーラの作った赤いドレスを纏まとったまま、ファビオラが大きく手を振る。その両隣で、クレメンテとミレーナも軽く会釈した。

　同じように手を振るリーラの姿を、名な残ごり惜しそうに眺ながめたファビオラ。やがて彼女は両親と手を繫つないで、夜のコールテーゼに溶け込んでいった。

　リーラと一緒に見送っていたアーウィンは、なんとはなしに横目でリーラを見る。嬉うれしそうだがどこか切なそうでもある彼女の表情に、少しだけ胸が痛んだ。

　その時だ。リーラとは反対側で、大きなため息が聞こえてきた。

「……まったくもう。焦あせって鱗うろこがハゲるかと思ったよ」

　目を向ければ、ベネデットがガックリと肩の力を抜いていた。

「アーウィン君の推測では、わがままの理由のもとを辿たどれば、コシュタ・バワーの暴走に巻き込まれた恐怖心……って話だけど。それにしたって度が過ぎるよ、本当に」

「まぁ、確かに冷やっとしたシーンはいくつか……」

　我慢せずにこぼしたベネデットの本音に、アーウィンは引きつった笑みを浮かべる。

　クレメンテやミレーナ、ファビオラには聞こえないよう、ベネデットにはわがままの理由を話していたのだ。もしかしたらアーウィンとしては、『人間の子供』＝『底なしのわがまま』という認識を持ってほしくない、と無意識に思って予防線を張りたかったのかもしれない。

「君がファビオラを助けたってこと、クレメンテさん達に教えなくてよかったのかい？」

　ベネデットは率直に訊たずねる。確かに、伝えてもよかったかもしれない。しかしアーウィンは、その件について終始黙っていた。

「言うとまた、お礼だ命の恩人だって気を遣わせたり、畏かしこまられたりするかもしれないじゃないですか。そういうの、あまり得意じゃないんですよ、僕も」

　以前ベネデットが言っていた言葉を、ちょっとだけ借りて返してみる。ベネデットも気がついたらしく、呆あきれたように笑った。

　ともあれ、あの時助けた女の子が今日こうして、笑顔で誕生日のお祝いを楽しんでくれた。関わった人間としても、飲食店の店員としても、これ以上喜ばしいことはない。

「まぁ、君がそう言うならどっちでもいいけどね。クレメンテさんが会食自体を喜んでくれていたんなら、それで僕としては充分さ」

　ベネデットの些さ細さいな一言に、アーウィンはハッとなって聞き返した。

「ということは、今回の会食は成功……ってことですか？」

「ご夫妻やお子さんのあの笑顔を見れば、わかるでしょ。誕生日のお祝いもプレゼントも、すごく嬉うれしそうだった。そうそう、明日改めてクレメンテさんとは打ち合わせするんだけどね。こっちの提案した新規事業について、彼もすごい乗り気になってくれたよ。ここから先はもう、僕らの実力次第。だから君は──君達は、充分合格だよ」

　ベネデットは厳いかつい竜の顔に、優しい笑みを浮かべた。

「ポーションの調合室を急ぎ確保するよう、手配しておくよ。アンナの方でもデータや材料は揃そろっているそうだし、これから調合を始めれば、なんとか明日中にはポーションも完成してるだろうさ。直接研究センターへ来るといいよ」

「あ、ありがとうございます！」

　アーウィンが満面の笑みで頭を下げる。これでようやく、呪のろいが解ける。肩の荷が下りたような、不安が根こそぎ取り除かれたような、開放感と安心感が胸一杯に広がった。

「よかった……本当によかったです、アーウィンさぁん……」

　隣で聞いていたリーラも嬉しそうに泣いていた。

　ここまで素直に感情を向けられると、さすがにアーウィンもドキッとなる。

「これでまたいつでも新鮮な血を頂けるようになるんですね！　よかったぁ……」

「いつでもはあげないよ！」

　もはや定番化している二人のやりとりに、端から眺ながめていたベネデットが笑う。

「この店に頼んで、今では本当によかったと思ってるよ。ありがとう、アーウィン君」

　温和な笑みを浮かべたベネデット。

　反射的にアーウィンはお礼を言いそうになり、しかしゆっくりかぶりを振った。

「いえ。正直僕は、なにもできませんでした。今回は全部、リーラの手柄です」

「ふぇ……？　わ、私ですか？」

　ファビオラが泣き出した時、アーウィンはなにもできなかった。

　彼女の心を動かしたのは、間違いなくリーラだ。

　息をするように魔術の使える、それでいて人間に興味関心の強い、吸血鬼と人間のハーフであるリーラだからこそ──ファビオラの心を、大きく動かせたのだ。

「でもリーラちゃんがそう動けるよう、店の仕事をする中で教えてきたのは君でしょ？」

「そうかもしれません。ですが、そうじゃないかもしれません。少なくとも今回、実質的にファビオラを喜ばせたのは、間違いなくリーラですから」

「そういうものなの？　まったく謙虚だねぇ。まぁ、嫌いじゃないけど。そうまで言うなら……リーラちゃん、今日はありがとう」

「と、とんでもありません！　……えへへ。私も人間の女の子と仲良くなれて、すっごく楽しかったので……ありがとうございました！」

　リーラはそう、照れ臭そうに笑った。

　その後ベネデットは、そのままロイズへ挨あい拶さつもせずに店を立ち去った。面と向かってお礼を言うのが癪しやくらしい。

　赤い竜りゆう人じんの後ろ姿がコールテーゼの夜闇に吸い込まれるまで、アーウィンとリーラが見送っていた時だ。

　──バタン！

「おい、アーウィン！　急いで店に戻れ！　偶然にも、今日が誕生日だという他のお客様がおってな。『俺も祝ってくれないと店中に毒をまき散らす』と言ってきかんのだ！」

「どんなわがままだよ、それ！」

　突然店のドアが開き、飛び出してきたマチルダ。その背後では、モノアイ族の男性が必死にお客様を取り押さえている様子が広がっていた。

「……よし、わかった。それなら、余裕のある在庫をかき集めて、特別なデザートプレートを作って対応しよう。二人とも、手伝ってくれる？」

「はいっ！」「応ともっ！」

　大きく返事をしたリーラとマチルダ。

　そうだ。今日の営業は、まだまだ終わってなどいない。

　お客様がいて、ご要望とあらば──誠心誠意おもてなしする。

「俺達の全力で、一生の思い出に残るぐらいにお祝いするぞ！」

　アーウィンはそう声を張り、『レストラン・フォリオーズ』の店内へと戻った。

　サロンエプロンの紐ひもと共に、キュッと気合いを結び直して。






エピローグ










　　《スリープゴートの月》八日






「アーウィンさん、準備はいいですか？　もうすぐスタートですよ！」

　コールテーゼの建設記念祭で賑にぎわう、南大通りの一角。クリーム色を下地に、フリルや赤い花柄をあしらったワンピース姿のリーラが、離れた場所からアーウィンへ声をかけた。

「パニッシュオレンジに五回食いつかれちゃったら、ゲームオーバーで景品貰もらえませんから、がんばって避よけてくださいねー！」

「一回食いつかれただけでも人生ゲームオーバーっぽいけどね！」

　出し物用に区分けされた遊戯スペースの中心で、アーウィンが必死の形ぎよう相そうで叫ぶ。

　夏の、よく晴れた午後。辺りからは出し物に盛り上がる歓声や、そこかしこにオープンしている屋台から美お味いしそうな香りが漂っていた。

　そんな中アーウィンは、生死を賭かけたゲームに興じるハメになっていた。前後左右に充分動き回れる広さを確保した遊戯スペースには、ぽつんとアーウィン一人。正面には簡易テントが設けられ、蓋ふたを閉めた大きなバスケットが置かれている。バスケットのそばには進行役のガーゴイルの魔物が控えていて、いつでも蓋を開けられるよう準備していた。

　ガーゴイルの進行役が、見物客を盛り上げるために軽快な声を上げた。

「さぁさぁさぁ『ドッジ・パニッシュオレンジ』、本日四人目のチャレンジャーはなんと人間です！　度胸ありますねー、嫌いじゃないです！　さて、ルールは単純！　『スタート！』の合図でバスケットの蓋が開き、飢えたパニッシュオレンジが次から次へチャレンジャーを襲います！　ガンガン避けてくださいね！　食いつかれた数が五回未満ならなんと、コールテーゼ南区商店街、全店共通の商品券、黄金魔石三個分相当をプレゼント！」

「やっぱ何度聞いても地味な景品だな！」

　命を賭けて挑むゲームの景品が商品券。黄金魔石と言えば、人間界の通つう貨かで一粒一万ゴールド相当だが、それにしたって命を賭ける額として三万ゴールドは安過ぎないだろうか。

　正直、納得なんてできない。だが、やらねばならない理由があるのも事実。

「ファビオラちゃんのお祝いに使った魔石、どうにかして回収しなきゃならないんですから、しかたありません！　商品券だって、大事に使えば節約に繫つながりますしね！」

「だからってこんな方法は望んでなーい！」

　アーウィンのツッコミが、祭りの喧けん騒そうに虚むなしく吸い込まれていった。







　二日前。ベネデットから頼まれていた会食と誕生日のおもてなしに、無事合格点をもらったアーウィン達。おかげで呪のろいを解くためのポーション製作も確約を得るに至った。

　その翌日にはアンナの働きで、ポーションの調合も済んで完成したとの連絡をもらった。すぐさま受け取りに行き、飲み干し、アーウィンの呪いはようやく解かれた。

　そして今日。コールテーゼの建設記念祭、最終日。かねてよりロイズから出ていた提案通り、『レストラン・フォリオーズ』は臨時休業となった。日頃の労ねぎらいと会食の成功を祝し、スタッフみんなで賑にぎわうお祭りの会場へ繰り出すことになったのだ。

　しかし、いざ祭りへ出発という直前。アーウィンはロイズにガシッと肩を摑つかまれる。

「そういえばアーウィン。先日の、ファビオラちゃんのドレス代についてなんだがな」

　ロイズは神妙な顔つきで続けた。

「悪いが、経費として落とせないことになった。まぁ、事情は察してくれ」

「えっ!?　ど、どうしましょう……。ん？　ていうか、なんで今その話を？」

「いいところに気がついたな。そこでだ。今日はアーウィンに特別な役目を言い渡す」

　嫌な予感しかしないアーウィンだが、余計な口を挟めそうな状況でもなく、大人しくロイズの二の句を待っていると、

「お前は我々と別行動で、体を張ってドレス代を回収してこい。以上」

「か、体を張ってって……あの、どういうことですか、店長？」

「祭りの出し物の中には魔石を賭かける見世物だったり、景品が貰もらえるアトラクションもたくさんある。片っ端から挑戦して、少しでも多くの魔石を回収してくるんだ」

　サァッと血の気が引く思いのアーウィン。確かにそういった出し物が出店していることは知っていたが、中には本気で命のやりとりをするものもある。

　それらの物騒な出し物に、ただの人間である自分が出場する？

「いやいや！　さすがにそのやり方は非効率……っていうか非生産的ですって！　むちゃくちゃだ！　下手したら死にますよ、俺！」

「ん～、私の空耳だったか？　確か、どこかの店員が言っていたな。なんだったか……そう。すべての責任は、副店長である誰かさんがとる……だった気がするな」

　ロイズはニヤァっと胡乱うろんな笑みを浮かべる。アーウィンは正直、負けたと思った。

「安心しろ、回収した魔石の十パーセントは手当てとして分けてやるさ。万が一死んでしまった時は五十パーセントにまで増やしてやろう」

「死亡保険か！」

　アンデッド化の危機を免れてのこれである。一難去ってまた一難。

　だがアーウィンに拒否権はない。

「魔界の祭りを存分に楽しめる機会だ。心ゆくまで味わってくればいい」

　ロイズからそんなありがたくない後押しをされ、アーウィンはガックリと肩を落とした。







「それではカウントダウン、行きますよ～！　十秒前、九、八……」

「──ッ！」

　進行役の魔物の声で我に返ったアーウィン。余計なことを考えている場合ではない。景品がなんであろうと、失敗が死に繫つながるデスゲーム。生き残ることだけを考えねば。

（大丈夫だ。パニッシュオレンジの動きをしっかり見れば、避よけられる！　……たぶん）

　ゴクリと唾つばを飲むアーウィン。頭の中で「できる、できる」と自己暗示を繰り返す。

「四、三、二、一──スタート！」

　見物客から歓声が轟とどろく。会場は一気に熱く湧いた。

　バスケットの蓋ふたが開かれる。中に詰まった、オレンジ色の球体が無数。

　それらが一斉に振り向き、牙きばの生えた口をニタァと禍まが々まがしく開いた。

「──ひっ！」

　おぞましい光景に心臓が縮ちぢまる。一歩後ずさったアーウィン。

　まるでその動きが合図だったかのように、パニッシュオレンジの群れがバスケットから飛び出した。握り拳こぶしより少し大きいサイズの、歯を生やしたオレンジ達が、獲物に食らいつかんと襲ってくる。

「うお！　っとと──あぶっ！」

　ギュン！　ブワン！　顔や体すれすれをすっ飛んでいくパニッシュオレンジは、思っていた以上に素早い。

　だが死にたくないという強い気持ちがあるからだろうか。一つ一つ確実に避け続けるアーウィン。これならなんとかいける。そんな思いが胸に芽生え始めた──その時。

　ガブッ！

「いっ……てぇ！」

　脛すねをパニッシュオレンジに嚙かみつかれる。目の前の猛攻に集中しすぎて、足下が疎おろそかになってしまったのだ。

「あっ！　やばい！　これ痛い！　すっごく痛い！」

　ただでさえ激しい痛みを感じやすい脛だ。アーウィンは痛みに耐えられずピョンピョンと跳ねながら、パニッシュオレンジを振り払おうとする。

　だが闇雲に動き回ったのが仇あだとなった。アーウィンはバランスを崩して転んでしまう。

「いで！　……まずいまずいまずいっ！」

　そう思った時には、すでに手遅れだった。

　ハッと見上げると、パニッシュオレンジ達がアーウィンを見下ろしていた。やがて笑い声すら聞こえてきそうなほど大きく歪いびつな笑みを浮かべ、一斉にアーウィンへ襲いかかる。

「いだ！　いだだだだ！　スト、ストーップ!!　無理無理！　死ぬっ、死ぬーっ！」

　容赦なく全身に嚙かみついてくるオレンジに、アーウィンはジタバタと地面を転がって対抗する。だが気休め程度にしかならない。吸血コウモリ達の引ひっ搔かき攻撃の方がいくらもマシに思える攻撃力だ。

「だ、大丈夫ですか！　アーウィンさん！　あの、すみません！　今回は失敗でいいので、いったん止めてください！」

　凄せい惨さんな様子を見て、リーラもアーウィンの苦しみを察してくれたのだろう。慌てて進行役の魔物へ頼み込んだ。魔物がすぐさまパンパン！　と手を叩たたく。しっかり躾しつけられているらしく、オレンジ達は瞬またたく間まに大人しくなり、バスケットの中へと帰っていった。

　出血こそしていないが、全身あちこちに歯形が残ってしまった。痛む体をさすりながら、アーウィンはゆっくり立ち上がる。

「……ってて。マ、マジで死ぬかと思った……」

　ようやく解放されたことに、アーウィンは安あん堵どの息を漏らす……だが。

「それじゃぁ、追加で魔石支払いますから、第二ラウンドいってみましょう！」

「まだやんのかーい!!」

　リーラはシレッと進行役の魔物へ魔石を手渡していた。

　進行役のガーゴイルも、なんの躊躇ためらいもなく受け取る。

「おっとぉ？　これはおもしろい展開！　どうやらチャレンジャー、リベンジしたいそうです！　いいですね～、そういうノリを待ってたんですよ！」

「やるなんて言ってないのに！」

「なに言ってるんですか、アーウィンさん！　商品券貰もらうまでは終われません！」

「商品券貰う頃には俺の命終わってそうなんだけど!?」

「大丈夫です！　そんな時のために、アンナちゃんから貰った回復用のポーションがありますので、いつでも体力全回復ですよ！」

「無駄に準備いいなちくしょーっ！」

「さぁっ！　第二ラウンド、さっそくお願いします！」

「はいわかりましたー、それではカウントダウンです！　十、九……四、三──」

「なんで勝手に進めて……ってカウントダウン飛ばした!?　早い早いっ！」

「──二、一……スタート！」

　まだ身も心も準備なんて整っていないのに、パニッシュオレンジの大群が容赦なくアーウィンへ襲いかかる。

「う……うわああぁぁぁ！」

　アーウィンの絶叫が轟とどろく。だが祭りで賑にぎわう街の中に、気にする者は誰もいなかった。







　街はすっかりあかね色に染まっていた。少しばかり涼しくなり始めた風を頰ほおに感じながら、アーウィンとリーラは西側の街道を目指して歩いていた。

「えへへ♪　ドレス代差し引いてもあまりが出るぐらいの稼ぎですよ、これ！」

　たんまりと魔石の詰まった麻袋の財布を手に、リーラは目を輝かせる。アーウィンはそのやや後方をついて歩いているのだが、全身血が滲にじみ出ているほどにボロボロだった。

「もう……やだ。魔界のお祭り、怖い。俺、おうち帰りたい……」

「アーウィンさん、ファビオラちゃんじゃないんですから……」

　幼い子供のような口調で呟つぶやいたアーウィンに、リーラは顔を引きつらせた。だがそんな声も出てしまうほど、あまりに衝撃的な魔石稼ぎの連続だったのだ。

　パニッシュオレンジのアトラクションはその後、四回目にしてようやく商品券を手に入れるに至った。正直その時点で切り上げたかったのだが、ロイズと交わした約束は絶対だし、リーラに連れ回され、他のアトラクションや賭かけ事も挑戦することになった。

　ケルベロスのドッグレースで魔石を賭ければ、コースから外れた地獄の番犬に追いかけ回され尻しりに嚙かみつかれ、バジリスクを捕まえるゲームに参加すれば、くちばしで全身を突っつかれた。それでもアーウィンは、景品や魔石を増やすため体を張り続けたのだが、

「あちこち回ってる内に、魔王のパレードも見逃しちゃうし……地味に楽しみにしてたんだけどなぁ。俺、まだ魔王ってちゃんと見たことなかったし」

　そんな軽い愚ぐ痴ちがポロッと零こぼれてしまった。

「元気出してください、アーウィンさん！　確かにパレード見逃しちゃったのは失敗でしたけど……これから、すっごいものが見られますから！」

　リーラが先導して西大通りへ向かっているのは、その『これから見られるすごいもの』が目的だった。夕暮れ時。祭りもいよいよ終盤にさしかかる頃合い。

　だがその内容について、アーウィンはまったく知らされていなかった。

「いい加減、なにが始まるのか教えてくれても……」

「まぁまぁまぁ。それはお楽しみです♪」

　訊たずねてもリーラは終始このスタンスだった。仕方がないのでアーウィンは、ただただリーラの先導に従う。

　やがて西大通りに到着すると、辺りはシートを広げて場所取りをしている魔物達で賑にぎわっていた。みな一様に空を見上げ、なにかを待ちわびているようだ。

「……？　なんだ？　みんな、なにを見てんの？」

　疑問に思いながら、アーウィンも空を見上げる。

　オレンジと群青のグラデーションが鮮やかな、黄たそ昏がれ時どきの空。

　感傷的にさせられる美しい色合いだな……と感じた、その時だ。

　──パパパパーンッ！

　上空からけたたましい爆発音が鳴り響く。同時に群青色の空へ、眩まぶしい無数の光が散る。

　耳を澄ませばシャラシャラと音すら聞こえてきそうな、煌きらめく光達。空に大きな紋様を刻み──やがてそれは溶けるように消えた。

　空に光の絵を描いたのは、竜りゆう人じん達だ。数匹で編隊を組んで上空を舞い、魔術で発生させた光で、群青色のキャンパスを色とりどりに彩っていたのだ。

　しばらく竜人達の演目が続き、やがて後続のハーピィの編隊が混ざる。炎と水の魔術を巧みに操り、蒸気を起こして光の魔術の演出に使うなど、より高度で華麗なイリュージョンで観客を魅せる。夜空を舞う竜人とハーピィは、光の波間を踊っているかのようだった。

「すげぇ……なんだこれ！　めっちゃきれい！」

「えへへ♪　よかった、間に合って……」

　一気に気分が高揚したアーウィンの隣で、リーラが屈託のない笑顔を浮かべた。

「あ！　ほらほら、こっちも見てください！」

　リーラに袖を引っ張られアーウィンは目を向ける。華やかになる演目に合わせ、大通りには楽器の魔物達が集まってきた。イリュージョンに合わせて陽気な音楽を奏かなで始める。

　次第にアーウィンとリーラも肩、そして全身をリズムに合わせて揺らしていた。

「すごくないですか？　これ、お祭りの最後を飾る魔術ショーなんです。日の傾きに合わせて、西から東へ流れるように空を彩るんですよ」

「うぉぉ、すげぇ……これは確かに圧巻だなぁ。これを見せたくて、西大通りまで歩いてきたってことだったんだね」

「えへへ。黙っててごめんなさい……。でも、喜んでくれました？」

「当然だよ！　こんなイベント見られるなんて、夢にも思わなかった！」

　空を見上げながら、アーウィンは歓喜の声を漏らす。気づけば二人とも地べたに座り込み、瞬まばたきも忘れるほど夜空のイリュージョンに魅入っていた。

　その後イリュージョンはドラゴン族が加わり、過激な炎の演出も交えて空を彩り始める。

「……こうして眺ながめてると、花火を思い出すなぁ……」

　ふとアーウィンは呟つぶやいた。リーラが首をかしげる。

「花火？　……どこかで聞いたことがあるような……」

「もしかして、リーラのお父さんじゃないかな？　火薬を使って空に打ち上げて、火花の散る様子を眺めて楽しむ、人間界の行事のことなんだけど……」

「あ、そうです！　お父様から昔……。似てるんですか、これと？」

「んー、そっくりって程じゃないけど、こうして空を見上げて演目を楽しむ……っていうのは、通づるところがあるなぁって思ってさ」

「へぇ～……いいなぁ。アーウィンさんは人間界の花火も、魔界の魔術ショーも、どっちも見て楽しんだ……ってことですよね？　うらやましいです」

　確かにそういった捉え方もできるなと、アーウィンは目から鱗うろこが落ちた。

　人間界にいて仕事をし続けていただけでは、決して目にすることもなかっただろう、魔界の祭りとショーの美しさ。

　それを楽しめただけでも、『人間就しゆう労ろう制度』を利用して魔界へ働きに来ている甲か斐いがあると、改めてアーウィンは思った。

「……私もいつか、花火見てみたいなぁ」

　リーラが呟く。アーウィンが振り向くと、彼女はタイミングを合わせたように続けた。

「またこうして、隣り合って……なんちゃって、えへへっ」

　リーラのはにかんだ笑みが、点滅する空の明かりに彩られる。

　思わずアーウィンの鼓動が跳ねた。

「……そうだね。いつかリーラにも、花火を見せてあげたいな」

　リーラを見つめながら笑顔を浮かべた。アーウィンの、ありのままの本心だった。

「けどそのためにも、俺は来年もこうして、一緒に魔界の祭りを楽しみたいって思うよ」

　魔界の文化や価値観を学ぶ……それは、ほんの数ヶ月で身につくようなものではない。もっと時間をかけて、体に馴な染じませなければならない。

　だからこそ何事もなく来年まで、そして来年以降も、こうしてリーラや『レストラン・フォリオーズ』のスタッフみんなと、楽しく、ちょっとブラックな事態に見舞われながらも、充足した時間を過ごしたい。今のアーウィンは、正直に心からそう願っていた。

（やっぱり呪のろいにかかって、人間でいられなくなるって思ったから、気づけたのかな）

　失うかもしれないと思ったからこそ、今自分の置かれている環境の暖かさに気がつけた。

　アーウィンはふと、そんな気がした。

「……えへへっ♪　そうですね、来年もまた……一緒に……」

　リーラの指先が、ふいにアーウィンの指先へ触れる。指の先と先が、ほんの少しの面積で繫つながっているだけの、しかし目がくらむほどの暖かさが伝わる感覚。

　アーウィンはドキリとしてリーラを見やる。二人の瞳ひとみが引き寄せられたように重なる。破裂しそうな心臓の音が、祭りの喧けん噪そうを一気に払いのけた。

　もっとリーラの指を感じたい。そう、アーウィンが指先を絡めようとして──

「おーっ、いたいた。探したぜお前ら」

「「──ッ!?」」

　突然耳慣れた声が聞こえ、アーウィンとリーラは思いっきり肩をビクつかせた。

　振り返って見上げれば、ゲイルが真後ろに立っていたのだ。その肩にはリーラの使い魔である吸血コウモリ達も乗っていた。

　ゲイルはケラケラ笑いながら吸血コウモリを指さす。

「こいつらがよ、リーラが近くにいるって鳴くし、なんかすげぇキーキー騒ぎ立てたんだよ。んで探してみたらいたってわけだ……ん、どした？」












「「い……いえ、なにも……」」

　アーウィンとリーラは顔を真まっ赤かにし、背を向け合って離れる。いいムードに任せて思い切ったことをしそうになった。穴があったら入りたい思いのアーウィンだった。

　おそらくコウモリが騒いだのも、離れ離れになっていたとはいえ、リーラの感情の高ぶりを察知したからだろう。タイミングがいいというか悪いというか……。

「あの、もしかしてお母様達も、この辺で見てるんですか？」

「おう。すぐ近くだ。ずっと別行動じゃ寂しいと思ってよ。なんとか合流したいと思ってたんだ。運がよかったぜ」

　ゲイルはヘヘッと笑い、続けた。

「ここで見てたって、もちろんいいけどよ。二人とも腹減ってねぇか？　飯も準備してあんだ。せっかくだし、みんなで食いながら見ようや」

　ゲイルの提案に、リーラはパァッと笑顔を咲かせた。

「ありがとうございます！　私、ちょうどおなか空すいてきたところで……」

　リーラは立ち上がってお尻しりの辺りを叩たたく。

　その様子を眺ながめながら、ゲイルが何気なく口にした「みんなで食いながら」という言葉を、アーウィンはじっくりと嚙かみ締め──思わず微笑ほほえみを浮かべた。

「……？　どうしました？」

　リーラが小首をかしげ、すぐさま笑顔を弾はじけさせた。

「ほらほら、早く！　みなさん、きっと待ってますよ」

「……うん、そうだね」

　アーウィンも頷うなずいて立ち上がった。

　空を彩る明かりが、賑にぎわう街道と魔物達を照らしていた。お祭りの最終日。いよいよ佳境にさしかかったイベントを、みな楽しそうに……どこか名な残ごり惜しそうに眺めていた。状況が違えばアーウィンも、心に穴が空いたような感情を抱いていたかもしれない。

　けれど、今は違う。アーウィンのすぐそばには、仲間がいる。

　魔界という、友人も知人もいなかった、アーウィンにとってはまさに異世界。そこに自分の居場所ができて、共に働き、帰りを待ってくれる仲間がいる。いてくれる。

　だから、侘わびしさを感じることなんて、絶対にあり得ない。

「行こうか……みんなの所に」

　アーウィンの胸はいつだって、そんな仲間達の笑顔で満ち溢あふれているのだから。





〈了〉














あとがき




　一巻から引き続きお手にとってくださった読者様は、お久しぶりです。

　そうでない読者様は初めまして。落おち合あい祐ゆう輔すけと申します。

　一巻あとがきは謝辞に尽くしたので今回は制作秘話を、と思っていたら諸事情で一ページだけになっちゃいました。なんのこっちゃ。こりゃ三回目の『なんのこっちゃ』あるな。

　本当なら作中の料理名、街の名前や人名は八割がたイタリア関連で揃そろえていたのです、なーんて誰得裏話を語ろうと思っていたんですが、次回ですね。……次回あるかな？

　謝辞です。担当のＮ様。毎度ご迷惑おかけしてすみません。おかげさまで二巻刊行できました。ありがとうございます！　Ｓｙｒｏｈ先生。今回もステキなイラストをありがとうございます！　ジト目のリーラは身み悶もだえするほど最高にかわいく、大変癒いやされました。

　そしてお手にとってくださった読者の皆様へも、心よりお礼申し上げます！

　楽しんでいただけたでしょうか？　引き続きどうか、応援をよろしくお願いいたします。

　それではまた、どこかでお会いしましょう！
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